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　　　序章







　思春期の多感な童貞少年が告白してフラれた時、その傷の深さはいったい何と比較できるだろうか。

　マリアナ海溝？

　インカの井戸？

　ストローが届かないことに気付いて絶望する、予想以上に深い紙パックの底までの距きよ離り？

　まあどんな尺度に収まるにせよ、傷の痛みは時として、人に思いがけない行動を起こさせる。たとえば不意に宗教に目覚めて出家したり、自分探しの旅と称して、いやそこ探す場所そもそも間違えてるでしょ、と思えるような世界一周ふらり旅に出てみたり。

　しかしながら、そういった突飛な行動に出るのも仕方ない。

　だって、ヒトは傷を抱えているのだから。

　痛みを紛らわすために「何か」をしようという衝しよう動どうは抗あらがい難がたく、特に思春期の多感な童貞少年が告白してフラれでもした時は、その衝動はビッグバン並みのエネルギーを有し、大人おとなの予想の斜め上を光速で突っ走るような行動にだって平気で出る。

　──そんなわけで、遠とお矢や孝たか文ふみは空を飛んだ。

　月にタッチして戻ってくる。

　それが彼の目もく標ひようだった。

　比ひ喩ゆでもなければ冗じよう談だんでもない。ニュートンの万有引力もライト兄弟の発明もあざ笑い、孝文はその身一つで夏の夜の空を行く。スーパーマンのような力強さも蝶ちようのような優ゆう雅がさも持たず、えっちらおっちら、クロールなんぞで月めがけ駆け上っていく。意外とスピードだけは一丁前で、町の灯はすぐさま地上の天の川と化して瞬またたきに変わっていった。夜空に溶け込んだ雲が地上に落ちていくように眼下に流れ、竜の咆ほう哮こうを思わせる渦巻く風音が耳を弄ろうする。

（下は見るな。下は見るな。下は見るな……）

　心しん臓ぞうをバックンバックンさせながらそう呪じゆ文もんのように繰くり返かえす孝文は、少しばかり変わった体たい質しつをしていた。どんな体質かなんてことを詳細に語るのは難むずかしいが、アレルギー体質のように一言で言い表すなら、きっとこう表現すべきだろう。

　幽体離脱体質。

　去年の夏、とある事故で生死の狭はざ間まを彷徨さまよった孝文は、そんなありがた迷惑な体質を生せい還かんした努ど力りよく賞しようとばかりに、神様だか何だかから授かってしまった。

　自分のその特異体質には諦てい念ねん混じりではあるが何とか慣れ、ふわふわとその辺を漂うくらいなら別に問もん題だい視しすることもなくなった。しかし、調ちよう子しに乗って肉体から長時間離はなれていると、もう戻れなくなっているのではという恐怖心にふと駆られることがある。そういう時はめちゃくちゃ焦るし、普段なら時間をかけて月くんだりまで出かけようだなんて決して思わないのだが──

　今は怪奇現象大安売りの季節、夏。

　思春期の多感な童貞少年が告白してフラれた当日の夜。

　そんな時はこの体たい質しつをめいっぱい活用して、込み上げてくる衝しよう動どうのまま月にタッチするしかないのだろうと、そう孝たか文ふみは思うのだ。

　いつの間にか視界に映り込む星の数は何倍にも膨ふくれ上あがり、その輝かがやきも力強さを増していた。よほどの高さまで来たのだろうが、振り返ると気が挫くじけてしまいそうで、孝文は上空で冴さえ冴ざえと光る月だけを目指して飛び続ける。

（……もっと速く）

　そう念じ、孝文は腕を大きく一ひと搔かきした。

　別に水を搔くわけではないし、そもそも物理法則を無視する幽体である。そんな行為がどれほどの効果を発揮するかわからないが、地上で空を飛ぶ際にはこれで思い通りの加速が得られていた。要するに「先に進みたい」という意思が重要なのだろう。

　目に付く唯一の対象物である月が、その輪りん郭かくを静かに増した。

（……もっと、もっと速く）

　孝文は腕をさらに一搔きする。

　大小さまざまなクレーターがぼんやりと目に映るようになってきた。クレーターの少ない部分は薄うす暗ぐらいシミのように広がっているが、残念ながら餅もちつきをするウサギには到底見えない。自分の想像力が貧困なのか、古代のロマンチストがぶっ飛んでいたのか、判断に困るところである。

（もっと、もっと、もっと……）

　いつしか孝文は、月に辿たどり着つくことだけを一心不乱に考えるようになっていた。

　告白してフラれただとか。

　月まで行って戻れるだろうかとか。

　そんな不満や心配は、気付かぬうちに頭あたまの中から霧む散さんしていた。不安からくる心拍数の上昇さえ、気分の高揚に自然とすり替わっている。そんなことを可能にするのは、眼前に広がる月の魔ま力りよくのせいだろうか。地上から仰ぐ月はひどく頼たよりない存在だったが、徐々に近付くそれは噓うそのように雄大で凜りんと澄すみ渡わたっている。生命を育はぐくまないただの岩石の塊がこれほどの静かな存在感を有することに、孝文はがらにもなく心奪われていた。

　どれくらい遠泳にも似た宇宙遊泳を続けた頃だろうか？　やがて孝文は、とうとう月にタッチできる距きよ離りにまで近付いた。

　幽体なので実際にタッチすることはできないのだが、視覚でハッキリと捉とらえている物体に対しては、手で触れたような錯さつ覚かくは得られるし、その気になれば物体の上に両足で立つことだってできる。孝たか文ふみは当初の予定通り手を伸ばし、中天に皓こう々こうと輝かがやいていた月にそっとタッチする。

　瞬しゆん間かん、口元に自然と笑みが浮かんだ。震ふるえにも似た歓かん喜きが背筋を駆け上り、大声で叫び出したいような衝しよう動どうが胸の奥から急浮上してくる。

「……できんじゃん、俺おれ」

　不意に、そんな呟つぶやきが口から零こぼれ落おちた。

　思えばここ最近、ツキに見放されていたように思う。告白してフラれたことだけじゃない。やることなすこと全すべてが空回りして、ろくな日々を送っていなかった。ケチのつき始めは一年前の事故だろうとは思うのだが、だからといって好転するきっかけを摑つかむこともなく、日々を漫然と過ごしていた。

　けれど。

「やれんじゃん、俺！」

　今度は張りのある声が飛び出す。

　久し振りの達成感があった。脳がスパークするような高揚があった。月にタッチしたらすぐ戻る、という最初の予定は既に宇宙の藻も屑くずと化している。孝文は身体からだを回転させて月面に両足で立つと、拳こぶしを地球めがけ突き上げ、本能のままに意味を成さない雄お叫たけびを上げた。

「うぉああぁぁぁぁ──────ッ!!」

　周囲は岩と砂ばかりの、音のない世界。

　人じん類るいはこの地に降り立つために、莫ばく大だいな労力と犠ぎ牲せいを払ってきた。でも、

「アポロ計画、なんぼのもんじゃ────っい！」

　自分は、成したのだ。

　頭あたまにふと浮かぶのは、自分をフッた少女の顔。

　人類は地球を統すべる進化のために、愛という名のゴマすりを異性に行ってきた。でも、

「地球、思ってたより小ちっせ────っ!!」

　自分は、気付いたのだ。

　笑いの発作が込み上げてきた。孝文はその場に尻しり餅もちをつくと、腹を抱えてゲラゲラと笑う。そのまま仰あお向むけになり、気が済むまで笑い続ける。

　しばらくすると、やっと笑いの波が引いてきた。孝文は一つ大きく息を吐き出して青い地球に視線を馳はせる。星屑のラメが入った暗くら闇やみにぽつんと浮かぶ地球は、まるでコーラの中に放り込んだペパーミントアイスだ。そんな馬ば鹿かげたことを考えていると、何だか気持ちがスッキリしてきた。ありがた迷惑に感じていた部分の多いこの体たい質しつだが、それほど悪いものでもないのかもしれない。

（……明日は何かいいことありそうだな）

　そんなことを胸中で何となく考えていた時だ。視界の隅、月面上で何かが動いたように思えた。

「ん？　何だ？」

　孝たか文ふみは寝転がったまま、目だけでそちらの方を窺うかがった。かなり無精者の行動だが、それも仕方ない。月には生物もいなければ風もないというのは自明の理だ。単なる勘違いだろうと、おざなりに視線を巡らせる。

　案の定、視界にはゴツゴツとした岩が映るだけで、動いているものの姿など見当たらなかった。やっぱり気のせいかと、再び地球を眺めようとした、まさにその時──。

　孝文は、見た。

　月面上を優ゆう雅がな足取りで歩く、一人の少女の姿を。

　目を瞠みはる。跳ね起きる。すぐさま少女の姿を目で追うが、岩陰の向こうに消えたらしく、見失ってしまった。

　孝文は空を飛べることさえ忘れ、こけつまろびつしながら、視界を埋める邪じや魔まな岩山へと駆け寄る。慌てすぎて勢いを殺すことさえできなかった孝文は、そのまま岩山を透過し、頭あたまだけをポンと向こう側へと突き出した。何もない広大な空間のせいで距きよ離り感かんが摑つかみにくいが、おおよそで考えれば五十メートルほど先だろうか。少女がそこをゆっくりと進んでいるのが目に映る。

　孝文は傍はたから見れば『怪奇・岩男』といった状態のまま、ぽかんと口を開けて絶句した。

　これはいったいどういうことだろう？

　いつから人じん類るいは月を自由に闊かつ歩ぽできるようになったのだろう？

　自分のことを棚に上げてそんな思考の迷路に迷い込んだ孝文は、やがて一つの結けつ論ろんに辿たどり着ついた。

（……あぁ、これ夢か）

　ここは地球から遠く離はなれた月なのである。幽体離脱体たい質しつとはいえ、そんなところに簡かん単たんに到達できるのならば、人類が科学を信奉してここまで発展するなんてありえない。月にタッチするという目もく標ひようを掲げたはいいが、今回ばかりは無む意い識しきのうちに防ぼう衛えい本能が働いて、月面に辿り着けたという夢を見るに至ったのだろう。

　気持ちよく寝ているところを無理に叩たたき起おこされたような気分になった。しかし寝覚めはそれほど悪くはない。気分転換には大いに役立ったし、夢だったからといって憤ふん懣まんを抱く理由は一つとしてないのだから。

　ふぅ、と一つ息を吐いた孝文は、岩山からするりと抜け出した。そして軽い足取りで少女の方へと歩を進める。

　少女はのんびりと星を眺められる場所でも探していたらしく、足を止めると孝文に背を向けた状態で、手近な岩へと腰を下ろした。艶つやのある髪は腰まで伸びたストレートで、たおやかな肩は驚おどろくほど華きや奢しやだ。月にいる少女といえばかぐや姫を思い浮かべるが、身に付けているのが清せい潔けつそうな白のワンピースというのは、自分に十じゆう二に単ひとえを思い浮かべるほどの想像力がないからだろう。孝たか文ふみが着ているのも、脱ぐ気力もなく不ふ貞て寝ねに入った時のままの、白はく品ひん高校の制服である。

　少女のすぐ傍そばまで歩を進めた孝文は、夢の中の登場人物に気を遣う必要もないだろうと、天体観かん測そくを中断させると知りつつも気安く声をかけた。

「よお。何か面白いモンでも見える？」

　少女の肩がピクリと動き、ゆっくりとこちらを振り返った。年ねん齢れいは孝文と同じくらいか、あるいは一つ二つ上だろうか。落ち着きのある、大人おとなびた印象を受ける。透き通るような乳白色の肌に、細い眉まゆ。虚を突かれたように軽く見開かれた瞳ひとみは女性らしい柔らかな卵形で、全天の星空を映すように澄すみ渡わたっていた。

　夢の中の人物ならだいたい予想の範はん疇ちゆうであるはずなのだが、思いがけない美少女の登場に孝文は面食らってしまう。孝文は一いつ瞬しゆんで落ち着きを失ってしまい、とりあえずの会話の糸口のため、思い付いた疑問を慌てて投げかけた。

「あ、あのさ。星ってこんなに強く光るもんだったっけ？　もっとチカチカして心こころ許もとない印象しかなかったんだけど……」

　尻しりすぼみになっていく質しつ問もんを言い終えると、孝文はゴクリと喉のどを鳴らした。

　しまった。

　今夜の星はなんて力強いんでしょう、なんてことを口にして許されるのは、ヨーロッパ貴族か目の前にいるような美少女だけである。夢だろうが何だろうが、ヤローがそんな科白せりふを吐けばいい笑い者になるということは、少し考えればわかることじゃないか。

（うわヤバイ。今のはけっこう恥ずかしい。穴があったら入りたい……）

　おあつらえ向きに穴の代わりにクレーターならいたるところにある。その中の一つに飛び込んでやり過ごしてしまおうか、なんてことを半ば本気で考えていると、気を取り直したらしい少女が、その口元にうっすらと微笑を刷はいた。少女はまるで歌っているような澄んだ声こわ音ねで、淀よどみなくこう告げる。

「地上から見上げる星が瞬またたくのは大気による屈折のせいよ。宇宙空間で目にする星々はそれほど脆ぜい弱じやくじゃないわ。地球上から肉眼で見える星はせいぜい六等星くらいまでだし、その数だって比べ物にならないでしょう？」

「そ、そうなのか？　知らなかったな」

　鼻で笑われなかったことに胸中で安あん堵どしつつも、孝文は怪け訝げんに思った。なぜ夢の中の住人が、自分の知らないことを平気でスラスラと述べられるのだろう。

　そんな孝文の困惑を知ってか知らずか、少女はふふっと口元を緩ゆるめる。

「私も知らなかったわ。真空では音は伝わらないのに、魂同士だとこうして会話ができるのね」

「え？　魂同士って……」

　少女の笑顔に何だか妙にドギマギしてしまい、どんな反応をすべきか判然としない。すると少女は不意に、こう問いかけてきた。

「ねぇ。人は人として生まれてくるのだと思う？　それとも、魂という種子が偶然に人間の器に宿るのかしら？」

「へ？　さ、さあ？　どうなんだろ？」

「私は後者だと思うわ。でも、実はどちらも大差ないことだとも思うの。だって私たちの祖先は、海に発生した原始的な生物なのだから。ここから地球を眺めるように、巨視的に見てしまえば、きっと魂は循じゆん環かんしているだけ。名もなき花が薔ば薇らになったところで、喜ぶのは人間だけよ」

　心に浸透していくような、心ここ地ちよい声こわ音ねだった。孝たか文ふみは瞬まばたきすることすら忘れ、ただただ目の前の少女の言葉に耳を傾ける。そんな孝文の様子を気にも留めずに、少女はふと視線を上げ、空に浮かぶ地球を見詰めて続けた。

「……魂が循環するものだとしたら、私はどうせなら、人としてではなく星として生まれたかったわ」

「ほ、ホシ？　ホシって、地球とかのホシ？」

「ええ、もちろんそう。何よりも価値があるようでいて、実は人じん類るい数すうよりもずっと多くてありふれた、限りなく無価値なもの。永遠の象徴とされ、不変を期待され、それでも決してそんな偉大な存在ではない、幻想的というよりも、幻想そのものといえる唯一のもの。……私には過ぎた夢ね」

　そこまで言うと、少女は再び孝文に向き直る。

「君は星にどんな印象を受けるのかしら？　せっかくこういった場所で出会えたのだし、聞かせてくれない？」

　急にそんな話を振られ、孝文はめちゃくちゃ焦った。少女の言葉はまるで詩人が紡ぐ詩のように繊せん細さいだ。古典で返歌というものを習ったが、彼女の後に意見を求められるなんて、日本語を習ったばかりの外国人が小お野のの小こ町まちに返歌するようなものだと思う。しかし、さすがに口を噤つぐんだままというのはいただけない。何か答えねばと頭あたまをフル回転させた孝文は、先ほど地球に抱いた感想を思い出し、咄とつ嗟さに頭ず上じようを指差すと深く考えもせずに告げた。

「ペ、ペパーミントアイス」

「えっ？」

「だから、ペパーミントアイス。コーラの中に突っ込んだ。……お、美お味いしそうだな、とか？」

　言い終えた瞬しゆん間かんに後悔した。

（なに言ってんの、俺おれ？）

　そう思った瞬間に願ねがった。

（……誰だれか僕を殺してください）

　恥ずかしい。ものっそい恥ずかしい。何だこの感想は。小学生でももっとマシなたとえをするぞ。

　もう一度、心の底から穴があったら入りたいと思った。しかし、もはやクレーターに隠れたぐらいではこの恥ずかしさは誤ご魔ま化かせまい。もう泣きながら太陽系の果てまで逃げてしまいたい。

　少女は最初、今のたとえが宇宙空間に浮かぶ地球を指しているとは思わなかったらしく、きょとんとした表情で孝たか文ふみのことを見返してきた。だがすぐに得心がいったようで、くすりと笑みを零こぼす。それは決して小こ馬ば鹿かにした笑いではなく、春の訪れに気付いた蕾つぼみがふっと花開くような、そんな優やさしい笑え顔がお。

　少女はやがて、楽しげにこう言った。

「──素敵ね、それ」

　心しん臓ぞうが跳ねた。

　体温が上がった。

　別に自分のことを素敵と評してくれたわけではないのだが、もう色々とひいき目に四捨五入して、「孝文くんステキ」と言ってもらったことにしたくなるほど彼女の言葉にどきりとした。素敵という言葉を初めてステキに感じた、そんな瞬しゆん間かんだった。

　わけもわからず茫ぼう然ぜん自じ失しつしていると、少女が何かにはたと気付いてその繊せん手しゆをスッと上げ、地球を指差したままの孝文の手を示す。

「君、そろそろ帰った方がいいわ。このままここに留とどまると戻れなくなるわよ？」

「へっ？」

　孝文は少し間抜けな声を発すると、彼女が指差す先にある、自分の手に視線をやった。するとその手がいつの間にか、向こう側がはっきりと透けて見える程に希き薄はくな存在になっている。

「おわぁっ!?」

　孝文は驚おどろきのあまり声を上げる。

　どういうことだ？

　これは夢の中の出来事じゃなかったのか？

　混乱し迷走する思考の隙すき間まに滑り込むように、少女の声が優しく響ひびいた。

「慌てないで。安心して。すぐ肉体に戻れるように、私が手助けしてあげるから。……それにしても、一人でよくここまで来れたわね。それは一種の才能でしょうけれど、今の時期にその才能で目立つ行動は取らない方がいいわ。あの人に見つかると何かとやっかいなことに巻き込まれると思うから」

　あの人って、誰？

　そう問いを投げるより先に、少女は目を伏せ気味にしてポツリと呟つぶやく。

「……いまさらこんなアドバイスしても、もう遅いかしら」

　いったい何のことを言われているのか、そもそもこれが夢なのかさえわからなくなってきた。孝たか文ふみが言葉も発せられなくなっていると、少女が優ゆう雅がな物腰で目の前に立つ。お互いの息が掛かるほどの距きよ離りで見詰め合う格好になり、孝文の心しん臓ぞうは弾むように強く脈を打った。

　少女が腕を持ち上げ、掌てのひらを孝文の胸の前へと持ってきて言う。

「私が押すわ。自分の帰るべき場所を思い浮かべて」

　その言葉に促されるように、自分の部屋のことが思い起こされた。少女もイメージできたことを察したのか、満足げに一つうなずく。

　直感的に別れの時が来たのだとわかった孝文は、反射的にこう訊たずねていた。

「ま、また会えるかな、俺おれたち!?」

　それを聞いた少女はやんわりと微笑ほほえむと、優やさしく告げる。

「私は『静かの海』にいるわ。機会があればまた会いましょう」

　少女の手が、トンッ、と孝文の胸を押した。




　これが思春期の多感な童貞少年が告白してフラれた日の、最後の出来事。

　月を行く少女と接近遭遇を果たした、邂かい逅こうの場面だった。













　　　第一章







　ヘラクレスを自称する水泳部顧こ問もんの林はやしは、まあ確たしかに鍛きたえ上あげられた筋肉の持ち主だ。しかしその容よう貌ぼうは彫刻じみた美しさとはかけ離はなれており、筋きん繊せん維いの流動も滑らかというよりはゴツゴツとした歪いびつなもの。だから生徒たちは彼のことを密ひそかに『肉団子』と呼んでいる。

　その肉団子こと林が、職しよく員いん室しつの椅い子すに座ったまま、苦悩するように低い呻うめき声ごえを洩もらした。彼の手には孝たか文ふみがつい先ほど手渡した、一枚の用紙が握られている。

「それじゃあ、失礼します」

　用件は済んだのだ。とやかく言われる前に退散しようと踵きびすを返した孝文だったが、そうは問屋がおろさなかった。林は常に握力七十キロくらいは出ているのではと思えるその手で孝文の腕をむんずと摑つかみ、再び自分の方に向き直させる。

「遠とお矢や、本当に部活辞めるのか？　大会まであと少しじゃないか。それまで一緒に頑張ってみないか？」

　眉まゆ尻じりを下げながら、体格に似合わぬつぶらな瞳ひとみで見詰められた。腕を摑む握力もさらに上がり、暑苦しいことこの上ない。

　孝文は何とかこの状況から抜け出そうと、やんわりとした口く調ちようで言った。

「いや、もう決めたことなんで。それに俺おれなんかに指し導どう時間割いてたら、他ほかの部員にだって迷惑かかるじゃないすか」

「──っのバカチンが!!」

　孝文の顔かおが世界最速の「あっち向いてホイ」に挑戦しているかのような速度で横を向いた。いきなりビンタを張られたのである。脳が揺れ耳鳴りがするなか、林は今度はスペイン人も真まっ青さおな強烈な抱ハ擁グを仕掛けてきた。肺はい腑ふの空気が搾り出され、両足が宙に浮く。これでは抱擁ではなくプロレス技のベアハッグである。

　林は「あんたいつの間に泣いたの!?」とツッコミを入れたくなるほどの滂ぼう沱だの涙をぶわっと零こぼしながら、半ば叫ぶように言う。

「そんなことを言うもんじゃない！　先生がついているじゃないか！　右足のことだって遠矢さえ了承してくれれば、その道の権けん威いを紹介することもできると言っているだろう!!」

　孝文は自分の失言を悟った。林は昭和の熱血ドラマを見て育った世代である。綺き麗れいな夕焼けを見つければ部員を強制的に連れ出して夕ゆう陽ひめがけ走り出し、意外と早い日没に本気でしょんぼりするような人だ。そんな人に捻ひねくれたような物言いをすれば、指導者として自分が何とかしようという変なスイッチが入るだろうことを見落としていた。

　意い識しきが白はく濁だくしそうになっていると、周囲にいる先生方が血相を変えて駆け付けてくる。

「林はやし先生、このご時世に暴力はマズイです！　教育委員会が黙だまっていません!!」

　被害者無視の教育現場の闇やみをやけに遠くに聞きながらも、なんとか締しめ付つける力から抜け出すことができた。見やれば、数名の先生が林に抱き付くようにして押し止めている。しかしその体格差は歴然で、伐採されて唯一残ったユーカリの樹きにコアラたちが群がっているようにも見える。

（……おぉ。肉団子モテモテ）

　呼吸を整ととのえながらそんな感想を抱いていると、いつの間にかコアラの群れの中に紛れ込んでいた担任の明石あかしが、必死の形相で言った。

「遠とお矢や、用が済んだなら早く行け！　そう長くは持たん!!」

「うわ先生カッコイイ。勇者のパーティーみたい。やられ役だけど」

「くだらんこと言ってないで早く行け!!」

　孝たか文ふみはお言葉に甘えることにした。くるりと踵きびすを返し、すたこらさっさと職しよく員いん室しつを後にする。閉め忘れたドアの隙すき間まから、涙に咽むせぶ林の声がこだました。

「遠矢、先生は待っているぞ！　また泳ぎたくなったらいつでも先生の胸に飛び込んで来い！　お前は競きよう泳えい、大好きなんだろ!?」

　その汗臭い科白せりふには全く心動かされなかったし、ゲェッと胸焼けするような思いも味わった。しかし、代わりにある場面がフラッシュバックする。
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〝……私のこと、そんなに好きじゃないくせに〟

　その科白せりふは、孝たか文ふみをフッた少女が口にしたもの。

　孝文は何とも言えない苛いら立だちを覚え、チッと舌打ちした。相手は同じ高校に通っているのである。気持ちをリセットして、どこかで顔かおを合わせてもいつも通りの友達として話そうと、そんな約束を交わしたというのに……。

「あーもうっ、何かイラつくな！　昨日きのうのうちに全部吹っ切れたと思ってたのに！」

　孝文はストレス発散とばかりに、目に付いた自じ販はん機きを思いっ切り蹴けり付つけた。身じろぎするように微かすかに震ふるえた自販機は、次の瞬しゆん間かんけたたましいブザー音を吐き出す。白はく品ひん高校は荒れた学校ではないとはいえ、校内に設置されている自販機である。悪戯いたずら防止のため、どうやら警けい報ほう装置が備え付けられていたらしい。

「げっ。やべえ」

　生徒指し導どうは林はやしである。せっかく逃げ出してきたというのに、再び捕まるわけにはいかない。孝文は職しよく員いん室しつと同様に、その場から一目散に遁とん走そうした。







　教室で堂々と狙そ撃げき銃じゆうの解体整せい備びをしてやがる。

　目に映った光景からとりあえずそんな感想を抱いてみたが、もちろんそんなわけがない。神じん宮ぐう寺じ平へい太たが自分の席で没ぼつ頭とうしているのは、狙撃銃のスコープに似た部品が含まれる、天体望ぼう遠えん鏡きようの掃除である。

　教室の中をぐるりと見渡してみたが、室内に残っているのは平太だけだった。他ほかの生徒は部活に勤いそしんでいるか、帰宅の途についたのだろう。孝文は平太の前の席に逆向きに腰かけると、「よぉ」と気軽に声をかける。

　平太は作業に没頭していて孝文が教室に足を踏ふみ入いれたことにも気付いてなかったらしく、軽く目を見開いて銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをかけ直した。その容姿はまさしくもやしっ子の日本代表であり、外見通り中身も超の付く真ま面じ目め人間。そんな平太と孝文は小学校時代からの遊び仲間であり、気が置けない友人同士でもある。

「あれ？　孝文、部活は？」

　開口一番そう訊たずねてきた平太に、孝文はあっさりと答えた。

「辞めた。そろそろ潮しお時どきかもって、前にも一度話したろ？」

「えぇっ！　本当に辞めちゃったの!?」

　平太は目を剝むいて驚おどろきの声を上げる。孝文は机の上に置かれている天体望遠鏡のパーツを一つ手に取り、指先でくるくると弄もてあそびながら言った。

「ああ。もうすぐ大会だから、とりあえずそれまでは続けようとも思ったんだけどな」

「足の具合、良くないの？」

「それもある。最近は練習もハードだったし。まあ無理してこのまま続けても楽しくないからな。ここらでスッパリ辞めるのもアリかなって」

　手て前まえ味み噌そになってしまうが、事故で右足を負傷するまでは孝たか文ふみは全国区のスイマーであり、中学総体での優ゆう勝しよう経けい験けんさえあったのである。しかし怪け我がの後こう遺い症しようで右足に思うように力が入らなくなってしまった。日常生活に支障が出る程ではなく、運動障害としては軽度なものだが、厳きびしい競きよう泳えいの世界で戦っていくにはそれは致命的だ。ここ最近になってようやくタイムも伸びてきたが、全盛期とは比べようもない。かつての速度を身体からだで覚えている孝文にとっては、今の自分の泳ぎは正直言って情けないし、痛々しくさえあるのだ。

「孝文……」

　平へい太たの瞳ひとみが何かを捉とらえて翳かげった。それを不審に思った孝文は、平太の視線が注がれている自分の手元に目をやり、そこではっと息を吞のむ。無む意い識しきのうちに、天体望ぼう遠えん鏡きようのパーツを力強く握にぎり締しめていたのだ。力の込めすぎで硬くなった指をゆっくりと開くと、掌てのひらに跡がくっきりと残っている。

　困惑とバツの悪さを覚えて黙だまっていると、平太は何か言いたげな表情を見せたが、結局は「そっか」の一言でこの話題を締めくくってくれた。こういった気配りができるところはさすがである。孝文が内心で感心していると、平太は期待を込めた眼まな差ざしを送りながら、おずおずと新しい話わ題だいを切り出してきた。

「えっとさ、それじゃあ放ほう課か後ごは時間を自由に使えるようになったんだよね？　だったら僕と一緒に天文部を作らない？　孝文にとってもちょうどいい暇ひま潰つぶしになると思うんだけど……」

「はぁ？　お前まだオカルト研究会からの独立狙ねらってんの？　いいじゃん、単なる天文愛好家のままで」

　平太は孝文と同様、少しばかり特異な体たい質しつをしている。それが元でオカルト研究会なる奇怪な部に籍せきを置き、体質改善に努めているのだが、本人としては天文部を立ち上げてそこで活動したいと思っているらしい。しかし悲しいかな、天文に興きよう味みを持つ者は少なく、未いまだオカルト研究会からの独立を果たせないでいるのである。

　平太は眉まゆ尻じりを下げ、孝文の言葉に答える。

「趣しゆ味みとして割り切るのもいいんだけど、部活動にできれば色々と特典が付いてくるんだ。夜中に一人で天体観かん測そくしてたら夜遊びとして補ほ導どうされるけど、正式な部の活動として顧こ問もんが引率してくれればそんなことにもならないし。部費だって出るから、新しい機き材ざいとかも購こう入にゆうできるしね」

「ああ、なるほどな。そういうことか」

　愛好家は愛好家で何かと大変なようだ。たった一人で望遠鏡を振り回しているのだから、てっきり覗のぞきでもして楽しんでいるのだと思っていた。まあ、平太にそんな度胸があるはずもないのだが。

　孝たか文ふみはふむと一つうなずくと、あっさりと言う。

「部になっても真ま面じ目めに参加するかどうかはわかんねーけど、別に名前貸すくらいならいいぞ？」

「えっ、本当!?」

　平へい太たは椅い子すを鳴らして身を乗り出すと、瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせた。純粋さを余すことなく前面に押し出すその行動は、正直少しだけ引く。こいつはもしや高校生にもなってサンタさんの存在を信じているのではとさえ思ってしまう。

「それぐらいは別に構わねえよ。つっても、俺おれが入ったって部には昇格しないぞ？　部として認定されるの、最低三人は必要だったろ？」

「それはそうだけど、千里の道も一歩からって言うじゃないか！　孝文、ありがとう！　これで天文部の発足に一歩近付いたよ！」

　平太は孝文の手を取ると、腕をぶんぶんと上下に動かしながら力強く握手をしてきた。うわあ。林はやしとはまた違った熱さがある。

　感かん謝しやの意を表し尽くしたらしい平太は、やがて握手していた手を離はなすと、満足げに口を開いた。

「いやぁ、それにしても意外だったよ。孝文は天体に興きよう味みなんか持ってないから、絶対に断られると思ってた。何でも言ってみるもんだね」

「おいおい、俺だって星を愛めでる感性ぐらい持ってんだぞ。何なら一般人が知らないような星に関する薀うん蓄ちくを開陳してやろうか？」

「へえ、それは初耳だね。ぜひお願ねがいするよ」

　平太は恵え比び寿す様さまのようにニッコニコである。部の昇格に一歩近付いたのがよほど嬉うれしいのか、あるいは普段なら決して話わ題だいに上らないような星の話ができて、趣しゆ味み仲間ができたと上じよう機き嫌げんなのかもしれない。

　そんな平太とは対照的に、孝文は僅わずかに緊きん張ちようを滲にじませ、ちろりと唇を舐なめた。実はわざわざ教室に戻って平太に話しかけたのは、この話題を振るためだったのである。

「た、たとえばだな。星が瞬またたくのは地球の大気の屈折のためなんだ。それと、地上から見える星はせいぜい六等星くらいまでだってこと、知ってたか？」

　それらの知ち識しきは、月で出会った少女から得たもの。

　昨夜の出来事は夢だったのだろうと、九割がた思っている。しかし残りの一割は、「もしかすると」という部分が拭ぬぐい切きれない。

　もしかすると、昨夜の出会いは現実のものだったのかもしれない。

　もしかすると、彼女は青空に溶けた月に今もいるのかもしれない。

　自分はいつからそんなロマンチストになったんだと、呆あきれてしまう部分はある。しかし、四捨五入して可能性をゼロにしようとはどうしても思えない。彼女の澄すみ渡わたった瞳ひとみが脳裏をちらついて、妙に気になって仕方ない。

　ロマンチストとリアリストとの違いは、きっと紙一重なのだろう。かつて世界は半球状で、象が支えているなんてことが本気で信じられていた。大地が丸いなんていう考えこそまさしくロマンチストの妄想で、リアリストには鼻で笑われていたのだ。それでも時代が流れ、航海技術が進み、世界に果てはないと信じたロマンチストはやがてリアリストの先駆者となった。

　──少女は月にいたのか？

　このロマンチックな疑問が薄うすっぺらな壁かべを突き破り、リアルに転じるためには、彼女の発言が本物かどうかを確たしかめなければならない。天文愛好家の平へい太たなら、少女の語った情報の真偽はわかるに違いない。

　そのための、平太への問いかけ。

　もしこの情報が自分の脳内少女が作り出した全くのデタラメだとしても、仲のいい平太に笑われるだけだ。真実の探求なんてことを言えば大げさになるが、彼女の存在が証明されるならばそれくらいの恥はどうってことない。

　孝たか文ふみはゴクリと喉のどを鳴らして平太の反応を待った。その口からどんな答え合わせが飛び出すか息を吞のんで見守る。

　きょとんとした表情を浮かべていた平太の口元に、やがてぎこちない笑みが浮かんだ。それを目にした孝文は、ああと声を洩もらす。

（……何だ。やっぱただの夢だったのか）

　半ば予想していたというのにやけに落ち込む自分がいた。孝文は自じ嘲ちよう的てきな笑みを浮かべたが、次の瞬しゆん間かん、

「わ、わぁ、すごいね！　孝文、よくそんなこと知ってたね！　その通りだよ！」

　パチパチパチ、とあまり熱ねつ意いのない拍手が平太から送られた。今度は孝文が目をぱちくりさせる。

「へ？　俺おれがいま言ったの、当たってるの？」

「もちろんだよ。というか、薀うん蓄ちくで間違った知ち識しきを披ひ露ろうしたらただのデマじゃない」

「じゃあ何でそんな微妙な笑え顔がおを…………って、もしかして俺が言ったこと、常識なのか？　薀蓄とか言って偉そうに語るとけっこう恥ずかしいレベルか？」

「うっ……」

　噓うそをつけない平太は言葉を失った。どうやら図星らしい。孝文は腕を組み、うーんと唸うなり声ごえを洩らす。

　少女の語ったことは本当だった。

　しかし、その一点だけで少女の存在を証明することは無理のようだ。常識的な知識ならば、はっきりと覚えていなかっただけで、記き憶おくの奥深くには蓄ちく積せきされていた可能性がある。その知識を夢の中で少女が伝えただけかもしれないのだ。

　口を噤つぐんだままそんな思考を巡らせていると、どうやら落ち込んでいると勘違いされたらしく、平へい太たはフォローするように慌てて言う。

「いや常じよう識しきって言っても、僕は自分で天文部を作ろうとしてるぐらいだからね。そういったものに興きよう味みのない人にとっては、確たしかに目新しい情報だと思うよ。それにさ、星や宇宙に関する薀うん蓄ちくなんて、本当にマニアックだから。そんな知識がポンポン出ちゃうと、逆に気持ち悪がられたりするもんだよ。その…………ぼ、僕みたいに」

　自分で口にした最後の一言に、平太はどんよりと肩を落とした。その姿は平日の午前中なのに公園隅で鳩はとに餌えさをやるサラリーマンぐらいに哀愁が漂っており、高校生らしからぬ暗あん鬱うつとしたオーラを辺りに振りまいている。

（ああ、自覚はあるのか）

　……じゃなくて、平太は孝たか文ふみを元気付けるために我が身を犠ぎ牲せいにした一言を搾り出したのである。その勇気に報いるためにも、今度は自分がフォローせねば。

「馬ば鹿かだな、そんなことないって。どんなことに関しても知識は重要だし、気持ち悪がる奴やつなんていないって」

「そ、そうかな？」

「そうそう。何だったらいくつか言ってみろよ。俺おれも興味あるし」

　そう促してみると、平太は気を取り直したようで、はにかむような笑みを浮かべた。平太はおもむろに眼鏡めがねを正したかと思うと、銀河を瞳ひとみに映し込んだような例の純粋な眼まな差ざしで孝文を見詰める。そして、満を持してといった様子で勢い込んで言った。

「──宇宙にも年ねん齢れいがあるって、知ってた!?」

「うわ気持ち悪っ！」

　……とまあそんな本音はもちろん洩もらさず、孝文は首を傾かしげて見せた。宇宙に年齢があるなんて聞いたことがない。

「孝文も『ビッグバン』っていう言葉は聞いたことあるよね？　アメリカの物理学者ジョージ・ガモフが唱えた、宇宙は大だい爆ばく発はつから始まったっていう理り論ろんのことだよ。このビッグバンを宇宙の誕たん生じよう日びと考えて、宇宙背景放射っていう電磁波の痕こん跡せきを精密に調しらべると、宇宙の年齢がわかるんだ。宇宙の年齢は何と、百三十七億おく歳さい！」

　平太は既に落ち込んでいたことさえ忘れ去ったようで、恍こう惚こつとした表情さえ浮かべている。さすが天文マニアである。こうなると後は自分の世界に入っていくだけなので、孝文は孝文で今後のことに思いを巡らせる。

　少女が実在する可能性が出てきた。となると、ただの夢だったのだから忘れてしまえと、そう自分を騙だますことはもはやできないだろう。もう少し自分なりに検証して、少女の存在の有無を確かめなければ。そのための最善策は──

（……やっぱ、あそこを訪ねるのが一番なんだろうな。それ以外にいい方法も思い付かないし）

　正直、あまり気乗りしないが。

「宇宙ってすごいよね。そんな大昔に誕たん生じようして、成長するかのように今も膨ぼう張ちようを続けているんだ。僕らの存在なんて、宇宙という名の巨人を形成する一細胞にすら満たないちっぽけな存在さ。あれほど巨大な太陽さえ二千億おくという星を抱える銀河系の恒星の一つに過ぎないし、その銀河系も数十個の銀河の集まりである銀河群の一員でしかないんだ。さらに言うならその銀河群も銀河団の一部でしかないし、その銀河団すら超銀河団を構成する一パーツでしかなくて……」

　平へい太たは虚空に視線を漂わせながら、うふっ、うふふっ、と薄うす気き味み悪わるい笑い声を洩もらし始めた。もはやトランス状態である。これさえなければ異い論ろんを挟む余地のない善人なのだが、宇宙を語る時のトランス癖ぐせは幼い頃から全く変わっていない。

　いつもの調ちよう子しを取り戻したようだし、自分の義務は果たせただろう。

　そう判断し、孝たか文ふみは席を立った。思考力が彼岸に旅立っている平太はどうせ気付きもしないだろうと思っていたのだが、心ここにあらずといった体ていのまま声をかけてくる。

「あれぇ？　孝文、どこ行くの？　うふふっ、そうだ。今夜さ、岬の海岸線で天体観かん測そくする予定なんだけど、よかったら孝文もどう？　宇宙はさ、すっこいよぉ？　夜空をずっと眺めていたら、身体からだを透過するニュートリノまで見えてきそうなんだ。うふっ、うふふっ、うふふふふひひっ」

「よ、予定があるからまた今度な」

　短い別れの挨あい拶さつを交わし、孝文は教室を後にした。

　トランス状態の平太とお星様を眺める？

　……マジ勘弁してくれ。







　やはり気が進まない。そのため足も進まないし手だって動きたくないと駄々をこねている。結果、孝文はドアの前で三分ほど前から立ち尽くしている。

　孝文が今いる場所は部室棟の三階。薄暗い廊下の突き当たりにある、とある部室前である。部室のドアには『オカルト研究会』のプレートが掛かっており、その下には注意書きとして、次のような文句が書かれた紙が貼はられている。

『用件のない者の入室を禁ず。

　また、用件のある者も、晴せい明めい神じん社じやの護ご符ふか、あるいはそれに準ずる守護を得られていない場合、ドアに触れることさえ注意すべし。

　これはブラフではなく、貴公の身を案じた善意からの忠告である。

　もしこの忠告を受け入れず安易にドアに触れた場合、三日と経たたぬうちに貴公の穴という穴から緑色の

（ドアの裏側に貼はられている紙に続く）』

　…………どないしろと言うのだ。

　ただでさえ二の足を踏ふんでいるというのに、訪ねる気を根こそぎ奪っていくような嫌がらせである。

　孝たか文ふみは深い溜ため息いきをついた。やはりこのまま回れ右をして帰ってしまおうという誘惑に駆られるが、ぶんぶんと頭あたまを振って思おもい止とどまる。ここで何らかのヒントを得なければ、月の少女のことも一生わからずじまいになってしまうのだ。

（ええい、こういうのは勢いだ！　水に飛び込むのと同じだ！）

　孝文は力強くノックすると、返事も待たずにドアを開けた。

　ドアに貼られた但し書きからは想像できないほど、室内はいたって平凡だった。部屋の中央は長テーブルが占拠しており、その周りに雑然とした感じでパイプ椅い子すが数脚ある。壁際にはスチール製のロッカーと本棚。角部屋ということで二箇所に開いた窓からは、夏の日差しと共に喉のどまで焼こうとばかりの熱ねつ風ぷうが静かに入り込んでいる。

　室内にいた二人のうちの一人と目が合った。夏の暑さの前では乙女おとめの恥じらいというものも夏バテになるのか、あるいは最初からないのだろうか。パイプ椅子に腰掛けるその人物は、太ももまでたくし上げたスカートと、胸元までボタンを外したカッターシャツをパタパタさせている最中だった。

　動きが止まる。

　どこかで蟬せみが鳴いている。

　二度の瞬またたきを挟み、その直後、

「にゃーっ!!　ノックと同時にドア開けるのは非ひ常じよう識しきっす遠とお矢や先せん輩ぱいっ！　いくら小こ夏なつのセクシーショット見たいからって、そいつは犯罪なんだぜっ!?」

　高速でスカートを押さえ付け胸元を腕で隠し、藤ふじ宮みや小夏は真まっ赤かになって抗こう議ぎした。快活さを現すようなベリーショートの髪に、好奇心旺おう盛せいな猫を思わせるクリクリの瞳ひとみ。言動は少し頭のユルさを感じさせるのだが、その裏表のない性格と整ととのった顔かお立だちのため、男子の間では意外と人気のあるオカルト研究会の一年生部員である。

　目に焼き付いた先ほどの光景に狼ろう狽ばいしながらも、孝文は慌てて言った。

「う、うろたえんな！　色気のないお前の下着見たって別にどうとも思わんわっ！」

「にゅ……う。乙女心に挑戦する暴ぼう言げんだけど、それがただの照れ隠しだということは小夏のＧカップが知っている……」

「鯖さば読んでんじゃねえっ！」

　小夏は「にゃあっ！」と叫び、ショックを受けたような表情を浮かべる。しかし反はん論ろんしてこないところを見ると図星だったらしい。めったにお目にかかれるものではないので、自分で言っておきながらも男として少し残念な気もする。

　孝たか文ふみは気を落ち着かせながら、部室にいるもう一人の人物の方をチラリと盗み見た。

　オカルト研究会の部長である野の乃の崎さき奈な美みは、夏の日差しから逃れるように部室の片隅でパイプ椅い子すに腰掛けていた。前髪を横に流してヘアクリップで留めており、端たん麗れいなラインを取る鼻筋にはシャープなデザインの縁ふちなし眼鏡めがねをかけている。大人おとなしそうで理知的なその外見とは裏腹に、衣きぬ擦ずれの音をさせながら投げやりに足を組み直すその姿は自由奔放で、小こ夏なつのセクシーショット同様に孝文の方が目のやり場に困ってしまう。そのうえ黙もく々もくと手を動かして何をしているかといえば、呪じゆ術じゆつ的てきな臭においが漂うフェルト人形をちくちくと縫ぬっているのである。

　ろくな返事を期待せぬまま、孝文はとりあえず奈美に「よぉ」と声をかけてみた。すると奈美は珍しく、動かしていた手を止めて孝文を見て、

「ああ、いらっしゃい。ゆっくりしていって。ただし、ボクの邪じや魔まをしたら表の貼はり紙がみくらいじゃ済まないから」

　と、あまり誠意のこもらない口く調ちようで短く告げて作業に戻る。普段なら手を止めることもせず、ぞんざいな「ん」くらいの一語で返答を済ませるので、少し戸惑ってしまった。まあ、いてもいいというお言葉は頂いたので、邪魔者扱いはされていないようだと孝文は判断する。

　いそいそとボタンをかけ直した小夏が、首を傾かしげて訊たずねてきた。

「それで先せん輩ぱい、何か用事があったりしちやったり？　ハッ！　もしやデートのお誘い!?　この時間に来るということは、部活をサボってまで小夏の許もとに!?　……ふっ、いけない子猫ちゃんだ。でもそういう一いち途ずなところも好きだよ、マイハニー」

「いや違ちげぇーよ。というか部活は辞めた」

「なんですとっ!?」

　小夏は目を丸くし、オーバーアクションで椅子から飛び上がる。一定の間隔で糸を通していた奈美の手もピタリと止まった。

「そ、それはもったいないんじゃないですか遠とお矢や先輩!?　いくら右足のことがあるって言っても、これまでの努力をフイにすることはないっすよ！　本気かい？　それとも弱気なのかい？　小夏だって愚痴ぐらい聞けるんだぜっ!?　ばちこーいっ！」

　平へい太たとは違い、小夏はあまり突っ込まれたくないことまで根掘り葉掘り聞こうとばかりの勢いである。悪気がないだけに始末に負えず、孝文は軽い頭ず痛つうを覚えてこめかみを押さえた。

　さてどうやって小夏を黙だまらせようかと考えていると、作業を続けながら奈美が割って入る。

「小夏、遠矢が自分で決めたこと。第三者が口を挟む問題じゃない」

「にゃうぅ……」

　鶴つるの一ひと言こととはこのことだろうか。あれほど威勢の良かった小夏が押し黙った。小夏が奈美のことを尊敬していることは知っているが、どちらかというと飼い慣らされている感じである。

　小夏は口を尖とがらせながら、ふてくされたように訊きいてきた。

「……それで、先せん輩ぱいは何の用事で来たんです？　もしや入部希望とか？」

「んー、まあそんなとこか」

「えっ!?　マジっすか！」

　小こ夏なつは花開くような笑みを見せた。回復の早い奴やつである。

「いや、早とちりするんじゃねえぞ？　候補の一つとして見学に来ただけだ。最近になって超常現象について興きよう味みも出てきたし」

「うわ、遠とお矢や先輩もやっと超常現象の魅み力りよくにズギューン！　やっぱそうっすよね!?　せっかく幽ゆう体たい離り脱だつできるんだから、積せつ極きよく的てきにオカルトと向き合うべきですよ!!」

　事故直後、自分の体たい質しつについて真っ先に相談した相手は、オカルト研究会の部長であり、幼おさな馴な染じみでもある奈な美みだった。奈美はとことん変わり者だが、超常現象についての知ち識しきは半端じゃない。平へい太たの体質を改善に向かわせたという実じつ績せきもあり、藁わらにも縋すがる思いで幽体離脱について話したのである。その判断については問題なかったと確かく信しんしているが、一つだけネックがあるとすれば──

（……こいつに付つき纏まとわれるようになったことだよなあ、やっぱ）

　孝たか文ふみは胸中で嘆息し、目を爛らん々らんと輝かがやかせている小夏を見やった。彼女は孝文の体質のことを知ってからというもの、平太の時と同様、ことあるごとにオカルト研究会に引き入れようとしてくるのである。

　小夏はこれまでの勧誘努力が今まさに結実するとばかりに、勢い込んで訊きいてくる。

「それでそれで、先輩は何について興味があるんです？　やっぱ幽体離脱っすか!?」

　これでやっと本ほん題だいに入れる。そう思った孝文は心持ち身を乗り出して言葉を紡いだ。

「そうだな。やっぱ自分の身に起きてる現象だし、もっと詳しく知りたいよな。たとえば──幽体離脱で月まで行くことは可能か、とか」

　それを聞き、小夏は衝しよう撃げきを受けたとばかりにブルブルッと身体からだを震ふるわせる。

「幽体離脱で月まで!?　そいつは豪気だぜ!!」

「だろ？　そんなことができるのか、ちょっと知りたくねぇか？」

「確たしかに知りたいっす！　部長、その辺どうなんですか!?」

　小夏が話の水を向けるのに合わせ、孝文も奈美の方を見やる。本当ならば月で少女と出会ったことを話し、それが現実だった可能性を皆で吟味するのが一番なのだろう。しかし、幽体離脱の危険性については奈美から耳にタコができるほどに聞いており、一人で無茶しないよう言い含められているのだ。それを無視して月を目指しちゃいましたなんてこと、できることならば奈美の耳に入れたくない。

　奈美は孝文を見返すと、案の定こう言った。

「もしそんなことができるとしてもやるべきじゃない。危険すぎる」

「わかってるよ。そんな危なっかしい真ま似ね、誰だれもやらないって。ただ、できるかどうか気になってるだけだよ。どうだ？　そんなこと、できると思うか？」

　食い下がる孝たか文ふみに奈な美みは不審げな表情を見せたものの、顎あご先さきに手をやって思案する。

「……不可能ではないと思う。幽ゆう体たい離り脱だつの体たい験けん談だんには、成層圏をゆうに越えて地球を見下ろす位置にまで上ったという話もある。ただ、月まで達するとなると速度が問題。あまりゆっくりしていると肉体に戻れなくなる」

「スピードか。なるほどね」

　昨日きのうの自分はどうだったのだろう？　上空を飛び回るくらいならば景色の変化で速度がわかるし、あまり遠くに行きすぎると自らセーブして、それ以上の加速をすることもない。しかし、昨夜は事情が違った。自じ暴ぼう自じ棄きになって後先考えていなかったし、目もく標ひよう物ぶつは頭ず上じようで輝かがやくお月様しかなかったのである。おっかなびっくり上り出した時は大したスピードは出ていなかったように思うが、一心不乱に月を目指し始めた頃には、実はかなりの速度が出ていたのではないだろうか？

　そんなことをウンウン唸うなって考えていると、小こ夏なつがぽんと手を叩たたいた。

「それじゃあ、瞬しゆん間かん移動じみた速度が出せるか、ちょっと調しらべてみますか？」

「は？　どうやって？」

「心配いらんぜよ！　小夏は先せん輩ぱいをモルモットにできる日を夢見て……もとい、先輩が平へい穏おんな生活に戻れる日を夢見て、幽体離脱に関する様々な調ちよう査さ道具を考案していたのです！　先輩、小夏の実験に付き合ってください！　この実験が成功すれば、魂こん魄ぱくが弾き出す速度に月に辿たどり着つけるほどのポテンシャルがあるかわかるかも!!」

　いきなりそんなことを言われた。俄にわかには信じられない話だが、もし本当ならば、月の少女の存在も信しん憑ぴよう性せいが増す。

　小夏は既に実験とやらに孝文を巻き込む気らしい。空いているスペースにパイプ椅い子すを置くと、それをポンポンと叩いて座るよう促す。

　躊躇ためらいがちに椅子に座ると、小夏はまずは手を伸ばしてきて、孝文が首から提さげているお守りを制服の下からするすると引き抜いた。それは奈美特製の、幽体離脱を抑えるためのお守りだ。奈美の監かん督とくによる精神修行じみた訓練のおかげで、幽体離脱のオン・オフはある程度自在に操あやつれるようになったが、やはりまだ完全ではない。授業中のうたた寝などで気付かぬうちに魂だけが外に出ているなんてこともあるため、こうして肌身離はなさず身に付けているものである。

　小夏はお守りを手にすると満足げにうなずき、いそいそとロッカーの方に向かうと、中からロープを取り出してきた。孝文はめちゃくちゃ嫌な予感に苛さいなまれて声を張り上げる。

「ま、待て！　いったい何をする気だ!?」

「大丈夫さハニー、ちょっと縛しばるだけ。気を楽にして。ホラ、通りすがりの大蛇に巻き付かれたとでも思って……」

「それ捕食されてるじゃねえか！」

　しかし小こ夏なつは鼻歌交じりにロープを巻き付けていく。その手際がやけに良くて、孝たか文ふみの恐怖心をさらに煽あおった。孝文は蒼あおくなって叫ぶ。

「マジで何する気だ!?　実じつ験けん内容を今すぐ教えろ！」

「やんっ、そんないい表情しないで。変な気分になっちゃう。遠とお矢や先せん輩ぱい、もし小夏が何かに目覚めたら……」

「責任取らねーよ!!　おい奈な美み、これ大丈夫なのか!?　危険はないんだろうな！」

「ん」

　オカルト研究会の部長殿は今頃になって普段通りになりやがった。もはや奈美から返ってくるのは生返事だけだろう。それはつまるところ、小夏を止める存在がいなくなったということである。

　孝文を縛しばり終おえた小夏は嬉き々きとしてロッカーに走ると、ふっふっふっと薄うす気き味み悪わるい笑みを洩もらしながら、中からおもむろに何かを取り出す。小夏の手に握られていたもの、それは──

　ハリセン、だった。

　誰だれがどう見ても、一昔前のお笑い芸人が手にしていたツッコミの宝具、厚紙で作られたハリセンだった。

　そのハリセンには不可解な図形と文字がびっしりと書き込まれている。小夏は口の端を吊つり上あげながら、

「時に先輩。我が部長が陰おん陽みよう道どうから黒くろ魔ま術じゆつに至るまで、古今東西の呪じゆ術じゆつに精通していることはご存ぞん知じですよね？　このハリセンはそんな部長の助言を元に先輩用に開発した、魂こん魄ぱくを外部の力によって体外に弾き出す呪術アイテムです。力の加減次第では、きっと超速度で魂魄を飛ばすこともできるはずっす。ちなみに名前は『弾くんです』！」

「何だその防水アイテムみたいな名は……」

　そんなことを口にしながらも、孝文は安あん堵どと落胆を半々に感じていた。どんなことをされるかと戦々恐々としていたが、ハリセンで叩たたかれるくらいならダメージも少ないだろう。しかし、そんなことで幽ゆう体たい離り脱だつが起きたり、瞬しゆん間かん移動じみた速度が出せたりするとも思えない。ここに来れば何か得られると思ったのだが、結局はオカルトオタクの玩がん具ぐになるだけか。

　そんなことを考えていると、突如として顔がん面めんにものすごい風圧を感じた。目を丸くして見やると、小夏がハリセンを野球バットよろしく両手で握り、力いっぱい素振りをしている。体重移動といい腰のひねりといい、女子らしからぬスラッガーがそこにいた。

　孝文はごくりと喉のどを鳴らして訊たずねる。

「……ふ、フルスイングでやるのか？」

「イエス、ザッツライト！　飛ばすぜ～。宇宙の彼方かなたまでかっ飛ばすぜ～」

　小夏はそう言いながら、眩まぶしい太ももが見える程のオープンスタンスで孝文の斜め前に立つ。打席で一度大きく胸を反らすその動作も様になっていて、まるで大リーガーである。

　ヤバイ。

　目がマジだ。

　縛しばられてるから逃げられない。

　こうなったら日頃の訓練の成果を見せてやる。ハリセンでしばかれる前に自ら幽体を飛ばして、せめてインパクト時の痛みから逃れ、

　──スラッガーの久遠の夢。空気を焼くほどのスイング。




　後方に吹き飛んだ。地面に投げ出される。孝たか文ふみは歯を食いしばり青筋を立て、勢いよく跳ね起きて鋭するどく一喝する。

「ってめえ、俺おれを殺す気か!?」

　しかし、目の前に小こ夏なつの姿はなかった。それどころか、我関せずといった体ていで人形作りを続けていたはずの奈な美みの姿まで消えている。

「……おぅ？」

　これはどうしたことだろう？

　情けないことに気絶して、そのまま部室に放置されたのかとも思ったが、どうやらそうではないらしい。孝文が今いる場所は引っ越しの最中なのか、大きなダンボールが所狭しと積つみ上あげられた薄うす汚ぎたない部屋だ。辺りには荷に解ほどきされたばかりといったふうの用途のわからない機き器きが並び、運送会社の制服を着た数名の男たちが黙もく々もくとそれらのセッティングをしている。

（オカルト研究会の部室……じゃねえよな、少なくとも）

　身体からだを縛しばっていたロープもいつの間にかに消えている。孝文はもしやと思い、手近な壁に手を伸ばしてみた。すると何の抵抗もなく指先が壁の中にズブズブと入っていく。

「幽ゆう体たい離り脱だつしてんじゃん……」

　奈美からお守りを貰もらうまでは、寝ているうちに部屋の天井辺りでぷかぷか浮いてた、みたいなことはしょっちゅう体たい験けんしていた。しかし、知らないうちに別の場所まで飛んでいたというのは初めてである。『弾くんです』の効力で本当に瞬しゆん間かん移動めいた速度で弾き飛ばされたのだろうか。あるいは、これも都合のいいただの夢か。

　まあここで悩んでいても仕方ない。夢だろうが現実だろうが、今の自分にできることはオカルト研究会の部室に戻ることぐらいだろう。そう考えた孝文は、とりあえず傍そばにある窓へと足を向けた。辺りの風景を見れば自分のいる位置くらいわかるはずである。

　窓際まで進んで身を乗り出した孝文はしかし、目に映った景色に肩透かしを食らった。いったいどこまで飛ばされたのかと思いきや、目の前に見える建物は、自分がつい先ほどまでいた白はく品ひん高校だ。白品高校は宇宙工学で有名な白品大学の付属高校であり、その校舎は大学の敷しき地ち内に併設されている。孝文がいる現在地はどうやら、大学に程近い場所にある雑居ビルの一室であるらしい。

「なんだよ。めちゃくちゃ近いじゃねえか」

　まあ部室の位置から校外まで飛ばされているわけだから、ハリセンなんぞで超特大ホームランを打たれたことに変わりはない。一いつ瞬しゆんでそんな距きよ離りを跳ちよう躍やくしたことを考えれば速度的に見ても目を瞠みはるものはあるのだろう。小こ夏なつにとっては実じつ験けんは大成功といったところだろうか？

　感心というより呆あきれの溜ため息いきをついた時だ。室内にいた運送会社の一人が不意に声を上げた。

「班長、衛えい星せい画像来ました」

　引っ越し屋さんがいったい何の話をしているんだと振り返ると、男の前に設置されているデイスプレイに、確たしかに衛星画像らしき俯ふ瞰かん風景が映し出されていた。それを目にした孝たか文ふみは眉まゆをひそめる。

「……は？　あれってウチの学校だよな？」

　普通に生活していれば見慣れた視点ではないから、学校関係者でも見落としていたかもしれない。しかし孝文は幽体離脱体たい質しつであり、白はく品ひん高校を上空から見下ろしたことだって何度もある。間違いない。あれは白品高校の衛星画像である。

　いったい何でそんなものをと疑問に思っていると、班長と呼ばれた男が無む線せん機きを手にした。

「デルタよりパーピーへ。地上絵が届いた。鴉からすはまだ箱庭にいるか？」

『こちらパーピー。鴉は箱庭内を移動、Ａ棟からＥ棟に移ったまま動きを見せず。引き続き監視態勢を取る』

「デルタ了解。何かあればすぐ知らせろ」

　班長は無線を切るとフンッと鼻を鳴らし、孝文のいる窓際へと歩を進めた。霊れい感かんの強い者には幽体である孝文のことが見えることもあるが、この室内にいる面々に察知されているような気配は微み塵じんもない。不安がるようなことは何一つとしてないのだが、孝文は思わず横に避よけて身を縮ちぢめ、その場で息を殺した。運送会社の人間だからガタイがいいのだろうと思っていたが、傍そばへとやってくる班長の威圧感は生なま半なかなものではない。宅配便ですと言われてドアを開けた際に班長が目の前に立っていれば、第一声は「その荷物を差し上げますから命だけは助けてください」になりそうである。

（な、何なんだこいつら!?　本当に運送会社の人間か!?）

　孝文がそんな疑念を抱いていると、ビービービーと電子音が鳴った。衛星画像をチェックしていた男が、窓際で仁王立ちして白品高校を眺める班長へと声をかける。

「本部からの緊きん急きゆう通信です。音声出します」

　その一言にうなずく班長を見て取り、男がボタンを押した。するとその刹せつ那な、スピーカーから逼ひつ迫ぱくした声が響ひびく。

『僧正より入電、鴉は飛び立ち箱庭を出た！　繰くり返かえす、鴉は飛び立ち箱庭を出た！　間抜けがっ、貴様らが逆に覗かれているぞ!!』

　室内の空気が一瞬にして凍り付いた。いったい何があったんだと不審に思う間もあればこそ、班長がくるりと踵きびすを返し歩き出す。しかしその顔色は蒼そう白はくで、先ほどまでの威い厳げんがかなり減退していた。

「お、おい。荷物はこれで全部運び込んだな？　次はどこが入ってる？」

「え？　あー……た、確たしか三丁目の方で一軒」

「このクソ暑い時期にまだあるのか。ここは引き上げてさっさと次に行くぞ」

　急に何の変哲もない会話が交わされるようになったが、そのやり取りも何だか白々しい。孝たか文ふみは不信感を募らせるが、男たちは迅速に撤てつ収しゆう準備を整ととのえ、一分と経たたぬうちに部屋から出て行ってしまった。後に独り取り残された孝文は、つい先ほどまで白はく品ひん高校の衛えい星せい画像を映していたディスプレイに目をやる。

（……学校にいる誰だれかを監かん視ししてたのか？）

　ビルの一室を貸し切り、わざわざ運送会社の人間に扮ふん装そうして、偵察衛星まで駆使して平凡な私立学校に通う誰かを見張っていた？

　その可能性を脳内で吟味した孝文は、やがて引きつった笑みを零こぼし、自分を納得させるように呟つぶやいた。

「──んなわきゃないか」




　パチッ、と目を開いた。

　視界に映るのは天井と、心配そうな表情で覗のぞき込こんでいる小こ夏なつの顔かお。

　ハリセンで後方に吹っ飛んだのは肉体こつちも同じらしい。ロープは外されていたので手を動かし、仰あお向むけになっている状態のまま痛みのある後こう頭とう部ぶを触ってみた。けっこう大きなタンコブができている。

「はうっ。遠とお矢や先せん輩ぱい、頭あたま打ってる時はいきなり動かない方がいいっす。その……わ、悪かったよマイハニー。何かに目覚めてしまうかもしれないが、思う存分に罵ば倒とうしてくれたまえ。さあ！」

　小夏はクッと声を洩もらすと顔を背け、注射に怯おびえる小学生のように小刻みに震ふるえ出だす。

　まあ自分は被害者なのだし怒ってもいい場面だと思えたが、後輩をイビッて喜ぶような捻ひねくれた性格はしていない。後頭部のタンコブ以外に痛む部分がないことを確かめた後、すぐ傍そばに屈かがみ込こんでいる小夏に横になったまま声をかける。

「……おい。どうでもいいが下着見えてるぞ」

「ふにゃあっ!?」

　小夏はすぐさまスカートを押さえ、床に密着するようにベタッと座り込んだ。顔を真まっ赤かにして何か言いたげに口をパクパクさせるが、結局は文句の一つも吐き出されることはなく、いじけるように眉み間けんに小さな皺しわが寄る。加害者であるし、あまり強いことは言えないと考えたのだろう。もちろんそれを見越しての発言なのだが、これぐらいの意地悪は許されてもいいだろうと思えた。

　身体からだを起こした孝たか文ふみは、ふと奈な美みの方を見る。こちらに眼まな差ざしを向けていた奈美は、組んだ足の上に肘ひじを乗せ、物もの憂うそうに頰ほお杖づえを突いていた。目が合ってもずっと見詰められ続けるので、孝文は所在無い思いに囚とらわれる。

「ええと、邪じや魔ましちまったか？」

「別に構わない。元は小こ夏なつの不手際。それより身体、もう何ともない？」

「え？　あ、ああ。心配かけたな。すまん」

「……一応訊きいただけだから、ボクに謝あやまる必要はないよ」

　奈美はそう呟つぶやくと、誕たん生じよう日びケーキの蠟ろう燭そくの火を溜ため息いきで吹き消すような、投げやりな吐息を洩もらした。静かな動作で椅い子すから立ち上がると、完成間近らしい人形を学生鞄かばんに収め、そのままドアの方へと足を向ける。

「あれ？　部長、もう帰っちゃうんすか？　せっかく遠とお矢や先せん輩ぱいが見学に来てるんだし、もう少し部活続けません？」

「水泳部を辞めたなら時間はいくらでもあるはず。見学ならいつでもできる。でも正直、ただの暇ひま潰つぶしで来られてもこっちは迷惑なだけ」

　聞き捨てならない最後の一言に、孝文は声を荒げた。

「おい、俺おれは別に暇潰しに来たわけじゃないぞ!?」

　しかし奈美は自分のペースを崩すこともなく、

「……そう？　少なくともボクには、超常現象に対する遠矢の『愛情』というものは感じられなかった。一いつ生しよう懸けん命めいになれるものからドロップアウトしたからといって、情じよう熱ねつを傾けられるような対象を手当たり次第に見つけようとするのは止やめた方がいい。そういうの、少し不愉快」

　とそんな言葉を残し、部室を後にしていった。

「な……んだそりゃ。わかったふうなこと言いやがって……」

　奈美が出て行ったドアを孝文は睨にらみ付つける。そのドアには紙が貼はられており、『冗じよう談だんだ。あまり気にするな』という、表の忠告文の続きが書かれていて、それが何だか孝文の怒りをさらに煽あおり立たてた。

　小夏はこういう空気が苦手なのだろう。オロオロしながらも取り成すように口を開く。

「い、いやぁ、今日きようの部長は何だか変だったっすねー。でもホラ、女の子にはそういう日が定期的に来るもんなんだぜ？　詳しいことはママに訊きな」

　孝文は一つ大きく深呼吸し、怒りを何とか沈静化する。幽ゆう体たい離り脱だつについてもっと詳しく聞くつもりだったのだが、何だかその気も失うせてしまった。孝文はお守りを返してもらうと、持ってきていた学生鞄を手にする。

「あや？　遠矢先輩もお帰りとか？」

「ああ。今日は世話になったな。その礼ってわけじゃないけど、一つ忠告だ。怪しい運送会社の人間がいたら絶対近付くな。あと、人通りの少ない道もしばらく避さけた方がいい」

「にゃ？　どうしたんです先せん輩ぱい、真剣な顔かおしちゃって」

「いいから言うこと聞けよ。ただの勘違いならいいけど念のためだ」

　怪け訝げんな顔をする小こ夏なつを置いて部室を出ようとするが、ふと思い出して続けた。

「ああ、一つ聞きたいことがあった。お前、『しずかのうみ』ってどこか知ってるか？」

「え？　『しずかのうみ』っすか？」

「おう。知らなきゃいいんだけどな」

　月にいた少女は、自分は『しずかのうみ』にいると言っていた。もし少女が実在し、その場所がわかるならば、直接会いに行くという手も残されているのだ。

　まあしかし、そんな海岸名があるとも思えない。きっと勝手に名付けた愛称か、どっかの喫茶店名とかだろう。そういったものだと捜しようがないし、このヒントから少女に辿たどり着つくことは無理だろうと孝たか文ふみは考えていた。

　案の定、小夏は眉まゆ根ねを寄せて苦悩する。

　が。

「く……う。どうせ知らないだろ的なその目が小夏を奮ふるい立たたせる。し、知らいでか！　あれっすよね!?　『静しず香かの海』っすよね!?」

「えっ、知ってんのか？　ここから近いか？」

「にゅっ……い、いや、そう簡かん単たんに場所は特定できないのだよワトソン君。なんたって『静香の海』だよ？　プライベート・ビーチだよ？　トップレスの静香さんが我が物顔で闊かつ歩ぽだよ？」

「……お前、適当なこと言ってないか？」

「そ、そんなことはないっす！　わっかりました！　今日きようはもう部活も終わりっぽいんで、これから小夏の情報網を駆使してリサーチしときます！　大船に乗った気でいな!!」

　あまり信用はできないが、任せろと言うなら任せてみよう。孝文は「それじゃ頼たのむな」と告げて部室を出た。すると小夏も慌てて帰り支度を済ませ、孝文の後に続く。てっきり校内に留とどまって聞き込みでもするのだろうと思っていたのだが、どうやら他ほかに情報のツテがあるらしい。

　部室棟から屋外へと出ると、小夏が自分の背後を親おや指ゆびでクイクイッと示しつつ告げた。

「先輩、途中まででよければ送りますよ？　さっきのお詫わびもかねて、後部座席に乗っけてやるぜ？　乗ってくかい、ベイビー？」

「ママチャリ通学が偉そうに。……でもまあ、せっかくだからそうするか」

　そう答えて、小夏と一緒に何なに気げなく指定の自転車置き場へと向かっていた孝文は、はたと気付いて足を止めた。一年の自転車置き場へは、プールのすぐ傍そばを通らなければいけないということを思い出したのである。林はやしに会う危険性もさることながら、せっかくの決心が揺らぐのではと、そんな考えがふと脳裏を過よぎった。幼少の頃から泳ぎ続け身体からだに染み付いた習性で、プール独特の塩素の臭においを嗅かいだだけで、きっとパブロフの犬のように水に飛び込みたくなるだろうから。

　数歩先に行っていた小こ夏なつが、孝たか文ふみが足を止めているのに気付いて振り返り、怪け訝げんそうに首を傾かしげた。孝文は自分の迷いを悟られまいと、咄とつ嗟さに口を開く。

「ああ、やっぱいいわ。俺おれ、ちょっと寄るとこあるんだった」

「ふえ？　だったらそこまででも──」

　そう言いかけた小夏だったが、不意に口を噤つぐみ、まるで海中の魚を見詰める猫のように眉まゆを曇くもらせた。小夏の勘は野生動物並みである。孝文の様子から何かを感じ取ったのかもしれない。

　余計なことを言われる前にと、孝文はすぐさま踵きびすを返して歩き出した。校舎の角を曲がったところで肩越しに振り返り、小夏が追いかけてこないことを確かく認にんしてほっと安あん堵どの溜ため息いきをつく。それでも念のため、孝文は正門ではなく東門へと足を向けた。東門から別方向にぐるりと迂う回かいして帰路につけば、自転車に乗る小夏に追い付かれ、何だかんだと詮せん索さくされることもないはずだ。

　そうしていつもは使わない東門から、普段より数時間も早く帰宅の途につくこととなった孝文は、門を抜けたところでふと足を止めてみた。日の傾きがまだ小さい今の時間帯はアスファルトからの照り返しが強く、立っているだけで全身を焦がされていくようだ。蟬せみも余力があるとばかりに合唱し、校舎から遠く聞こえてくる吹奏楽部のトランペットの音に対抗している。

　孝文は口こう腔こうの水分を干上がらせるようなカラッとした空気を吸い込むと、静かに視線を巡らせてみた。白はく品ひん高校は小高い丘の上にあり、孝文の住む空そら原はら市を一望できる。山やま裾すそと海岸線に挟まれて南北に細長く伸びる空原市は、今日きようも平和な景けい観かんを孝文に提供してくる。

　視界の正面、山裾と海岸線が最も狭まっている場所で、不意に一筋の雲が立ち昇った。すごい勢いで上空を目指すその雲の頂点には、夏の日差しを受けて銀色に輝かがやく、ボールペンのペン先のようなものが見える。雲の始発点となる場所には白品大学の実じつ験けん棟とうが独立して施設されており、時折こうしてロケットの打ち上げ実験が行われるのである。

　視界に映るこれら全すべてが、遠とお矢や孝文の原風景。

　十六年間変わることもなく、やがてセピア色の記き憶おくに収まる生まれ故郷の夏。

　──そのはずだったのに。

　孝文は吐息を洩もらし、空原市に広がる家屋の屋根の群れと、天へと伸びる雲を眺める。

　つい先日までは、空原市は未いまだ全容を見せぬ巨人であり、ロケット雲も神様に喧けん嘩かを売っているような力強い存在だった。

　けれど。

　こうして有り余った時間をポンと目の前に出されると、その様相は一変した。空原市は冒険心を満たす程の巨大な街とは言いい難がたく、ロケット雲もまるで気弱な入道雲のように思えてくる。

「……暇だな。俺、いったい何すりゃいいんだろ」

　つい、そんな愚痴が零こぼれ落おちた。

　やることもなければ、やりたいと思うこともない。

　何かを探そうにも、世界は急にしぼんでしまった。

〝一いつ生しよう懸けん命めいになれるものからドロップアウトしたからといって、情じよう熱ねつを傾けられるような対象を手当たり次第に見つけようとするのは止やめた方がいい〟

　先ほど言われた奈な美みの科白せりふが思い起こされた。孝たか文ふみはチッと舌打ちするが、実際はそれほどイラついてはいない。彼女の言う通りなのかもと、そんなことさえ思う。

　そして、それはつまるところ──

〝……私のこと、そんなに好きじゃないくせに〟

　あの昨日きのうの告白でさえ、情熱を傾ける先を探した結果なのかもしれない。もちろんそうと意い識しきしていたわけではないが、部活を辞めることは以前から考えていたから、ありえない話ではない。

「何やってんだ俺おれは。フラれて当然じゃねえか」

　苛いら立だちはない。

　悲しくもない。

　ただただ、ひどく落ち込む自分がいる。

　物心ついた頃からひたすら泳いでいた水泳バカは、自分には達成感も次なる目もく標ひようも何もないのだと気付き、絶望にも似た思いに打ちひしがれる。

　孝文は手でひさしを作り、太陽めがけさらに高く飛ぶロケットを眺めた。その姿はやがて、月を目指して泳いだ昨夜の自分のそれと重なる。

　名も知らぬ月の少女。

　彼女のことは、なぜだか今も強く心に残っている。しかし、それが心の琴線に触れた運命的な出会いだったのか、もしくは暇ひま潰つぶしを見つけた童心の高揚だったのか、今の自分には判断が付きそうにない。

　だから孝文は全すべてをうっちゃるように一つ伸びをした後、おざなりに独白した。

「……帰って寝よ」







　たとえば空そら原はら市で連想ゲームをして『山姥やまんば』なんて単語が出てきたら、次に来るのは間違いなく天てん阮げん堂どうの志し乃のバアサンだ。

　天阮堂は創業八十年を超える古書店なのだが、そこの権ごん化げとして妖よう怪かいじみた存在感を有している志乃バアサンの特技は、店で取り扱っている本の題だい名めいはおろか、内容まで全てを記き憶おくしているということである。そんな志乃バアサンだからその情報量は下へ手たな図書館より膨ぼう大だいであり、蔵ぞう書しよもマニアックなものまで取とり揃そろえているので、オカルト研究会も天阮堂とは懇こん意いにしている。

　そういった繫つながりから、小こ夏なつは軽い気持ちで志乃バアサンに『静しず香かの海』について訊たずねてみた。ぶっちゃけ『静しず香かの海』というのが何なのか見当もつかないが、志し乃のバアサンなら何かわかるのではと考えたのである。

　志乃バアサンは目を細めた。

「……『静かの海』、かい？」

「そう。『静香の海』。ほら、先月にお笑い芸人と結婚したアイドルいたでしょ？　あの字（だと思う）」

　決定的な誤解に気付かぬまま話は続いた。

「あぁ、そっちの方か。あっちの方かと思ったよ」

「ふにゃ？」

　小こ夏なつは首を傾かしげる。そっちとあっちがどっちなのかわからないが、しかし話は通じているのでいいのだろうか。

　やがて志乃バアサンはちょいちょいと指を動かし、小夏を呼んだ。

「手伝いな。あんたが捜してる『静香の海』は店の奥にあるんだ」

　その言葉に喜んだのも束つかの間ま、それからが大変だった。通された店の奥には古本がぎっしりと詰まった埃ほこりまみれの段ボール箱が所狭しと積つみ上あげられており、それらを志乃バアサンの指示のもと引っ越しよろしく移動させ、目当ての本めがけて亀かめの歩みのような前進を続ける。いつしか日は大きく傾き、裸電球の光が心こころ許もとなく思えてきた頃、やっと志乃バアサンが満足そうにうなずいた。

　志乃バアサンは小夏の努力によって切り開かれた段ボールジャングルを抜けると、一冊の文庫本を手にする。そして汗まみれになって喘あえいでいる小夏の許に戻ってきて、乱らん杭ぐい歯ばを見せてニヤァッと不気味に笑うと、本を差し出しながらこんなことを告げた。

「……夜道には気を付けな。特に車にはなぁ」

　そして今、小夏はママチャリを慎重に、しかしできうる限りの高速度で漕こいでいる。

　辺りは既に宵よい闇やみに包まれ、昼間の茹うだるような暑さを詫わびるように、意外なほど気持ちのいい涼風が肌を撫なでていく。しかし小夏の額ひたいや背中はしっとりと濡ぬれ、昼間と何ら変わらない量の汗が伝い落ちていた。

　暑さのためではない。

　運動のためでもない。

　言うなればそれは、緊きん張ちようからくる冷や汗だった。

　まるで命を狙ねらわれていると知りつつも桜さくら田だ門もんを通過する井い伊い直なお弼すけの気分だ。行き交う人々が刺客に思えて仕方ない。通り過ぎる車が自じ爆ばくテロでも起こしそうで不安だ。小夏は心しん臓ぞうをバクバクさせながら、一刻も早く家に着くためにペダルに力を込める。

　しばらく行くと道が二手に分かれる場所に出た。左手に延びるのは街中を走る主要道であり、人通りと交通量の多い道。右手に延びるのは海岸線に沿った市道であり、閑散としたうら寂しい道。

　小こ夏なつはその分岐点で自転車を一時停車させ、どちらの道を行くべきか逡しゆん巡じゆんした。最初に脳裏を過よぎったのは、部活の時に孝たか文ふみが言っていた忠告。

〝怪しい運送会社の人間がいたら絶対近付くな。あと、人通りの少ない道もしばらく避さけた方がいい〟

　好奇心旺おう盛せいとはいえ、孝文があれほど真剣に忠告してきたのだ。普段ならば海岸線の道は避けて通るところだろう。

　しかし──。

（す、すみません遠とお矢や先せん輩ぱい。今回ばかりは事情が違うんだぜっ！）

　小夏は胸中で詫わびを入れると、迷いを振り切るように人っ子一人いない海岸線の道を快速で突っ走る。彼女の耳に残るのは、志し乃のバアサンの呪のろいにも似た科白せりふ。

〝……夜道には気を付けな。特に車にはなぁ〟

　そうなのである。

　今夜は特に気を付けなければならない。交通量の多い道を選んで事故るわけにはいかない。なぜなら小夏の学生鞄かばんの中には、志乃バアサンから手渡された『静しず香かの海』、つまるところ、

　──エロ小説が入っているのだから。

　小夏は思う。

　自分は今、初めてエロ本を買った男子中学生の夏を追つい体たい験けんしているのだ。もしこの場で車に派手に轢ひかれたとしても笑え顔がおで健在さをアピールし、自力で家に帰り着いてベッド下の宝箱にエロ本を収めるまでは決して力尽きてはいけない。身元を調べるために第三者に鞄の中身を見られるなんて言語道断であり、それは悪役が変身中のヒーローを写メに撮とって「道端でいきなり服を着替えだした変態です」と警けい察さつに通報するくらい許されないことなのである。

（……遠矢先輩、こいつは高くつくっすよ。小夏に何かあったらお嫁さんとして押しかけます。ちなみにクーリングオフなんて制度は認めんぜよ）

　そんなことを考えながら自転車をかっ飛ばしていると、防波堤の向こう側に広がる砂浜の上で、キラリと何かが反射するのが見えた。不審に思いそちらの方に視線を振った次の瞬しゆん間かん、精神が異常に高ぶっている小夏はガチでこう思う。

（は、81ミリ迫はく撃げき砲ほうＬ16ですとっ!?）

　自転車のライトで自らの位置を敵に知らせるのは愚の骨頂。小夏は反射的にワンキックしてライトを消灯、ブレーキ音の反はん響きようから追跡されるのも恐れて急ハンドルを切り、自転車を斜めに倒してドリフト状態で制動をかける。押し殺したような摩ま擦さつ音おんとタイヤの焦げる臭においがごく近い範はん囲いで身体からだにまとわりつき、地面すれすれを舐なめるようにスカートがはためく。

　時速が十キロを切った。

　小夏は地面を蹴けってサドルから乖かい離り、慣性に従おうとする自転車のハンドルを腕だけで返し、まるで闘とう牛ぎゆう士しの持つ布のように制御する。無人の自転車が半弧を描いて停止した時には、小こ夏なつ自身も傍そばの防波堤に背中を付けて身を潜ひそめている。

（と、遠とお矢や先せん輩ぱいが言ってたのってコレ!?　海から来たどっかの特殊部隊に拉ら致ちられる!?　いやでもその場合なぜに装備が迫はく撃げき砲ほう!?）

　混乱する頭のなか、しかし砲弾が飛んでくることはなかった。うまく隠れることができたのかと、コンパクトミラーを使って恐る恐る砂浜の方を探ってみる。すると、

「…………んにゃ？」

　ミラーの中に小さく映り込んでいる物体は、よく見ると迫撃砲なんていう物ぶつ騒そうなものではなく、天体望ぼう遠えん鏡きようだった。そしてその傍にいる一つの人ひと影かげも、特殊部隊員などではなく、小夏と顔かお見み知しりの人物──オカルト研究会の一員である、『メガネ先輩』こと神じん宮ぐう寺じ平へい太たである。

（はう。そういえば天体観かん測そくの準備があるからって、今日きようは部活を休んでたんですよね、メガネ先輩は。でも、どうしてこんな寂しいところで？　何かヤバげな事があるなら、遠矢先輩から同じような忠告があるはずなのに……）

　その素朴な疑問は小夏の脳内で予想外の化学反応を起こした。ハッと閃ひらめいた小夏は驚おどろきに目を瞠みはり、声が漏れそうになる口を両手で慌てて押さえる。

　──もしかしてこのことなのか？　遠とお矢や先せん輩ぱいが「人通りの少ない道は避さけろ」と釘くぎを刺したのはこのため？

　小夏は、その恐ろしい結けつ論ろんを心の中で反はん芻すうする。

（と、遠矢先輩。まさか──メガネ先輩とデートだったり!?）

　脳内わっしょいはドリフトぐらいでは止まらない。小夏はさらに暴ぼう走そうする。

（それはまずいっすよ先輩！　非生産的な愛は茨いばらの道です！　……ああでも小夏、ちょっとドキドキ。だって女の子だもん）

　先ほどまでとはまた違う興こう奮ふんを味わいながら、小夏はミラーを動かして周囲を探ってみた。もし本当にデートなら、どこかに孝文の姿が見えるのではと考えたのである。するとミラーの中に、波打ち際を平太の方に向かって歩く一つの人影が映り込んだ。間違いない。遠矢孝文その人である。

　とはいえ、それは小夏の脳内わっしょいが思い描いた事実とは全く違う。昼寝しようにもあの怪しげな連中のことが頭あたまから離はなれなかった孝文は、天文部創設に力を貸すといった手前もあり、一人きりで天体観測をしようとしていた平太に念のためくっついてきたという、ただそれだけのこと。

　だがしかーし。

　小夏からすればそんな真実はことごとく却下であり、海岸の二人は誰だれが何と言おうと織おり姫ひめと彦ひこ星ぼし。年に一度しか会えないという悲ひ劇げきで同情を引いているが、星の寿命を考えればどんな長寿の人間よりも二人っきりでいちゃいちゃする日数が多いという、史上最悪の詐欺カップルなのである。

　小こ夏なつはミラーをしまうと堤防に手をかけ跳ちよう躍やくした。音もなく砂浜に着地すると二人との彼我を目測、距きよ離り約七十と推定すると、すぐさまその場に腹ばいになって第四匍ほ匐ふくで前進を開始する。

　海うみ亀がめならぬ出歯亀。

　見るからに怪しいその行動はしかし、練達した自じ衛えい官かんでも舌を巻くほどの完かん璧ぺきな匍匐前進である。砂浜にいる二人はもちろんのこと、夜の散歩を楽しむ蟹かにさえも気配を感じず行き過ぎるほどのもので──それを自覚するゆえに、小夏は驚きよう愕がくする。

　最初は何が起こったのか全くわからなかった。前に出そうとしていた腕を何者かに後ろから摑つかまれ、一いつ瞬しゆんで背後へと回される。均きん衡こうを失った小夏は顔がん面めんから砂浜にキスをし、その間に誰だれかが背中に体重をかけてきて、潰つぶれた蛙かえるのような格好にさせられてしまった。小夏は咄とつ嗟さに背後を振り返ろうとするが、先んじて刃物が眼前に晒さらされる。

（んにゃっ!?）

　背筋に鳥肌が立つなか、やんわりと窘たしなめるような声が降ってきた。

「抵抗は無意味とお考えください。質しつ問もんがいくつかございますので、それに真しん摯しにお答えいただければ、わたくしも手荒なことはいたしません」

　女性の声。年ねん齢れいは二十代前半か。体重はかけ方によるが、恐らく五十キロ足らず。混乱しつつも小夏がそう推測していると、謎なぞの女性はまるで道を訊たずねるような気楽さで言った。

「殺気がございませんので、恐らく杞き憂ゆうでしょうが……砂浜にいる方に何か危害を加えようとなさっていたのですか？」

　砂浜にいる方というのは孝たか文ふみのことだろうか。それとも平へい太たか。その辺を訊ねようと口を開きかけると、機き先せんを制して忠告が飛ぶ。

「ああ、声を出しての返答は止やめていただけますか？　首を縦たてに振るか横に振るかでお答えください」

　小夏はその忠告を聞き入れ口を噤つぐみ、ふるふるとかぶりを振った。二人のうちどちらのことを指しているのか知らないが、どちらにも危害を加える気などない。

　女は大おお仰ぎように安あん堵どの溜ため息いきをつき、穏おだやかな口く調ちようで言った。

「ああ、やはりわたくしの早とちりでしたか。大変失礼いたしました。このまま解放しますが、十秒数えてから起き上がっていただけますか？　それと、わたくしのこと、できましたら他言無用でお願ねがいします」

　脅迫するように晒されていた刃物が眼前からスッと退いた。腕を捻ひねり上あげていた力も弱まり、背中に掛かっていた重みがゆっくりと減少していく。

　──逃げるつもりだ。

　そう直感した小夏の中で、矜きよう持じと怒りが間欠泉の如ごとく噴ふき出だした。気付けば小夏は忠告を無視し、押し殺した声こわ音ねで話しかける。

「……時に謎なぞの人物さん、『超人ボバーン』というヒーロー番組を知ってるっすか？」

「はい？」

「そうっすか。知らないということは地元の人間じゃないっすね。『超人ボバーン』は二十年以上も前に放送されたテレビ番組っす。当時はそれほど人気がなかったみたいですけど、主人公が空そら原はら市出身ということもあって、地元では圧倒的に支持されたヒーローっす。最近ではネット配信されるようになって、全国の若者たちの間でも密ひそかなブームとなりつつある遅咲きのヒーローなんです」

「何を仰おつしやっているのです？　そのヒーローとやらがどうかいたしましたか？」

　女性の声に僅わずかな困惑が混じるのを感じ取り、小こ夏なつは密やかに笑みを浮かべた。会話に気を取られている隙すきに自由な方の手で砂浜の砂を一ひと摑つかみし、悠揚と続ける。

「その『超人ボバーン』に今の状況とよく似たシーンがあるんです。第十八話『カポエラ少女とちくわ』から、そのシーンの科白せりふを抜粋するとこうっす。──女子高生なめんなよ」

　転てん瞬しゆん、手にした砂を背後の女性へと投げ付けた。相手が怯ひるむのと同時に身体からだの自由を取り戻した小夏は、両手を砂地に付き、跳ね起きる反動を利用して倒立から見よう見み真ま似ねの旋せん回かい蹴げり。大技のせいでスカートが花開き下着が丸見えになるが、今はそんなことを気にしている場合じゃない。

　女性が瞬時にバックステップし、夜の闇やみへと溶け込んだ。が、かわされることなど先刻承知。小夏は着地間際に携帯電話を取り出して高速操そう作さに入り、ジャスト一秒でカメラを起動させる。

　──正体不明は暴あばいてナンボ。

　こちとら白はく品ひん高校オカルト研究会の（自称）斬きり込こみ隊長である。いつ何時にＵユＭーＡマやら何やらに遭遇してもいいように、カメラの操作はお手のもの。バッティングセンターで時速百五十キロの剛速球を写メで完かん璧ぺきに捉とらえる訓練だってしており、今さら人じん類るいの機き動どう力りよく程度に後れを取るはずがない。

　勝利の笑みを口元に刷はき、カメラと視線を闇に溶けた人物へと向けたその刹せつ那な。女性の足が跳ね上がり、多量の砂つ飛ぶ礫てが小夏の両目を襲おそった。

「う……にゃー!!」

　不覚を悔いる暇などない。視覚を奪われながらも小夏はシャッターを切った。既にカメラは連写モードにしてある。連続して切られるシャッター音が潮しお騒さいを遠ざけ、機関銃のマズルフラッシュの如ごとき閃せん光こうが夜の闇を払った。







　夏のサソリはいじめられっ子だということを初めて知った。

　サソリはサソリでも、砂漠をかさかさと歩き回っているやつではなく、夏の空に輝かがやく「さそり座」のことである。さそり座の心しん臓ぞう付近にある赤い星はアンタレスと呼ばれる一等星であり、太陽の７４０倍ともいわれる年老いた恒星なのだそうだ。そんなお古を心臓として抱くさそり座は、東からは「いて座」の弓矢で狙ねらわれ、北からは「へびつかい座」の大男に踏ふみ付つけられているのだという。いやはや、空の上も意外と殺伐としている。怪かい獣じゆう決戦やっほー。

　そんなことを漫然と考える孝たか文ふみは、平へい太たが天体望ぼう遠えん鏡きようを覗のぞき込こんでいるその横で、砂浜の上にのんびりと足を投げ出して空を眺めていた。

　先のさそり座に関する薀うん蓄ちくを語ったことで平太は既にトリップしている。こうなるんじゃないかなとは思っていたが、案の定といった感じだ。孝文は疎外感よりも徒労感を覚え、はあと大きく溜ため息いきをつく。

（……やれやれ。こりゃ心配するだけ損だったかな）

　海岸線に着いた時点で幽ゆう体たい離り脱だつをし、周囲に昼間に見た怪しげな人物がいないか一応確たしかめている。危険もなさそうだしそろそろバックレる頃合いかと、孝文が腰を浮かしかけたその時だ。背後の砂浜で稲光にも似たフラッシュが連続でたかれる。

「おわっ、何だ!?」

　孝文は弾かれたように立ち上がった。トランスしていた平太もさすがに何事かと、天体望遠鏡から目を外して背後の砂浜を見る。しかし、連続フラッシュは一段落しており、砂浜は夜の帳とばりに再び没して遠くまで見通せない。

　孝文と平太はお互いに顔を見合わせると、慎重な足取りでフラッシュが光った方へと歩を進めた。するとやがて、砂浜で立ち尽くしている一つの人ひと影かげが見えてくる。

「おい、お前そこで何やって──」

「にゃあ！　そっちか!!」

　どこかで聞いたことのある声と共に、再度フラッシュがたかれた。孝文と平太は光で視界を焼かれるが、相手もかけられた声に聞き覚えがあったのだろう。「ふにゃ？」と怪け訝げんそうに一言発し、シャッターから手を離はなす。

「はう。その声はもしかして遠とお矢や先せん輩ぱいっすか？」

　まだチカチカする視界の先に現れたのは、思った通り小こ夏なつだった。小夏は目に砂でも入ったのか、目め尻じりに涙を浮かべながら瞼まぶたをこすっている。

「藤ふじ宮みやさん、いったいどうしたの？　どうしてここにいるの？」

「メガネ先輩、今はそんな平凡な質しつ問もんは却下っす！　辺りに怪しげな女の人いませんか!?」

「いや、怪しげな女の人って……」

　強いて挙げるなら藤宮さんが、という心の声を孝文は確かに聞いた。その意見には問答無用で同意なのだが、小夏には届いていないらしい。彼女はようやくといった感じに目を開くと周囲を見渡し、悔しげに歯は嚙がみする。

「にゃー！　逃げられたっ!!」

「逃げられたって、いったい誰だれに？」

「わからないっす！　でも小こ夏なつに気配も悟らせず近付くなんて、きっと某国のスパイに違いないんだぜ!?」

　小夏のその発言から昼間の連中のことが思い起こされ、孝たか文ふみはごくりと喉のどを鳴らした。しかし平へい太たは当然の反応を返し、困惑するように小夏を見詰める。

「あーっ！　メガネ先せん輩ぱい、信じてないっすね!?　いいですよ、証拠を見せます！」

　そう言い放ち、小夏は手にしている携帯を操そう作さし始めた。どうやら先の連続フラッシュは某国のスパイとやらを撮さつ影えいするためのものだったらしい。孝文と平太はどれどれと携帯の液晶を覗のぞき込こむ。

　連写のためコマ送りのように写し出されている砂浜には、しかし誰の姿も見えなかった。小夏は焦ったように次の写真、その次の写真へと画像を切り替えていくが、やがて驚おどろいた顔かおをしている孝文と平太の写真が写し出される。先ほど声をかけた時のものだろう。

「……何も写ってないみたいだね？」

「そ、そんな！　小夏の反応速度を超える高こう機き動どうなんて、超人ボバーンでもない限りは……ハッ!?　もしや現代のヴァンパイアとか!?　だったら写真に写らなくても納得かも！」

「いや、さすがにそれはないんじゃない？」

「にゃあ！　メガネ先輩もオカルト研究会の一員なのに、何でそんな現実的な物言いしかできないんですか！　貴様の眼鏡めがねは何色だ!!」

　小夏が地団太を踏ふんで悔しがるなか、孝文が割って入った。

「おい、そのスパイだかヴァンパイアだかって、いったい何のためにここにいたんだ？　何か話とかしなかったのか？」

「ああ、さすがマイハニー。小夏の言葉を信じてくれるんだね？　そういえば、彼女は何だか不可思議な言動を取っていたよ。先輩たちに密ひそかに近付く小夏を押し止めて、あの二人に危害を加える気なのかと訊きいてきたんだ。あれじゃあまるで、黄こう門もん様を陰ながら護ご衛えいする飛とび猿ざるさ」

「陰ながら護衛？」

　孝文は小首を傾かしげた。昼間の連中のこともあるし、小夏が怪しげな人物を見たというのは恐らく本当だろう。しかし、その人物に護衛される理由がわからない。それでは昼間の連中も、同じように護衛のために白はく品ひん高校を監かん視ししていたとでも言うのか？

　混乱する孝文の脳内で、昨夜の少女の声が不意に蘇よみがった。

〝──あの人に見つかると何かとやっかいなことに巻き込まれると思うから〟

　やはり、月面で出会った少女は実在するのか？

　自分はいつしか、何かとんでもないことに巻き込まれているのだろうか──？

　不ふ穏おんな予感に苛さいなまれていると、小夏がふと何かを思い出したようにポンと手を叩たたき、孝文の隣となりにつつつと寄り添ってきた。いったい何を企たくらんでいるんだと警けい戒かい心しんを抱くなか、小夏は微かすかに頰ほおを上気させ、ポケットから文庫本らしきものを取り出す。

「……予想外のことがあって忘れるとこでした。ダンナ、例のブツですぜ。お代は結構ですんで、受け取ってくだせぇ」

「は？　例のブツって？」

「やだなぁ、ここまできてしらばっくれる気ですかい？　ダンナが捜してた『静しず香かの海』ですよ。上物ですぜ？　へっへっへっ」

　そんなことを耳元で囁ささやきながら、小こ夏なつは半ば強引にズボンのポケットに文庫本をねじ込んできた。『しずかのうみ』が本のタイトルだとは思わなかった孝たか文ふみは、意外に思いながらも文庫本を受け取る。あるいはこの中に小夏の言う「静香さんのプライベート・ビーチ」とやらの場所が詳しく書かれているのだろうか？

　心地よい潮しお風かぜが声を思いのほか遠くまで運んだらしい。どうやら孝文たちの会話の一端が聞こえたらしく、平へい太たがきょとんとした顔かおをして訊たずねてくる。

「え？　『静かの海』がどうかしたの？　月面に何か見える？」

　その科白せりふに今度は孝文と小夏が目を瞬またたかせた。孝文はおずおずと口を開く。

「平太、お前もしかして『しずかのうみ』って知ってるのか？」

「もちろん知ってるよ？　月面上のクレーターの少ない『海』って呼ばれてる部分の一つだよね？　今日きようは天気もいいし、肉眼でも見えると思うよ。ほら、黒いシミがぽつぽつと三つ並んでる部分があるでしょ？　あれはそれぞれ『危き機きの海』、『豊かの海』、『神み酒きの海』って言うんだけど、そのすぐ上にあるのが『静かの海』だよ。アポロ11号が着陸したところだし、月面で最も有名な場所じゃないかな？」

「月面……」

　平太が怪け訝げんそうな表情を浮かべるなか、孝文と小夏は示し合わせたように無言で見詰め合った。そしてどちらからともなくにへらっと笑い、次の瞬しゆん間かん、

「──っ何がプライベート・ビーチだ！　全然違うじゃねえか！」

「にゃーっ！　遠とお矢や先せん輩ぱいも知らなかったくせに！　小夏が責められる謂いわれはないっす！」

「噓うそつく必要はないだろが！　だいたいこの文庫はいったい何なんだ!?」

「はうっ！　それは出さないで見せないで！　受け取ったんだから先輩がうまいこと処理する義務が生じたと小夏は思います、というか小夏が持って帰ったらママが悲しむ!!」

「おまっ、俺おれに何を持たせた!?」

　ぎゃーぎゃーと騒さわがしく言い争っていた孝文だったが、やがてはたと気付く。

　昨夜の少女が語った知ち識しきの真偽について確かく認にんが取れ、部室での件で魂こん魄ぱくが予想以上の速度を出せることもわかった。彼女が予言した通り周囲で不ふ穏おんな動きが見られるようになり、『静かの海』が少女のいた月面を指すことも判明した。それらは一つ一つを見れば、少女の存在を示す条件を満たしたというレベルだったり、単なる偶然で片付けられるものだろう。しかしそれもここまで重なれば無視のできない確かく率りつへと変わる。

　それはつまり──。

　孝たか文ふみは天を仰ぐと、しめやかな幽玄の光を放つ月を眺めた。そして吐息を洩もらすように、密ひそやかに呟つぶやく。

「……いるんだよな、そこに」

　宇宙の闇やみと星ほし屑くずを背景にして、月面に独り佇たたずむ少女の姿が脳裏を過よぎった。そしてその刹せつ那な、波打ち際めがけて駆け出したくなるような、理屈を超えた衝しよう動どうが胸を突き上げる。

　彼女に会いたい。

　彼女に会ってもう一度話がしたい。

　それは目的を定めた行為でも、打算に裏打ちされた手段でもない。純粋にそうしたいと願ねがう、反射運動にも似た衝動。

　自分は見つけ出したのだろうか、と孝文は思う。

　恒常的な微び熱ねつのように、水泳に傾け続けた情熱。それに代わるものを、自分は見つけ出したのだろうか。

　情熱を傾けられそうな対象を手当たり次第に見つけようとするな、という奈な美みの科白せりふが再び思い起こされた。しかし孝文は、今度は強い意志を持ってその言葉と対たい峙じする。

（……お前にはわかんねーんだよ、奈美）

　この世にはきっと、ポケットの中身が空っぽだと不安でしょうがない人間と、そうでない人間の二種類がいるのだろう。そして孝文は間違いなく、不安を抱く前者なのだ。見つけ出したものがたとえポケットに合わず捨て去ることになっても、まずは手に取らないと仕方がない。手当たり次第と非ひ難なんされようが、自分にはそうするしかない。

（何にせよ、確たしかめてみなきゃわかんないんだよ）

　会いに行こう、と孝文は思った。

　やりたいことすら見つけられない、急にしぼんでしまったこの世界の中。それでも北極星の光のように、ふらつくでもなく消え去るでもなく、孝文の脳裏で輝かがやく月面の君に。

　もう一度、会いに行こう。

　そう、孝文は決意する。

　月を見上げたまま口を噤つぐんでいる孝文の様子を不審に思ったのか、平へい太たが眉まゆをひそめて訊きいてきた。

「どうかしたの？　月に何か変わったことでもある？」

「……俺おれ、あの月に行ってくるよ」

「え？　月に行くって……もしかして、幽ゆう体たい離り脱だつで？　月までの距離は38万キロメートルもあるんだよ？　そんな遠くにまで行けるの？」

「ああ。行けることは昨日きのう確かめた」

　さらりと告げた言葉に平へい太たは目を瞠みはり言葉を失った。その平太に代わって、小こ夏なつが信じられないとばかりにまくし立てる。

「ち、ちょっと待ってくださいよ遠とお矢や先せん輩ぱい！　月まで行ったってマジッすか!?　そんな面白そうなことになってるなら何で部室で言ってくれなかったんです!?」

「いや、俺おれもまだ半信半疑だったし、そんな無茶なことしたって話したら、奈な美みになに言われるかわからないだろ？」

　このさい月にいた少女のことも打ち明けるつもりだったが、孝たか文ふみはすんでのところで思おもい留とどまる。自分はモルモット扱いを受けるのに慣れたが、あの少女に関しては、そんな好奇の目で何だかんだと論ろんじられたくない。彼女のことはまだ自分の胸にしまっておこうと決めた孝文は、お守りを外して砂浜に胡坐あぐらをかいて座ると、月に向かうためさっそく瞼まぶたを閉じて精神集中を始めた。

　ところが、小夏が「ちょっと待ったー！」と声を張り上げ、孝文の出鼻を挫くじく。孝文は仏頂面になって目を開けた。

「何だよ？　まだ何かあるのか？」

　小夏は普段とは違った真剣な表情を浮かべ、孝文を真正面から見詰めて言った。

「先輩、ガチで幽ゆう体たい離り脱だつして月まで行けるんですね？　そして今まさに再び月を目指そうと、そういうことでいいんですね？」

「お、おう。だからそう言ってるじゃん」

　少しばかり気け圧おされながらも孝文は首肯した。すると小夏は顎あご先さきに手をやり、目を伏せ気味にしてその場で沈ちん思し黙もつ考こうする。顔立ちは整ととのっているので絵になるのだが、思い悩むような小夏の表情は滅多にお目にかかれるものではなく、まるで騙だまし絵えを見せられているような気持ちにもなる。

　しばらくそうしていた小夏は、やがて得心がいったように一つうなずいた。

「わかりました。先輩の言うこと全面的に信じるっす。それで、これから先は幽体離脱をリサーチしている小夏の意見を言わせてもらいますけど……月を目指すのはもう止やめた方がいいと思います」

「は？」

　幽体離脱を長時間続けていると肉体に戻れなくなる可能性があるということは、奈美から幾度となく聞かされている。しかし、後先考えないオカルトオタクの小夏から同様の忠告が飛ぶとは思わなかった。彼女なら「面白そうだからとりあえずいってらっしゃい！」とばかりに、背中を押してきそうなものだが。

　孝文は不ふ穏おんなものを感じたが、極力平静を装う。

「何だよ、心配してんのか？　大丈夫だって。昨日きのうは問もん題だいなく行けたし、もしかしたら月の裏側でＵＦＯとか見れるかもしれねぇんだぞ？」

　ＵＦＯと聞いた小こ夏なつは、あっ、ちょっといいかも、とばかりに瞳ひとみを輝かがやかせたが、すぐさま意志の力でぶんぶんと首を振る。

「にゅ……う。確たしかにＵＦＯの存在には惹ひかれますけど、月まで行くなんてやっぱり危険すぎます。前回は大丈夫だったから今回も大丈夫なんて理屈が通るなら、雪山で遭そう難なんする人間なんていないんだぜ？」

　普段と違う小夏の様子に尋常ならざるものを感じたのだろう。平へい太たも顔かおを蒼そう白はくにして賛同の声を上げた。

「よくわからないけど、危ないことは止やめた方がいいよ。月はすごく魅み力りよく的てきな衛えい星せいだし、行きたくなる気持ちもわかるよ？　でも、人じん類るいの英知を結集させてやっと到達できるような過酷な場所に、個人の力だけで辿たどり着つこうなんて……可能であるにしても、それは人類には過ぎた、とても危うい力の使い方のような気がするよ」

　二人の話を聞いているうちに、不安がじわりじわりと脳のう髄ずいを侵食していく。掌てのひらが透けて恐慌状態に陥った昨夜のことを思い出した孝たか文ふみは、思わずぶるりと身み震ぶるいした。しかし、ここであっさりと引き下がってしまうわけにはいかない。何たって月には件くだんの少女がいるのである。もう一度会いたいという気持ちは依然としてあるし、彼女が月で存在し続けている以上、何らかの方策はあるはずなのだから。

　孝文は必死に考えを巡らし、勢い込んで言った。

「だ、だったらちょっと協力してくれねえか？　ほら、幽ゆう体たい離り脱だつをコントロールする訓練させられてた時、奈な美みがなんか怪しげな儀ぎ式しきやって、身体からだから離はなれてた魂を強制的に肉体に引っ張り戻したりしてただろ？　あれをやれば危なくなる前に連れ戻すこともできるんじゃねえか？」

「怪しげな儀式じゃないっすよ。あれはれっきとした降こう霊れい術じゆつの一種です」

「何だっていいよ。あれ、藤ふじ宮みやはできないのか？　よく天てん阮げん堂どうから超常現象関連の本を調ちよう達たつして、熱ねつ心しんに読んでるじゃねえか」

「にゃう。小夏にも降霊術の真ま似ね事ごとくらいできますけど、部長ほど本格的なのは無理っす。かといって部長はそんな危ないことに手を貸してはくれないでしょうし……何より、部長の力だけで月まで行った先せん輩ぱいを呼び戻せるかわかりません。そんな大それた事を安全に行おうとするなら、組そ織しき的てきなバックアップは絶対に必要っすよ」

「そんな……」

　小夏の返答を聞き、孝文は愕がく然ぜんとなった。

　ならば、あの少女はいったい何だというのだ？

　月面で独り佇たたずむあの少女は、いったいどうやってあの場所にいるのだ？

　言葉を失なくした孝文に対し、小夏が嚙かんで含めるように言った。

「先輩、残念ですけどここはスッパリ諦あきらめましょう。それとも──命を賭かけてまで月に行く理由、先せん輩ぱいの中にあるんですか？」

　潮しお騒さいがやけにはっきりと耳の奥で響ひびいた。いや、それはもしかすると、自分の怯きよう懦だが上げた悲鳴だったのかもしれない。あるいは決心が瓦が解かいする際の、慟どう哭こくにも似た音だったのかもしれない。

　孝たか文ふみは夜空に浮かぶ月を仰いだ。脳裏を過よぎるのは、昨夜見た少女の、月光のように澄ちよう明めいな眼まな差ざし。

　せっかくその存在を確かく信しんできたというのに。

　月の少女の面おも影かげが、やけに遠くに感じられた。













　　　第二章







　本能に従って土の中から這はい出だした蟬せみの幼虫がうんせうんせと木登りを敢行した際、その道程で既に脱皮を済ませた先せん輩ぱいの抜け殻と対面することはままあることだろう。しかし幼虫の中で今から自分の身にどんな変化が起こるかはっきりと理解している者などいるはずもなく、彼らは木にしがみ付いている先輩の抜け殻に対してこう声をかけるに違いない。

『どうしたんですボーッとしちゃって？　何かヤなことでもありました？　生きてれば辛つらいこともありますよ、まあのんびり元気にやりましょう』

　──今朝のクラスメイトはその蟬の幼虫だった。

「おい遠とお矢や、いい加減にシャキッとしろよ。何か調ちよう子し狂うぞ」

「おう」

「さっきからそれしか言ってないぞ。夏バテか？」

「おう」

「……日本屈指のスラッガーは？」

「おう」

「カネモトだろ!?　球界の鉄人舐なめんなよこの偉人かぶれが！」

　隣となりの席の金かね田だ晶あきらは勝手に体温を上げて喚わめくが、孝たか文ふみはやはり心ここにあらずのまま虚空に視線を泳がせる。そんな抜け殻状態が続いているのは、月の少女のことがどうしようもなく頭あたまの中をぐるぐる回っているからだ。

　彼女のことについては整せい理りし切れていない部分が多く、自分の胸にしまったまま、誰だれにも話していない状態である。天文オタクの平へい太たは月に行けなかったのがよほど残念だったのだろうと同情を寄せ、オカルトオタクの小こ夏なつはＵＦＯを見れなかったことにショックを受けているのだと共感し、各々勝手に満足のいく理由をつけて納得していた。しかし月の少女のことはもちろんのこと、昨夜の事情も何も知らない他ほかのクラスメイトがそんな結けつ論ろんに辿たどり着つくはずもなく、比較的仲のいい奴やつらはこうして心配と激げき励れいの言葉をかけてくれる。それはそれでありがたいが、友人の言葉だけでモヤモヤが吹き飛ぶはずもない。

　どうしてこうも月の少女のことが気に掛かるのだろう？

　そう考えた時、可能性として思い当たるものはある。だがその短絡的な結論に飛び付くのもどうかと思うのだ。何たって自分は思春期の多感な童貞少年であり、ナイーブな心も人並みには持っている。つい先日にフラれたばかりだというのにそういった結論を出してしまえば、奈な美みあたりに「少し反省した方がいいよ」と呪のろいの一つでもかけられてしまうだろう。

　ほう、と何度目になるかわからない溜ため息いきを孝たか文ふみはついた。それを見て晶あきらがさらに何か言いかけるが、今朝のホームルームの時間が来たらしく、担任の明石あかしがドアを開けて教室内に入ってくる。

　三々五々好きな場所で談だん笑しようしていたクラスメイトが席に着き始めるが、そのうちの数人は何かを見つけたのか足取りを緩ゆるめて廊下の方に視線をやる。明石もなぜか廊下の方を気にしている様子で、着席を促す声もどこかおざなりだ。

　不審には思ったものの、晶も静かになったことだしと、孝文はぼんやりと窓の外を眺めてみた。

　なべて世は事もなし。

　今朝も入道雲はその威容を晒さらし、蟬せみは姦かしましく鳴き続けている。日差しは視線すら焼く勢いだし、夏の匂においは鼻び腔こうを覆おおうかのよう。

　そんな何の変哲もない一日の始まりに、明石の声が夏の欠片かけらとも言える熱ねつ風ぷうに運ばれて耳に届いた。

「急なことなんだが、みんなに新しい仲間を紹介することになった。まあ何だ、二学期が始まった早々に転校生というのも珍しい話だが、こういったミステリアスな展開も夏らしくていいよな」

　国語教師のくせに話術が巧みでない明石が、場を和なごまそうとばかりにそんなことを口にする。

　孝文の脳裏で一昨日おとといの少女の言葉が自動再生された。

〝──機き会かいがあればまた会いましょう〟

　あぁ、やっぱりそうなのかと思った。

　誰だれが何と言おうとそうだったのだ。

　思春期だろうが失恋直後だろうが関係ない。少女のことが気になるのも当然だ。彼女と自分の間には運命的な何かが横たわっており、予感は必然的に予言に変わるのだ。夏のミステリーなんか単なる後付け。謎なぞはとっくに解けているのだワトソン君。密室で起きた怪死は完全犯罪などではなく単なる自殺であり、中途半端な時期にやってきた転校生は謎の人物などではなく既知の美少女であり、それらを結び付ける要因Ｘはそもそも存在せず、誰かが自殺しようが誰かが他殺されようが各地で紛争が起きようが、少年と少女は不ふ思し議ぎな力によって惹ひかれ合あうのだ。

　──まるでお互いの引力がなければその存在さえも危うい、地球と月のように。

　賭かけてもいい。

　窓から視線を外して正面に向き直った時、そこにはいま一番会いたい彼女がいる。彼女は窓際にいる孝文に気付いて少し驚おどろいたように微かすかに口を開けるだろう。しかもそれが噂うわさ好ずきな女子にしっかり目もく撃げきされ、二人はどんな関係なのだと冷やかされてでも決して悪い気はせず、お互いに照れ笑いを浮かべながらも青春と呼ぶに相応ふさわしい日々が始まるのだ。

　灼しやく熱ねつの夏さえも焦がし続けた、スイマーとしての日々。

　それを超える日々が、探し求めていたものが、ここに帰結するのだ。

　一つ深呼吸をして気持ちを落ち着かせた孝たか文ふみは、意を決して教きよう壇だんの方へゆっくりと、ゆっくりと顔かおを向けていき──そして、黒板の前で佇たたずむその少女を目にしてポツリと呟つぶやいた。

「……………………って、誰だれ？」

　夏のミステリーはしぶとかった。まんま謎なぞの転校生だった。

　月の少女との共通項はその白磁の肌くらいだろうか。ウエーブのかかった髪は肩口まで伸びており、怜れい悧りな切れ長の瞳ひとみと、その目め尻じりにある泣なき黒子ぼくろが印象的だ。薄うすい花びらを思わせる唇は端が微かすかに上がっており、まるで臣下を嘲ちよう弄ろうする女王のような不敵さがある。

　孝文の呟きが聞こえたわけでもないだろうが、謎の転校生は澄すんだ声で自己紹介した。

「藍あい澤ざわ瞑めいだ。よろしく」

　まるで男子のような口振りだったが、それがこれほどサマになる女子高生も滅多にいないだろう。名前を告げただけで口を噤つぐんだ瞑に対し、明石あかしが空から咳ぜきをして問いかける。

「あー、他ほかに何かないのか？　ここに来るまではどこそこに住んでたとか、自分の趣しゆ味みとか」

「別に言う必要はない。名ナシでさえなければ問もん題だいはないと思うが？」

「いや、それはそうだが……ま、まあ藍澤も緊きん張ちようしてるだろうからな。クラスに馴な染じめばおいおいわかってくるだろ。えーと、なにぶん急な話だったんで、まだ藍澤の机と椅い子すが用意できてないんだ。今日きようの日直は安やす田だだよな？　今から藍あい澤ざわと一緒に科学室横の空き教室から一式取ってきてくれ」
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　気を吞のまれているふうの明石あかしが何とかそう指示を飛ばすなか、隣となりの晶あきらが顔かおを寄せてきて言う。

「ありゃドＳだな。間違いない。しかし美人だから問題もない」

　相変わらず脳みそが腐っているような発言だなとぼんやりと考えていると、瞑めいがふとこちらを見た。

「ヤベッ。聞こえたか？」

　晶はすぐさま姿勢を正してそ知らぬ顔をするが、謎なぞの転校生は迷いのない足取りでツカツカとこちらにやって来た。晶の顔が緊きん張ちようで青ざめ、何事かと教室中の視線が集まる。

　ところが、瞑は晶のことなど最初から眼中になかったらしく、その隣にいる孝たか文ふみのことを見据えてこう言った。

「私の机がまだ用意されていないらしい。悪いが運ぶのを手伝ってくれるか？」

　突然のことに孝文はぽかんと口を開けた。指示を無視され教師の威い厳げんを失った明石も同様な行為に及んでいる。

　三秒ほどの空くう隙げきを置いてはたと我に返った孝文は、困惑しながらも言葉を紡いだ。

「いや、だからそれは日直が──」

　そう言いかけると、瞑は不意に顔を近付けてきて、囁ささやくように耳打ちした。

「月面にいる少女のことが知りたいのだろう？　私が教えてやる。付いてこい」







　科学室横の空き教室なんてハナから目指さなかった。孝文は瞑を伴い、この時間帯なら誰だれもいないと思われる屋上に出る。

　急に開けた視界と夏の日差しに、瞑は微かすかに目を細めた。口元に薄うすく刷はいた笑みはそのままに、彼女は満足げに言う。

「密みつ談だんをするにはいい場所じゃないか。何より空が近い」

「それは良かったな。で、何でお前があの子のことを知ってるんだ？　お前いったい何者だ？」

「そう食って掛かることはないだろう？　だいたい、クラスメイト相手にお前呼ばわりはないんじゃないか？　私のことは瞑と呼んでくれればいい。私も貴様のことを孝文と呼ぶことにする」

　孝文は絶句した。まだこちらからは自己紹介すらしていないのに、なぜ名前を知っているのだろうか？

　言葉を失っている孝文を見て瞑はクツクツと楽しげに笑うと、屋上の端へ向かって悠然と歩を進めた。落下防止用のフェンスに指を絡め、睥へい睨げいするように空そら原はら市を眺める。

「少しばかり田舎いなかくさいが、なかなかいい街だ。海もあれほど澄すんでいれば海水浴ができるな」

　その時、海岸線にある白はく品ひん大学の実じつ験けん棟とうから、一機きの実験用ロケットが打ち上げられた。煙の尾を引きながら、ロケットはぐんぐんと空を目指して駆け上っていく。

「ははっ、さすが白品大学のお膝ひざ元もとだ。よくできた玩がん具ぐじゃないか。しかしどうせならもっと近くではっきり見たいな。孝たか文ふみ、あれは傍そばで見学できないのか？」

　動揺が鎮しずまってきた孝文は仏頂面で言い返した。

「おい、俺おれは別に空そら原はら市の観かん光こうスポットを紹介するためにここに来たわけじゃないんだぞ。早く本ほん題だいに入ってくれ」

「意外とせっかちな奴やつだな。まあ、直ちよく截せつ的てきな会話は私の好むところでもある」

　瞑めいはそう言うと、指をフェンスに絡ませたまま孝文の方に身体からだごと向き直った。普通そういった姿からは蜘く蛛もの巣にかかった蝶ちようでも連想するのだろうが、彼女はまるで袋小路に追い詰められても不敵に笑う黒くろ豹ひようのようだ。

　悪戯いたずらっぽく目を細め、瞑は口を開く。

「まずは少女の名を教えておこう。彼女の名は吉よし野の翼つばさ。年ねん齢れいは私たちより二つ上になる」

　吉野翼。

　二つ上のオネーサン。

　孝文は砂漠に落ちた一滴の水を吸収するように、その僅わずかな情報を頭あたまの中へと浸透させていった。昨夜はやけに遠ざかっていた彼女の面おも影かげだが、名前を知ったことで急に身近な存在に感じられる。

（吉野翼、か。いい名前だな。落ち着いてるなと思ったら、やっぱ年上だったのか）

　そんなことを考えていると、その思考を断ち切るように、瞑が不意に問いかけてきた。

「ところで、孝文は『ＪジＡヤＸクＡサ』という機き関かんを知っているか？　名前くらいは聞いたことがあると思うが」

「……まあ、この土地柄だし、白品の付属高校に通ってるからな。『ＪＡＸＡ』っていや、日本の宇宙開発をやってるとこだろ。確たしか宇宙航空研究開発機構とか何とか」

「その通りだ。〝Japan Aerospace Exploration Agency〟、通称『ＪＡＸＡ』。日本の宇宙開発を担う国際的にも認められた機関だ。しかしこれは国こく際さい協きよう調ちようを遵じゆん守しゆし宇宙利り権けんを確かく保ほするための、言わば日本の宇宙開発の表の顔かおでしかない。一般には知られていないが、諸外国を出し抜き、宇宙の神秘そのものにメスを入れようという野心的な機関がこの国にあるのだ」

　そこで瞑はいったん言葉を切った。どうやら孝文の反応を窺うかがっているようだ。

　翼との関連性が見えてこない話題に、孝文は眉び宇うをひそめながらも先を促す。

「その機関がどうしたんだよ？　いったい吉野さんと何の関係があるんだ？」

「機関の創設は今から半世紀以上も前だ。その機関名は『森しん羅ら万ばん象しよう解かい式しき機き構こう』。宇宙間に存在する一切の物事を紐ひも解とこうという思いが込められた単純明快な名称だが、正式名は長ったらしいから、大たい抵ていは『森羅』という通称が使われている」

「だからそれと吉よし野のさんがどう関係して、」

「──吉野翼つばさは森しん羅らが打ち立てているプロジェクトの被ひ験けん者しやだ」

　被験者。

　不ふ穏おんなものを連想させるその単語に、孝たか文ふみは口を噤つぐんでまじまじと瞑めいを見詰めた。

　瞑の背後、遠くの空に、ロケット雲が鎌かま首くびを擡もたげた白蛇のように長く伸びている。ロケット自体は既に米粒のように小さく霞かすんでおり、もはや肉眼で追うのは難むずかしくなっていた。瞑は背後にチラリと視線を振ってその景色を眺めると、嘲ちよう弄ろうするように薄うすく笑って続ける。

「人はああして空を目指す。まあそれ自体は問もん題だいないさ。未知のものを知りたいという本能を手放さずにいるということは、人じん類るいがまだ進歩する余地を残しているということだ。だが、その方法自体が問題視されることはままある。……孝文、月周回軌道にたった八回探たん査さ機きを送っただけのアポロ計画に、いったいいくらの経費が掛かったと思う？」

　唐突に放られた質しつ問もんに孝文は戸惑った。律りち儀ぎに答える義務はないと知りつつも、瞑の話に引き込まれつつある自分も意い識しきしている。アポロ計画の費用なんて興きよう味みすら抱いたことないが、宇宙開発には莫ばく大だいな資金が使われるという常識ぐらいは知っているので、少しばかり大げさな数字を適当に返してみた。

「さあ、知らん。一回につき一千億おく円えんとして、合計で八千億円くらいじゃねえの？」

「八千億円？　ハッ！　そんなはした金では片道切符も買えはしない。アポロ計画で費やされたのは約二百五十億ドル。当時のレートでいけば九兆円に手が届こうかという金きん額がくだ」

「き、九兆円!?」

「その通り。馬ば鹿かげた数字だが、しかしそれほどのコストが宇宙開発には必要だろうということを、半世紀以上も前に試算していた人物がいた。彼の名は藍あい澤ざわ源げん之の助すけ。森羅の創設者であり私の祖父でもある、藍澤財閥の初代頭とう首しゆだ」

　その言葉に孝文はぽかんと口を開ける。

　瞑はいま何と言った？

　財閥の頭首が祖父？

　ということは、目の前にいるこの謎なぞの転校生は、実はめちゃくちゃすごいお嬢じよう様さま？

　瞑は孝文の反応を目を細めて楽しげに見詰めた後、淡々と言を継いだ。

「私の祖父はとても慧けい眼がんな人物だったらしい。大日本帝国の敗北も、人類の関心が宇宙に移ることも予見していた。そしてそれゆえに、自分の試算した数々の宇宙開発費が敗戦後の日本に捻ねん出しゆつできるはずもないと考えていた。学生時代は物理学を専攻し、知的好奇心が人一倍あった祖父は思い悩んだそうだ。宇宙の神秘を自分の力で、誰だれよりも早く解き明かしたいという野心はある。しかし机上の宇う宙ちゆう論ろんはかのアインシュタインでも過ちを犯すほどに難なん解かいで頭あたま打うちの感があり、時代は徐々に宇宙の実じつ観かん測そくに移りつつある。そんな時勢にあっては日本は後れを取るばかりであり、大国が得たデータのお零こぼれを啜すするだけの惨めな末路が広がるだけだ」

　──そんな折、祖父はそれまでの常じよう識しきを覆くつがえす、革新的な宇宙観かん測そくの方ほう法ほう論ろんを編あみ出だした。

　瞑めいは不敵な笑みを崩さず、しかしどこか誇らしげにそう告げた。

「その方法を用いれば、費用も格段に抑えることができる。そして見込まれる成果といえば、系外惑星どころか、宇宙の全景までもが観測可能領域となる」

「そんなことできるのか？　いったいどうするって言うんだ？」

「そろそろ孝たか文ふみにも予想はついてる頃なんじゃないか？　自分が直ちよく截せつ的てきな会話を望んだんだ。気付かないフリはこの辺で止やめろ」

　ばっさりと切り捨てるように言われ、孝文はきゅっと唇を嚙かんだ。確たしかに「もしや」と思う方法は頭あたまに思い浮かんではいる。しかしそんな奇想天外なことを本当に実行しようとする者がいるというのだろうか？

　孝文はごくりと喉のどを鳴らし、思いついた可能性をゆっくりと舌に乗せる。

「……探たん査さ機きの代わりに魂を飛ばして、直接的に宇宙を観察しようってのか？　吉よし野のさんはそのための被ひ験けん者しやだってことか？」

　瞑の笑みが深くなった。よくできたと無言で伝えてくるそれは、同年代の少女が浮かべるとは思えないほど蠱こ惑わく的てきな微笑。

「質しつ量りようを持つものは光速の壁を超えられない。加速度的に大きくなり、光速を超える超速度で膨ぼう張ちようする宇宙の全景など、現時点での人じん類るいの手には余る観測対象だ。しかし物理法則を無視する魂ならば光速を超えることも可能だ。宇宙の地平線を突破することもできる。藍あい澤ざわ源げん之の助すけの理り論ろんが、半世紀の時を超えて神の御み業わざを成すのだ」

　徐々に熱ねつを帯びてきた言葉が、しかし不意にトーンダウンした。瞑はどこか遠い目をして続ける。

「……ここまで来るのに長い年月を要した。人材の確かく保ほから始まり、魂そのものの観測及び交信方法の確立、データ処理のためのハードウェアとソフトウェアの開発。それらの段階を一つ一つクリアしていく過程で、宇宙の神秘に魅みせられた祖父は帰らぬ人となった。その志を継いだ私の父親も、三年前に事故で他界している。しかし、とうとうここまで来た。私と森しん羅らは、とうとうここまで来たんだ……」

　フェンスから身を離はなし、瞑は悠然とした足取りで孝文の方へと歩いてくる。陽炎かげろうに揺らめくその姿は、まるで真昼に現れた亡ぼう霊れいのよう。

　自分は白昼夢でも見ているのだろうかと、そう思った。暑さのためか軽い眩暈めまいがする。耳を聾ろうする蟬せみの声と、視界を白く染める陽光。

　現実感を失いそうになりながらも、孝文は絞り出すようにして言った。

「何なんだよいったい。今の話が全部本当のことだったとして、どうして初対面の俺おれにそんなこと喋しやべっちまうんだ？　秘密裏に進めてることなんだろう？」

「吉野翼つばさは特別な存在だった。日本国内で唯一の存在だった。あれほど稀け有うな少女はあと半世紀は見つかるまい。特異性は言うまでもない。その魂の性せい質しつゆえにだ。しかし少女の前に一人の少年が現れた。少女は唯一無二ではなくなった」

　瞑めいの歩みは止まらない。

　言葉も同様に紡がれていく。

「月面に辿たどり着ついたらしいな、孝たか文ふみ？　森しん羅らはその詳細を摑つかんではいないが、月に辿り着いたという実じつ績せきだけで充分驚きよう嘆たんに値する。適切な訓練さえ積つめば、孝文の魂が光速の壁を越すのも時間の問もん題だいだろう」

　瞑がすぐ傍そばまでやって来た。

　孝文は気け圧おされて半歩だけ後あと退ずさる。

「私が周囲のスタッフに常々言っていたことがある。翼つばさには精神面での弱さがある。できることならば彼女と一緒に宇宙空間に飛び立ち、サポートする人材が欲しいところだ、と」

　孝文の目の前で瞑はその歩みを止めた。彼女の瞳ひとみがスゥッと細められ、嫣えん然ぜんとした微笑が口元を彩る。

「私は森羅の総責任者として、その人材をスカウトしに来たのだ」

　握手を求めるように、瞑の右手が差し出された。孝文はどうすればいいかわからず、その手を見詰めたまま固まってしまう。

　そんな孝文に対し、瞑は勅命を下すかのような威い厳げんを湛たたえ、澄すんだ声こわ音ねではっきりと告げた。

「──孝文、共に来い。私に宇宙の全すべてを見せてくれ」

　地上から伸びるロケット雲が、さやかな風にたなびいていた。







「……遠とお矢やが月に？」

　いつも無表情でその考えを忖そん度たくすることが難むずかしい奈な美みだが、今回ばかりは眉まゆ根ねを微かすかに寄せ、不愉快そうな表情を浮かべてみせた。言い付けを守らず肉体から遠く離はなれた孝文のことを苦々しく思っているのだろう。それでもその根元にあるのが心配ゆえの感情であることを、彼女の下で部活を続ける小こ夏なつは何となく察する。

　小夏たちのいる場所はオカルト研究会の部室である。昨夜は帰宅が遅くなったうえ、興こう奮ふんしていて考えが纏まとまらなかったので、孝文の蛮勇を要する行動について奈美に伝えるのを控えた。その代わり、今朝一番にメールを送り、ホームルームが終わり次第部室に来て欲しいと告げていたのである。そして幽ゆう体たい離り脱だつで月への軟着陸を成功させたらしいという孝文のことを語って聞かせたのが、つい先ほどのこと。

　奈美は気を落ち着けるように眼鏡めがねを正す。

「……遠矢はなぜ月なんか目指したんだろう？　一度目指したのは、まあわからなくもない。好奇心を満たすためや憂うさ晴ばらしに使うには、幽体離脱は適しているだろうから。でも、二度目は不可解」

「言われてみればそうっすよね。メガネ先せん輩ぱいならまだしも、遠とお矢や輩は月や星にロマン感じたりしなさそうだし」

「もしかしたら、遠矢は月で何か見たのかもしれない」

「へ？　何かって、何です？」

　小こ夏なつが目をぱちくりさせてそう訊たずねると、奈な美みは微かすかに肩を竦すくめてみせた。

「そこまではボクにもわからない。ただ、幽ゆう体たい離り脱だつして魂だけの存在になると、この世ならざる存在を感じるようになる。たとえば百回以上の体外離脱を経けい験けんしたロバート・ピーターソンは、離脱の回数を重ねるうち、超能力を得るようになったとも報告してる。遠矢も幽体離脱を体験するようになってから一年経たつし、そういう感覚が鋭するどくなったのかも」

「それは初耳っす！　それじゃ遠矢先輩、月面でＵＦＯと交信とかできちゃってたり!?」

「かもね」

　奈美は平然としているが、小夏にとってはその情報は決して無視できないものだ。小夏は鼻息荒く告げる。

「それってすごいことじゃないっすか！　部長、こうなったら遠矢先輩を何としてもオカルト研究会に引き入れましょう！　これまでは水泳部に籍せきを置いてたから強引な勧誘は控えてましたけど、もう気兼ねする必要はないっすよ!!」

「そうは言っても、モルモット扱いされると知りながら入部するほど遠矢も馬ば鹿かじゃない」

「はうっ、部長の仰おつしやる通りです！　快くモルモットになっていただけるような謀ぼう略りやくが必要っすね!!」

「いや、モルモット前提というのもボクはどうかと思う」

　奈美の言葉は既に小夏の耳には届いていない。小夏はその場でウンウン唸うなって頭あたまをフル回転させ、やがて天啓にも似た閃ひらめきを得て身体からだをブルリと震ふるわせた。

「ぶ、部長、大変です！　小夏は諸しよ葛かつ孔こう明めいをも凌しのぐ天才策士だということがたったいま判明しました！　ラブコメっす！　ラブコメ的策略っす!!　超人ボバーンで例に挙げるなら、第六話『イボイノシシは肉球に憧あこがれる』にあった、甘酸っぱい関係を利用すればいいんです!!」

　小夏は奈美の両手をしっかと握ると、目を見詰め、嚙かんで含めるようにその今世紀最大の策略を口にする。

「──遠矢先輩を、部長に惚ほれさせましょう。ツンデレ風に名付けるなら、『べ、別にお前がいるからオカルト研究会に入ったんじゃないんだからな作戦』です!!」

「……えっ？」

　感情の機き微びを表に出さない奈美だが、小夏の言葉を聞いて呆ぼう然ぜんとしたように目をぱちくりさせている。きっと比ひ類るいなき策略に感銘を受けているのだろうと判断した小夏は、勢い込んで言った。

「大丈夫です！　白しろ魔ま術じゆつ研究にも長たけている部長のことですから、チャチャッと虜とりこにできる惚ほれ薬ぐすりとかも作れますよね!?」

「惚れ薬は作れる。飲んだ直後に目が合った人物に恋をする、鳥ちよう類るいの刷り込み現象に似た効果のあるもの」

「それで完かん璧ぺきじゃないですか！　なーに、もし遠とお矢や先せん輩ぱいが行動に出れないチキンだったとしても、部長から接せつ吻ぷんの一つでもかませば一いち撃げきでメロメロッすよ!!」

　その刹せつ那な、奈な美みが小こ夏なつの手を振り払った。怒っているのか、奈美の眉み間けんには小さな皺しわが寄っている。

「接吻なんて……ボクはそんなことしない」

「あう。す、すみません部長。小夏が間違ってました。許してください」

「わかってくれたならいい。だいたいそんなやり方、」

「そうですね。女の魅み力りよくを鑑かんがみて部長に頼たのんじゃいましたけど、小夏が間違ってました。言い出しっぺが責任を取るということで──小夏が、遠矢先輩に惚れられましょう!!」

　小夏は高々と拳こぶしを掲げ、そう宣言した。背景にはザッパーンと、岩がん礁しように打ち付けられた波しぶきが上がっているイメージである。

「小夏、ボクはそういうことを言ってるわけじゃ……」

「安心してください部長！　小夏も意外と人気者なんですから！　くうっ、自分で言ってて照れちまうぜ!!　遠矢先輩、覚悟してくださいね!?　告白、ばちこーいっ!!」







「こ、告白──────────ッ!?」

　孝たか文ふみが大声を張り上げた途端、平へい太たの手が素早く伸びてきてその口を塞ふさいだ。平太は何事かとこちらを窺うかがうクラスメイトたちに愛想笑いを返し、何でもないということを白々しくアピールする。

　視線の集中が解かれると、平太はほっと胸を撫なで下おろして言った。

「ちょっと孝文、大声で言わないでよ。恥ずかしいじゃないか」

「いや、スマン。あまりにも突拍子もない話だったんで。というか、今の話はマジで言ってんのか？」

「もちろん」

　力強くうなずく平太の両目には、大おお真ま面じ目めという文字が浮かび上がっているかのようだ。

　昼休みに入るや否や孝文の席に擦すり寄よってきた平太は、脳内でどんな化学反応が起きたのか、いきなり恋愛相そう談だんなどというものを持ちかけてきた。とりあえず弁当を食いながら聞くからという話にも平太は一切耳を貸さず、もはや相談する前からの決定事項であったかのように、想おもい人びとに告白するつもりだとぶちまけてきたのである。

　──よし、よくわからんが俺おれとお前の仲だ。提灯ちようちん持もちしてやる。

　とまあ、そんな流れになっても不ふ思し議ぎではない状況下ではあった。しかしながら、そういう結けつ論ろんにとんとん拍子で至らなかったのは、平へい太たが惚ほれたという人物があまりにも意外だったからだ。その人物は何と、今朝方に転校してきたばかりの瞑めいだったのである。

「あー、あれだ。とりあえずなぜ惚れたのかを簡かん潔けつに述べよ」

　そう促すと、平太は嬉き々きとして話し始めた。

「四時間目って科学だったでしょ？　その班分けで藍あい澤ざわさんと隣となりの席になったんだよ。藍澤さんは転校生だし、不安に思うこともまだあるだろうからって、頑張って僕の方から積せつ極きよく的てきに話しかけてみたんだけど──ほら、僕って人と話すの苦手だし、相手が女の子だと尚なお更さらじゃない。それで僕の方が緊きん張ちようしちゃってさ。結局、天文関係の話を一方的にして、またトランスしちゃって……」

　さもありなん。その情景が目に浮かぶようである。

　孝たか文ふみは同情的な眼まな差ざしを送るが、平太はまるでピーマンを食べられるようになった少年のように瞳ひとみを輝かがやかせて続ける。

「これまではさ、トランス状態から抜けたら話してた相手が忽こつ然ぜんと消えてたとか、引きつった笑え顔がおを浮かべてるとか、そんな反応しか返ってこなかったんだよ。でも藍澤さんは違ったんだ。彼女は天使みたいな笑顔を浮かべて、僕にこう言ったんだ。『なかなか正せい確かくな知ち識しきと認識だ。ここにはくだらないゲームやテレビのことを考えている奴やつばかりで、宇宙に関心を寄せる者などいないと思っていたが、そうでもないようだな。貴様とは気が合いそうだ。名は何と言う』、だって！」

　……やったぁ。ツッコミどころ満載だぁ。

　孝文は脱力する。目がハートになっている平太のことだから脚色部分も盲目部分もあるのだろう。まずは『天使みたいな笑顔』というのが既に胡う散さん臭くさい。瞑が浮かべたのはお得意の嗜し虐ぎやく的てきな笑顔に違いない。それにトランス後に名前を聞かれるってどうよ？　それまで名前すら覚えてもらってなかったということなんだが、平太はもちろん気付いていないのだろう。

　しかし孝文は言いたいことを全すべて吞のみ込こんで、

「それで？　その後は何があったんだ？」

　と、そう訊たずねた。ここまでイカレちまっているのだ。落とした消しゴムを拾おうとして手が触れ合ったとか、そんなベタな展開でもあったに違いない。

　ところが。

「え？　その後って？　そのまま授業時間が終わったけど？」

　きょとんとした顔をして、平太はそう返答した。それを聞いた孝文は独り思う。

　…………恐るべし、純情少年のフルスロットル。

　恐るべし、純情少年のフルスロットル。

　孝たか文ふみは弾かれたように立ち上がり窓を開け、両手でメガホンを作って青空めがけ、

「おっそるべし、純情少年のフルスロットルぅ────────っ!?」

　……まあ、最後のは脳内だけの衝しよう動どう的妄想だが、まさしくそう叫び出したいほどだった。

　色々と思うところはあったが、孝文は諦あきらめの境地で一つ溜ため息いきをつくに止とどめ、平へい太たに話しかける。

「……それで？　急にそんな話をして、俺おれにどうしろってんだ？」

「ほら、孝文は藍あい澤ざわさんと仲が良さそうだし、できたら協力して欲しいなって」

「仲がいい？　俺と瞑めいが？」

　甚はなはだ意外なその科白せりふに孝文は眉まゆ根ねを寄せた。

　しかしまあ、そんな誤解を抱かれるのも仕方ないかもしれない。転校生である瞑に対して、面倒見のいいクラスの女子や、何とかお近付きになりたい男子などが、代わる代わるにアプローチしていく場面は既に何度も見た。ところが瞑は相手に合わすということを知らないのか、自分のペースで適当にあしらったり、時には不ふ機き嫌げんさを隠すことなく追い払ったりして、なかなかクラスに溶け込まないのだ。転校生がお客様扱いになることはままあることだが、瞑は存在感が異様にあるので、そんな白々しい連帯も生まれない。それどころか、クラスの女王様として君くん臨りんし始めている感がある。となると、たった半日で彼女に屈したこの教室は植民地であり、近寄ることも目を逸そらすこともできないでいるクラスメイトは臣下といったところだろうか。

　そんなこんなの状況下に至ってクローズアップされてしまうのは、やはり今朝の机運びのためのご指名なのだろう。他ほかのクラスメイトには大して興きよう味みすら抱いていない様子の瞑なのに、わざわざ孝文を選んだという特異さが目立ち、二人は仲がいいという学園七なな不ふ思し議ぎ的てきな噂うわさが立っているようだった。

（あれはそういうんじゃないんだがなぁ……）

　げんなりしながら孝文はそう思うのだが、屋上での話をすればまたややこしいことになりそうだし、平太の願ねがいを無む下げにすることもできない。孝文は仕方なくうなずいた。

「わかったよ。できる限りの協力はする」

「ほんと!?　ありがとう孝文！　恩に着るよ！」

「別にいいって」

　さてと。

　そうと決まれば善は急げ。孝文が視線を巡らせて瞑の姿を捜してみると、どうやら購こう買ばいにでも行っていたらしく、ちょうど紙袋を提さげて教室に戻ってきた彼女とばっちりと目が合った。

　孝文は軽く手を上げて言う。

「よお。俺たちと一緒に飯食わねぇか？」

　その瞬しゆん間かん、クラスのほぼ全員がガバッと孝文の方に顔かおを向けた。孝文は思わずその姿勢のまま硬直する。

　クラスメイトの顔かおに刻まれるのは、何て大それたことをという畏い怖ふが五割、どうせ断られるさという同情が三割、うまくいったら交ぜてという期待が一割といったところか。残りの一割はめげずに瞑めいと親しん睦ぼくを深めるつもりだったらしく、先んじられたというショックの表情を浮かべている。その手元を見やれば、昼休みに入って十分近く経たつというのに、まだ弁当箱の蓋ふたすら開いていない。瞑が教室に帰き還かんするのを手ぐすね引いて待っていたのだろう。

（……しまった。平へい太たとの話に気を取られて周りが見えてなかった）

　しかし、見えていないのは周りだけではなかった。ふと気付けば、瞑の口元にはあの不敵な笑みが浮かんでおらず、その代わりとばかりに眉み間けんに小さな皺しわが寄っている。何があったか知らないが、どうやらご機き嫌げん斜めであるらしい。そして彼女のその鬱うつ憤ぷんは、当然ながら声をかけてきた孝たか文ふみに向くのである。

　瞑はつかつかと孝文に歩み寄ると、紙袋から一つのパンを取り出し、目を細めて言った。

「……これは何だ？」

「へ？　これって……コッペパン、だな」

「そうだ。コッペパンだ。シンプル・イズ・ザ・ベストのコッペパンだ。ああそうさ。それぐらい知っているさ。私が本当に問いたいのは、購こう買ばいになぜこれしか売っていないのかということだ」

「いや、そんなはずは……」

　そこまで言いかけたところで孝文は思い至る。

「ああ、そうか。今日は運動部の交流試合が重なってるから、間食用に買かい溜だめした奴やつが多いんだよ。運が悪かったな。購買には基本ダッシュで買いに行くもんだけど、普段なら遅れてももうちょい種しゆ類るい残ってるんだぞ？」

「そんな情報は何の慰なぐさめにもならん」

「んなこと言ったって仕方ないだろ？　というかてっきり弁当だと思ってたぞ」

「本来は四日後の転入予定だったんだが、制服が用意できたというから今朝に捩ねじ込こませたんだ。昼食の準備など当然していない」

「いやまあ、意外と美う味まいぞ購買のコッペパンは。腹も膨ふくれるし」

　最後のは完かん璧ぺきに宥なだめるために紡いだ科白せりふだったのだが、どうやら逆効果だったらしい。瞑は柳りゆう眉びを逆立て、コッペパンを突き出して言う。

「ふざけるな。炭水化物のみで腹を膨らませるのは家畜だけで充分だ。人じん類るいには多種多様な栄えい養ようが必要なのだ。アミノ酸が、ビタミンが、ミネラルが、このコッペパン一つで補充できるというのか？」

　瞑はフェンシングの剣先よろしく、コッペパンをぐいぐいと押し付けてくる。その迫力は生なま半なかなものではなく、思わず謝あやまってしまいそうになる。

　しかし孝たか文ふみは何とか踏ふみ止とどまった。周囲にはクラスメイトの目があるし、平へい太たたっての願ねがいもある。ここでただ折れているわけにはいかない。

「だ、だったらやっぱ俺おれたちと飯食えよ。俺の弁当を分けてやるから」

「……孝文の弁当を？」

「ああ。部活辞めたからそんなに食わなくてもいいんだけど、おふくろがいつもの感覚で大量に作ってんだよ」

　瞑めいは突き付けていたコッペパンを手元に引くと、フムと声を出して押おし黙だまる。そのまま思案していたようだったが、やがてポツリと言った。

「……見せてみろ」

「は？」

「弁当の中身を見せてみろと言っている」

　瞑は要領の悪い弟を叱しかるかのように、苛いら立だたしげな声を出す。

（うおぉ、何て傲ごう岸がん不ふ遜そんな）

　その小気味よいまでの態度に呆あつ気けに取られてしまいそうになるが、お嬢じよう様さまであるらしいという情報と友人の頼たのみ事ごとを鑑かんがみて、自分を不ふ承しよう不ぶ承しよう納得させる。孝文はいそいそと弁当箱を取り出して蓋ふたを開けた。

「なるほど。確たしかに量だけはあるが、たんぱく質しつに偏りが見られるな。ただでさえ摂取量が不足がちになりやすいんだ。もっと野菜を入れてもらうようにしろ。あと、このフライの中身は何だ？　ササミか？　白身魚か？　この違いは栄えい養ようバランスを考えるうえでは重要だぞ」

　瞑は栄養フェチでもあるのか、窓枠の埃ほこりを気にする小こ姑じゆうとみたいなことを言い出した。もう何でもいいから食べようぜ腹減った、とそんな破滅的な一言を洩もらしそうになった時、横合いから伸びてきた箸はしがプチトマトを孝文の弁当の中にポンと置く。

　思わず思考が一時停止を起こした。その間にさらに茹ゆでたアスパラガスや焼やき鯖さばなどが弁当に投入されていく。孝文がはたと我に返って顔かおを上げれば、いつの間に傍そばに来ていたのか、級長の成なる瀬せ未み来くが弁当片手に立っていた。

　未来はニコッと笑って言う。

「これ、みんなにカンパしてもらったの。よかったら藍あい澤ざわさんと食べて」

「いいのか、こんなに？」

「うん。購こう買ばい行くなら急いだ方がいいよって言うの忘れてたから、少し責任感じちゃうしね。遠えん慮りよしないで食べて」

　間接的に伝わるよう孝文にそう告げた後、未来は横目でチラリと瞑の様子を窺うかがった。瞑はクラスメイトの好意に機き嫌げんが上向いてきたのか、口元に薄うすい笑みを刷はいて言葉を紡ぐ。

「すまないな。ありがたく頂ちよう戴だいしよう」

「い、いえそんな。とんでもないですっ」

　なぜか同級生に敬語を使用した未み来くは顔かおを真まっ赤かにし、脱だつ兎との如ごとく自分の属するお弁当仲間の許もとへと戻っていった。瞑めいの帰き還かんを待つ派だったらしいそのグループで、未来は友達とキャーキャーはしゃぎ合ってハイタッチを交わしている。まるでホームランを打ったバッターを皆で迎えているような騒さわぎだ。そんなに瞑と一言交わせたことが嬉うれしかったのだろうか。

　孝たか文ふみはその様子を一通り眺めてから瞑の方に視線を振る。

「……ん？　どうした孝文？」

「いや、カリスマオーラでも出てんじゃねえかと思って」

「？　まあいい。とりあえず昼食にしようじゃないか」

　その意見には賛成だ。孝文はコソコソとこの場から逃げ出そうとしている平へい太たの首筋をむんずと摑つかみ、向かいの椅い子すに腰掛けた瞑の隣となりに強引に座らせた。いざという時になると尻しり込ごみするのは平太の悪い癖くせである。

（さてと。できればもう一人ぐらい輪に引き入れたいところだな）

　晶あきらが先ほどから俺おれも交ぜろとばかりの眼まな差ざしを送ってきてはいるが論ろん外がいである。瞑ならば気にしそうもないが、やはり男二人に女一人というのは比率的に悪い。女子がもう一人くらいいてくれれば助かるのだが。

　そんなことを考えていると、瞑が「おい」と、およそ女子高生らしくない呼びかけで孝文の注意を引く。

「何だよ？　心配しなくても弁当は分けてやるって」

「勝手に結けつ論ろん付けるな。それに今の言い方は私が飢えているようで不愉快……まあいい。私が言いたかったのはだな、色々と気を遣わせたようで悪かっ──」

　とその時、教室のドアが勢いよく開き、

「たのも──────────っ!!」

　まるで道場破りのような大喝一声が響ひびき、教室内の鼓膜と窓ガラスを例外なく震ふるわせた。

　孝文は目を瞠みはり、その聞き覚えのある声の主を見やる。教室の入り口で弁当を小脇に抱えて仁王立ちしているのは、予想通り小こ夏なつだった。小夏は孝文を見つけると鼻息荒く言う。

「遠とお矢や先せん輩ぱい、一緒にランチしましょう！　今日きようは特別に小夏の得意料理、ミニハンバーグを奮ふん発ぱつ進呈しちゃうぜ！　部長の怪しげな薬が混入されてるとか決してないっすから、安心して食べてください!!」

　何か知らんが瞳ひとみの中に燃もえ滾たぎる炎が見える。孝文は渡りに船というより小夏の迫力に押し切られる形で、気付けばこう答えていた。

「お、おう。一緒に食うか」

　その一言を合図として、様々な思惑が錯さく綜そうする弁当デスマッチが幕を開ける──。







　──先手必勝おぅぅぅっ！

　小こ夏なつはミニハンバーグを箸はしで摑つかむと、それを孝たか文ふみに音速で突き出して叫ぶ。

「さあ先せん輩ぱい！　小夏が腕によりをかけて作ったハンバーグっす！　ぱくっと一口でいっちゃってください！　ぱくっと!!」

「……いや申し出はありがたいがな、俺おれはそのハンバーグにかかっている青緑色のソースが気になって仕方ない。そりゃいったい何だ？　毒か？」

「ば、ばか言っちゃいけませんぜダンナ。これはアクアマリンを意識した特製ハンバーグソースでさぁ」

「それじゃ聞くが、何でハンバーグソースが弁当の中身に満遍なくかけられてるんだ？」

「それは先輩が他ほかのおかずを所望した場合を考えて……ハッ、しまった！　これじゃ小夏が食べられない!!」

「よし、毒だな。俺は自分の弁当を食う」

　孝文はそう言うと自分の弁当箱にあるエビフライをぱくつき始めた。小夏はふにゅうと声を洩もらして悔しげに歯は嚙がみする。

（さ、さすが遠とお矢や先輩。一ひと筋すじ縄なわではいかないっすね。でも……）

　小夏はチラリと視線を振った。その先では転校生だろうか、見かけたことのない女子生徒がコッペパンを黙もく々もくと食べている。

（にゃう。まさか一緒にランチするライバル的存在がいたとは。こいつはうかうかしてられないぜっ！）

　こうなったら多少強引にでも惚ほれ薬ぐすり入りハンバーグを食べさせなければ。

　小夏は決意を新たにすると、孝文が口を開閉するタイミングを計り始めた。そして完かん璧ぺきに摑んだその一いつ瞬しゆんに賭かけ、箸を持つ力を弱め、スナップを利かせて手首を動かして、

「にゃあっ、手が滑ったハンバーグが飛んだぁ！」

「──甘いっ！」

「って避さけたあっ!?　先輩どんな反射神経してるんですか！」

「ふはは、お前の考えなどお見通しだ！」

「そして飛んでいったハンバーグが先輩の斜め後方にいる男子生徒の口の中にぃぃ！」

「マジか？　大丈夫か？」

「だめぇ！　振り返ったらダメっす！　目を合わせたらヤバイっす！　そいやぁ!!」

「うおぉ首がグキッて鳴った！　グキッて鳴った！」

「はわわ、同席していた少年Ａが突然の飛来物を飲み込んでむせている男子生徒の顔を心配げに覗のぞき込こんでいる！　何て危険なことをっ!?　でも無力な小夏にはもはやどうしようもないっす!!」

「いいから手を離はなせ！　このままだと首がもげるぅ!!」
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「いいや目は離はなせない！　そして二人が見詰め合うぅ!!」




　時計回り。

　──いいいいい、今しかないっ！

　ご飯の味すらしない緊きん張ちようの中で話しかける機き会かいを狙ねらっていた平へい太たは、膝ひざ上うえに忍ばせていた雑誌を取り出して言う。

「あ、あの、藍あい澤ざわさんの星座って何かな？」

「星座？　なぜそんなことを訊きく？」

「ほ、ほら。この『月刊天文道』に今月の星座占いが載のってるんだよ。女の子はこういうのに興きよう味みあるんじゃないかなって」

「………………」

「ぼぼ、僕の星座はてんびん座なんだ。運勢的には今月一番いい星座だってさ。ズベン・エス・カマリの光が物事をいい方に導みちびいてくれるんだって」

「………………」

「てんびん座の由来は知ってる？　ローマ神話に出てくる正義の女神アストレイアが持っていた天てん秤びんで、彼女はそれで死者の魂を量っていたらしいよ。ちょっと聞いただけじゃ何だかおっかない感じがするけど、そんな神秘的な逸話を持つ星座が僕の運勢を示してくれるなんて……ふふふひ、僕は何か幸せだなぁ」

「………………はぁ」

　瞑めいが不意に深い溜ため息いきをついた。完全なトランス状態に陥るのは何とか避さけたつもりだったが、知らないうちに不愉快な思いでもさせてしまっただろうか。

　平太はごくりと喉のどを鳴らし、瞑の様子を窺うかがった。瞑は頰ほお杖づえを突いておざなりな眼まな差ざしを送ってくると、その形のいい唇を動かす。

「……神じん宮ぐう、といったな？」

「あいや、僕は神じん宮ぐう寺じ──」

「神宮、私は失望したぞ。あれほど天文についての知ち識しきを持っているならば、ズベン・エス・カマリの光が何百年もかけて地球に届いているという事実は当然知っているだろう？」

「も、もちろん。百六十光年離れてるから、百六十年かけて届いた光だね」

「ならばその光に運命を託すのは百六十年遅かったな。それとも神宮は百七十を越す高こう齢れいなのか？」

「いや、そんなことはないけど……」

「では星座占いなど無意味だ。そもそも、いま見ている星が現在も存在している保証すらないのだからな」

「うぅ……」

　轟ごう沈ちん。




　時計回り。

（──ほう、意外と美う味まいな）

　何だかんだ言いながらコッペパンを満足げに食べていた瞑めいは、他ほかの栄えい養よう素そも摂取しようとし、そこではたと気付く。

（……………………箸はしがない）




　時計回り。

　に強制的に曲げられた首。

　を元に戻すために小こ夏なつの手を払い、孝たか文ふみは憤ふん然ぜんとなってがなる。

「ってえな！　なにしやがんだ！　首が折れる寸前までいったぞ！」

　しかし小夏は反省の言葉を発するでもなく、孝文の斜め後方にいる男子生徒に向かって両手を合わせている。ナムー。

（ほほう、無視か。しかし今回ばかりは許さねぇ。何としてでも謝しや罪ざいの言葉を吐かせてやる）

　孝文がそう息巻いていると、手にしていた箸が何者かにサッと奪われた。誰だれだと思い顔かおを向けると、瞑が薄うすく笑みを浮かべ、

「悪いが少し箸を借りるぞ」

　そう言うや否や、アスパラベーコンを摑つかんでぱくりと口に運ぶ。

「あっ……」

「ん、どうした？　孝文の好物だったか？　確たしかにいい味をしているが、少し塩分が多いぞ。まあ夏場ということを考えて濃こい目めの味付けにあえてしているとしたら、孝文の母親はなかなか料理上じよう手ずだな」

「いや、そういうことじゃなくて──」

　まあいいか。これを言ったらまた面倒なことになりそうだし、ここは気付かなかったことにして黙だまっていれば、

「か、間接キッスですと────────っ!!」

　小夏が見てやがった。しかも言いやがった。

　孝文が頭あたまを抱えるなか、クラスメイトの視線が再集結する。クラスメイトは目をまん丸に見開いている小夏をまず見て、次にその視線を辿たどって瞑が手にしている箸を見て、最後にこのグループで唯一箸を手にしていない孝文を見て、全すべてを悟って鳩はとが豆鉄砲でも食らったような表情で口をあんぐりと開ける。

　しかしそんな状況にあっても瞑は動じず、ぱくぱくと弁当内のおかずを一通り食べると、何事もなかったように箸を差し出してきた。

「ごちそうさま。私はもう充分だ。後は孝たか文ふみが食べてくれ」

「いや、そんなこと言われても……」

　小こ夏なつがあれほど意い識しきさせたこの衆しゆう人じん環かん視しの中で、堂々と間接キスに及べるほど強きよう心しん臓ぞうではない。孝文が箸はしを手にすることすら躊ちゆう躇ちよしていると、瞑めいは楽しげに目を細めた。

「なんだ、意外と純情だな。唾だ液えきなんて喋しやべるだけでそこら中に飛び散るんだ。気にすることはない」

　そう告げた瞑は悪戯いたずらを思いついたとばかりに、小こ悪あく魔ま的てきな微笑をその口元に浮かべた。皆の視線が集まるなか優ゆう雅がな仕草で箸を自分の唇に近付け、先端部分にチュッと軽くキスをした後、それを孝文の手に握らせて返す。

「なっ……!?」

　不覚にも体温が上がった。クラスメイトから潮しお騒さいのようなざわめきが起こる。

　三秒間ほど硬直していた孝文だったが、やがてハッと我に返った。このまま振り回されているわけにはいかない。孝文はしばし黙もつ考こうすると、箸を百八十度回転させ、柄の部分でご飯を搔かき込こみ始める。もう半ば自棄である。

　それを見て瞑がつまらなそうに言った。

「行ぎよう儀ぎが悪いな。箸が反対だぞ？」

「わかってるよ。誰だれのせいでこんなことしなきゃいけなくなったと思ってんだ」

　孝文がジト目で瞑を見据えると、彼女は微かすかに首をすくめてみせる。

「そう睨にらむな。悪かったよ。昼食を分けてもらったというのに、少し悪戯が過ぎたようだ」

「本当に反省してるのか？」

「ああ、もちろん」

「だったら俺おれの頼たのみを一つ聞いてくれ」

「ん？　何だ、言ってみろ」

　ジャブなんて止やめた。瞑の相手をしているとこっちの身が持ちそうにない。そんなわけで、孝文は平へい太たの方を指差し、どストレートに、

「今日きようの放ほう課か後ごにこいつと一緒にデートでもしてやってくれ」

　平太がおよそ彼らしからぬ俊敏さで身を乗り出し、孝文の襟えり首くびを摑つかんで押し殺した動揺の声を上げる。

「いいい、いきなりなに言い出すんだよ孝文！」

「いや、何かもう疲れた……」

「疲れたって、そんな無責任な！」

　平太は瞑の方をチラッと見て誤ご魔ま化かし笑いを浮かべると、すぐさま孝文に向き直って顔かおを近付け、他ほかの人に聞かれないように小さく低くまくし立てる。

「僕はテンパるよ!?　いきなり二人っきりになったらどうしようもなくテンパるよ!?　それでうまくいくと思ってるの！　僕は思わない!!」

「うわぁ、自分で断言しやがった。言ってて悲しくならねぇか？」

「ふぐぅ……」

「な、泣くなよぅ」

　二人でコソコソとそんなやり取りをしていると、瞑めいが溜ため息いき混じりに言う。

「……それで？　私への頼たのみ事ごとというのは結局なんだ？　神じん宮ぐうとデートと聞こえたが？」

「あ、いや違うんだよ！　藍あい澤ざわさんは転校してきたばっかりでこの街のこと知らないだろうから、案内してあげたいってことを孝たか文ふみは言ってるんだよ！　そうだ、藍澤さんも天文には興きよう味みあるみたいだし、帰りにプラネタリウムでも寄ってみない!?　みんなで！　一緒に！　うんそれがいいそれがいい、ね、孝文！」

　そんなことを口早に告げる平へい太たは孝文に同意を求めながら、「一緒に着いてきてオーラ」をガンガン出してくる。孝文は逡しゆん巡じゆんしたが、もし行かないなんてことを言ったら、日が悪いから今度にしようとか平太は言い出しかねない。

　孝文はほうと吐息し、仕方なく言った。

「わかったよ。それじゃ久し振りに行ってみるか、プラネタリウムに。みんなで。一緒に」

　それを聞いて平太は安あん堵どの顔かおを見せる。瞑は不審げに小首を傾かしげたが、頼み事がプラネタリウムに行くぐらいなら容易たやすいと考えたのだろう。特に嫌がるでもなく首を縦たてに振った。

「それでそれで、集合はいつどこでですか!?」

　一段落ついたと思っていると、やにわにそう問いかけられた。見やれば、小こ夏なつが鼠ねずみを目にした野の良ら猫ねこのように、闘とう争そう本能剝むき出だしでフーッと唸うなっている。

「な、何だよ？　藤ふじ宮みやも来るのか？」

「あったぼうよ！　あんな際どいシーン見せ付けられて黙だまってられるかってんだてやんでべらぼうめ!!」

「なぜに江戸っ子？　落ち着け。何か知らんが落ち着け」

　何とかして宥なだめようとするが、小夏の体温は太陽を思わせるほどに熱あついままだ。

「それじゃ先せん輩ぱい、詳細が決まったらメールください！　即座に！」

「いや俺おれがメール苦手なの知ってるだろ？　あれ面倒くさくて、」

「だったら！　だったら放ほう課か後ご、この教室にいったん集合してから向かいましょう！　これ決定事項っす！　いいですね先輩!?」

　うなじの毛をチリチリと逆立て、周囲を圧する気迫を小夏は噴ふき上あげる。まるで目に入る寸前の目め薬ぐすりのようなプレッシャーに押され、孝文は反射的にこう答えていた。

「お、おう。わかった。待ってるぞ」

　その一言を合図として弁当デスマッチは幕を閉じ。

　死し闘とうは、プラネタリウム・コロシアムへと引き継がれる──。

　空そら原はら市では『宇宙』が熱い。

　とはいえ、これは自然発生的なものではなく、捏ねつ造ぞうされたブームである。なぜなら白はく品ひん大学が宇宙工学の分野で全国に名を馳はせるようになってからというもの、空原市の町おこしのテーマはそのものずばり、『宇宙』で一貫しているからである。

　たとえば空原市の主要道路にも、キャッチフレーズ的なのぼりが数多く見られる。

　曰いわく、『ロケットが打ち上がる町、空原』。

　曰く、『世界一宇宙が身近な場所』。

　曰く、『ＵＦＯ出没多発地点』。

　まあのぼりに書かれている文句の信しん憑ぴよう性せいはさて置き、そういったテーマに添って町おこしをしているわけだから、関連施設にも当然ながら金をかけている。その最たるものが、空原市立宇宙博はく物ぶつ館かんの中にあるプラネタリウムである。

　直径二十メートル、座席数が三百を超えるそのプラネタリウムは、この田舎いなかにあって県下最大規模のものだ。春夏秋冬の各季節によって上映内容も変化し、地元の学校の合唱部や吹奏楽部とのコラボ企画も定期的に開くなど、地域に根ざした活動で親したしまれている施設でもある。

　そのプラネタリウムに小学生以来に足を運ぶことになった孝たか文ふみは、上映前のシートで手足を伸ばしてゆったりとくつろいでいた。なぜか気合の入りまくっている小こ夏なつと、話しかけては轟ごう沈ちんを続ける平へい太たと、ふと思い出したかのようにからかってくる瞑めい。そんな最強の三人組の相手を一手に担っていたため、ここに来るまでにかなりの体力を消耗した。しかし、シートに腰掛けてしまえばこっちのもんである。上映時間になれば騒さわぐこともできないだろうし、昼寝に入ることだって可能だろう。

　既にウトウトしかかっていると、左ひだり隣どなりに座っていた小夏が耳元で囁ささやいてきた。

「遠とお矢や先せん輩ぱい、喉のど渇かないっすか？　言ってくれれば小夏がジュース買ってきますよ？」

「お前は騒ぎすぎなんだよ。というかここ、飲食禁止ってさっき言ってなかったか？」

「ばれなきゃいいのさハニー。暗くなってから出すから問もん題だいないっすよ」

　ふぇっふぇっふぇっ、と悪そうな笑みを浮かべる小夏の瞳ひとみの奥に、さらなる小ずるそうな色が浮かんでいた。それを見た孝文は直感的に悟る。

（……こいつ、懲こりずにジュースの中に何か混入する気だな）

　看破はしたものの、睡すい魔まがどうしようもなく忍び寄ってきていた。この状態で小夏の相手を続けるのはしんどいし、ジュースには口を付けなければ問題はない。そう考えた孝文はスポーツドリンクを頼たのみ、体ていよく小夏を追い払った。

（よし、これで心置きなく眠れる）

　孝文は満足げな笑みを浮かべて瞳を閉じるが、すぐさまはたと気付いて目を開けた。そういえば、自分は平へい太たの恋のアシストをするためにここに来ているのである。いま席を外せば、平太と瞑めいを二人っきりにすることができるではないか。

　──寝てる場合じゃない。トイレに行くフリでもしよう。

　そう思って腰を浮かしかけた時、

「あ、あの、僕ちょっと席外すね」

　瞑の隣となりに腰掛けていた平太がそんなことを口にして立ち上がり、小走りでプラネタリウムの出入り口へと駆けていった。こちらはどうやら緊きん張ちようのため、本当にトイレに向かったらしい。

（うぉい！　俺おれと瞑を二人っきりにしてどうする!?）

　そう心の中でツッコミを入れるが、平太の背中はもはや視界の外である。孝たか文ふみは徒労感にがっくりと肩を落とし、右隣に座る瞑を横目で窺うかがった。すると瞑はその視線に気付いたらしく、口元にうっすらと笑みを刻む。

「ばたばたと忙せわしないが、なかなか愉快な友人たちじゃないか。特にお夏なつというあの後こう輩はい、小動物でも見ているようで飽きないな」

「お夏じゃなくて小こ夏なつだよ。こ・な・つ」

「そうなのか？　まあお夏の方が時代がかっていていいじゃないか」

　そんな好き勝手なことを楽しげに口にする瞑は、転校という一大イベントの初日なんてことを感じさせず、自分のペースを全く崩さない。

（財閥のお嬢じよう様さまってのは伊だ達てじゃねえな。普通はもっと不安になったりするもんだろ）

　そんなことをふと考えて感心していると、上映時間の到来を知らせるブザーが鳴り、アナウンスで注意事項が告げられていく。暗転していくプラネタリウムのなか、孝文が慌てて携帯の電源を落として準備を整ととのえていると、最後にこんなアナウンスが流れた。

『──なお、一度席を立たれてからの再入室はお断りしておりますので、ご了承ください』

　先ほどまでその辺をちょろちょろしていた睡すい魔まが一気に吹き飛んだ。映えい画が館かんの感覚でいたから少しぐらい遅れたってどうということはないだろうと考えていたのだが、ここは暗室の闇やみを最大限に必要とするプラネタリウムなのである。一度扉を閉められたが最後、入室さえできないということを完かん璧ぺきに失念していた。そしてどこをほっつき歩いているのか、連れの二人はまだ帰ってきていないのである。

　孝文はシートから腰を浮かして出入り口の方を見やった。しかし平太の姿も小夏の姿もまだ現れず、やがて孝文の視線の先で無情にも扉が閉まる。思わず呆あつ気けに取られていると、その僅わずか五秒後に、

『にゃ────っ！　開けろ──────っ!!』

『えっ！　噓うそ!?　もう閉まっちゃったの!?』

　と、扉の向こうからくぐもったような小夏と平太の声が聞こえてきた。

「………………」

　もはや何も言うことはない。というか仲間と思われたくない。

　そうして孝たか文ふみがのろのろとシートに腰を落ち着かせると、隣となりから忍び笑いが聞こえてきた。脱力気味に瞑めいの方を見ると、彼女は心底可お笑かしそうに、くっくっくっと喉のどを鳴らしている。

「……楽しそうだな」

「だ、だって孝文、二人ともだぞ？　二人とも、間に合わないなんて……くっ、くくくっ」

　その時、騒さわがしい小こ夏なつと平へい太たを見み咎とがめたのか、係員らしき人の叱しつ責せきが扉越しに洩もれ聞きこえてきた。それを耳にした途端、もう我慢できませんとばかりに、瞑がアハハッと軽やかな笑い声を発する。

　瞑の開あけっ広ぴろげな笑え顔がおを初めて目にした。少しばかり独特な個性を持っている瞑だが、晶あきらが美人と称した通りに顔立ちは整ととのっているし、その笑顔は花開くような魅み力りよくがある。暗くら闇やみのせいであまりはっきりと見えないのが少し残念にさえ思えた。

　そんなことをぼんやりと考えていた孝文だったが、ふと我に返って周りを見渡してみる。平日ということもあり半数ほどしかシートは埋まっていないのだが、席に着いている人のほとんどがこちらを振り返り、明めい確かくな譴けん責せきのオーラを送ってきていた。プラネタリウムの隅で控えているスタッフも、孝文たちの方に注意に行こうとばかりの動きを見せている。

　孝文は狼ろう狽ばいして言った。

「おい、あんま大声で笑うな。他ほかの人に迷惑だろうが」

　さすがにマナーぐらいは理解しているらしく、瞑は口元に手を当てて声が洩れるのを押さえようとする。しかしそれぐらいでは間に合わないらしく、彼女は咄とつ嗟さに寄りかかってきて、孝文の腕に顔を埋めるようにして笑いを嚙かみ殺ころし始めた。

　瞑の息遣いが直じかに伝わるほどの、超ちよう至し近きん距きよ離り。

　孝文はその事実を意い識しきしないよう、既に上映が開始されている星空に全神経を集中させた。セットで流れる音声ガイドが夏の星座を紹介していく。こと座のベガ。わし座のアルタイル。はくちょう座のデネブ。それらを繫つないで作られる、夏の大三角……。

　そうしてありえないぐらいの熱ねつ心しんさで疑似星空を眺めていると、やっと笑いの波が収まってきたらしく、瞑がふぅと一つ大きく息を吐き出した。孝文は瞑の方を見もせずに問いかける。

「少しは落ち着いたか？」

「ああ。何とかな」

　そう応じた瞑が、不意にふっと笑むのを気配で感じた。また何か企たくらんでいるのではと身構える間もあればこそ、瞑は孝文の指に自分の指を絡ませ、まるで恋人のように手を繫ぐ。

「な……っ！」

　弾かれたように瞑を見やると、彼女は口の端を上げて言った。

「二人きりでいると恋人みたいじゃないか。なあ、孝文？」

　完全にからかっている口く調ちようだった。それがわかったからこそ孝文はかなりの努力を要して平静を装い、「バカ言ってんじゃねーよ」と素っ気なく返す。

　孝たか文ふみの反応に不満げに口を尖とがらせた瞑めいは、諦あきらめたように話わ題だいを変えた。

「……ところで孝文、今朝にしたスカウトの話の返答を聞きたいんだが、考えはまとまったか？」

　思わずピクリと身体からだが動いた。繫つないでいる手から瞑にもきっと伝わったことだろう。

　幽ゆう体たい離り脱だつ体たい質しつを用いて宇宙の全景を観かん測そくする。その荒こう唐とう無む稽けいな話が真実なのか虚構なのか判断に窮きゆうしたので、瞑には即答せずに考える時間をもらった。しかしながらこうして時間が経たち放ほう課か後ごになっても、未いまだ考えはまとまらず判断もつかないままだ。唯一わかっているのは、翼つばさと瞑には何らかの繫がりがあるということ。

　瞑の話を笑い飛ばしてしまうのは簡かん単たんだが、それは翼との接点すらも無視することになりかねない。もっと判断材料が欲しいと考えた孝文は、ふと思い浮かんだ疑問を投げかけた。

「なあ。今朝の話の真偽は別として、瞑はどうして宇宙の全景なんてもんを見てみたいんだ？　じいさんの理り論ろんを実証するためか？」

　それを聞いた瞑は目を細めて笑い、ゆっくりと言葉を紡いでいく。

「……いい質問だ。確たしかに祖父の理論を実証し、その名を世に知らしめたいという思いはある。それは藍あい澤ざわ家けの血を受け継ぎ、森しん羅らを任された私の最低限の義務だとも考えている。だが、それは私個人の夢ではない。宇宙の全景を観測するという夢は、理論を構こう築ちくし森羅を創設した祖父の夢だ。誰だれのものでもなく、誰とも共有することのない、彼だけの夢だ。そしてその夢を受け継ぐという夢を抱いたのは私の父だ。それもまた彼個人の夢でしかなく、私などが土足で踏ふみ荒あらしていいようなものじゃない」

　そこで瞑は顔かおだけをスッと上げ、擬ぎ似じ的てきに作り出された星空を眺めながら言を継いだ。

「では、森羅を引き継いだ今の私は何を抱く？　祖父の夢を成そうというのか？　それとも父の夢を果たすのか？　馬ば鹿かな。起源すら曖あい昧まいになった目もく標ひようを夢と呼ぶほど私は自分の人生に退屈してはいない」

　世界に浸透していくような澄すんだ声こわ音ねだった。その瞳ひとみに映る星ほし屑くずは本物の宇宙を思わせる程に綺き麗れいだ。

「親子二代までならば父と子それぞれの夢として成立するだろう。しかしそれ以降は慣習、惰性、執念……もはや何と呼んでも大差はない。そしてそういったものの下に研究を続けるには人じん類るいは進歩しすぎた。およそ百二十九億おく光こう年ねん先さえ観測できるようになり、宇宙開かい闢びやくからたった八億年後の姿が観察できるようになった今、宇宙の全景を見るだけでは私は満足しない。たとえ理論を打ち立て森羅を創設したのが私だったとしても、現代に生きる私にとっては宇宙の全景は夢とは成りえない」

「だったら、瞑の夢っていったい何なんだ？」

　その瞳に映る宇宙の先に、いったい何を見ているんだ？

　孝たか文ふみの問いかけに対し、瞑めいは艶えん麗れいな微笑を浮かべた。そしてまるで独白するような、静かな口く調ちようでこう告げる。

「……神をな、観かん測そくしようと思うのだ。それが私の、私だけの夢だ」

　孝文はそれを聞き、思わず言葉を失った。つい先ほどまで宇宙の話をしていたというのに、どうしてここで神様が出てくるのだろう？

　目をぱちくりさせる孝文のことなど気にも留めていない様子で、瞑は夏の星座を目でなぞっている。

「孝文、神の正体は何だと思う？」

「へ？　正体って言われても、そんなのわかんねぇよ。というか神様って本当にいるの？」

「いるとも言えるが、いないとも言える──とまあ、これではまるで禅問答だな。もう少しはっきりとした答えを出そう。これは私が導みちびき出だした結けつ論ろんだ。誰だれ彼かれかまわず言いふらすようなものじゃない。だから孝文、今回は特別だぞ？　ありがたく思え」

　そう言ったかと思うと、瞑は唐突に顔かおを近付けてきた。そして耳に息を吹きかけるかのように、密ひそやかな声でそっと囁ささやく。

「──神の正体は、〝無〟だ」

「えっ……？」

　答えを開陳されても孝文にはピンとこなかった。孝文は相変わらず目を白黒させるしかない。

　その様子を見た瞑は、付け足すように言葉を紡いでいった。

「ケルト神話のように世界の誕たん生じように関する文献そのものが残っていない場合もあるが、世界各地に散在する創世神話というものは意外と的を射ているのだ。ものによって多少の違いはあるものの、神話の中にはこの世の原始の姿や創物神なるものが登場する。なるほど確たしかに、この世界は神と定義される超越した存在が生み出したのだろう。だが実際に教科書に載のるような答えとして、世界が誕生する前段階に光も形もない原初神であるカオスが全すべての空間に充満していたり、大地も天もない巨大な深しん淵えんギンヌンガガプのみが存在していたわけじゃない。トトの言葉で宇宙が創造されたわけでも、ティアマトの死体から作られたわけでもない。では現実問もん題だいとして、この宇宙はどうやって生まれたのだ、孝文？」

　急に話を振られて狼ろう狽ばいしたが、天体望ぼう遠えん鏡きようを教室で解体整せい備びしていた平へい太たとの会話がふと脳裏を過よぎった。

　平太によると宇宙は確か、

「び、ビッグバンっていう大だい爆ばく発はつがあって、」

「半分正解で半分間違いといったところだな。ビッグバンから宇宙は生まれた。けっこうけっこう。教科書通りの答えだ。教師が教師なら花マルだってもらえる。だが、そのビッグバンが起きる前は？　宇宙を生成する大爆発を引き起こした土ど壌じようは何だ？　よく聞け、孝文。その答えこそが〝無〟だ。宇宙が生まれる前は、時間も空間も存在しない〝無〟があったのだ」

　瞑めいは口元に不敵な笑みを刷はいた。彼女の口く調ちようは教授するようなスローテンポから、歌うようなアップテンポへと徐々に移行する。

「神がこの世を作った。ならば〝無〟こそが神だ。単純でなおかつ整せい合ごう性せいがあるじゃないか。無であるゆえに世界各地で数あま多たの神が想像される。無であるゆえに予測も説明もつかない奇跡が振るわれる。宇宙の全景を明らかにしようという夢は素晴らしいものだ。だがそれだけでは私は満足しない。それだけではもったいない。宇宙は膨ぼう張ちようを続けているが、いつかは物理的に本当の果てがある。その果ての、その先に、宇宙を作り出した〝無〟があるのだ。神がそこにいるのだ」

　瞑の言葉からは既に、隠し切れない高揚が滲にじみ出だしていた。それは彼女らしからぬ忘我した反応とも捉とらえられるが、それほど真しん摯しに情じよう熱ねつを傾けて事に取り組んでいるというのが、孝たか文ふみにもひしひしと感じられた。

「かつて天は神々が住まう場所とされ、そこを覗のぞき見みることは禁忌とされていた。しかしガリレオは天体望ぼう遠えん鏡きようを自作し、何の躊ちゆう躇ちよもなく空に向けた。ははっ、まるで好奇心旺おう盛せいな猫じゃないか。彼はたとえその身に天罰が下ろうとも、自分のした行為を恥ずことはなかっただろう。孝文、私も彼のようにありたいと思うのだ。信心深い説教好きは、その場で足あし踏ぶみしながら囀さえずっていればいい。しかし私は違う。私は先に進む。そこに神がいるというのなら──私は、その神を観かん測そくしてみせる」

　瞑の瞳ひとみに宇宙を見た。それは子供が純粋な夢を語る時に見せるような、虹にじ色いろの光彩が作り出す幻。これまでの瞑のイメージとのギャップに孝文は戸惑うが、しかし同時に今の彼女が一番魅み力りよく的てきだなと、そんなことも漫然と思った。

　まじまじと見詰め返していると、瞑はふと我に返ったらしく、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情になる。その頰ほおに朱が差したように見えたのは、孝文の気のせいだろうか？

　瞑はつと顔かおを背け、吐き捨てるように言った。

「……ちっ。調ちよう子しに乗って少し喋しやべりすぎたな」

　こらこら。女の子が威風堂々と舌打ちするんじゃありません。

　そんなツッコミを心の中で入れた後、孝文は訊たずねた。

「なあ、本当にそんなことができるのか？　瞑の話の通りなら、神様ってとんでもなく遠くにいるんだろ？　魂を高速で飛ばしたら、本当にそこまで辿たどり着つけるのかよ？」

「……ああ。理り論ろん上じようは可能だ。その強弱にもよるんだが、神に祈りが届くのは人間の想おもいの速度が宇宙の膨張速度すら超えることがあるからだ。そして魂を動かすのもその人物の想いに他ほかならない。祈りにも似た強い想いが魂を震ふるわせ、物理学など完全無視の光速の壁を越える加速装置ともなる。そうした神の領域へと繫つながる強きよう靭じんで洗練された想いのことを、私はこう名付けている。『魂の速度』、と」

「へぇ。魂の速度、か。まあ魂を動かすのが人の想いってのはわかる気がするな。俺おれが月面に辿たどり着ついたのだって、遠泳する時みたいな気合で何とか達成した感じだし。いや、それにしてもすごい話だな。神様に会おうなんて」

　顔かおを逸そらしていた瞑めいが虚を突かれたように孝たか文ふみの方を見た。瞑は彼女にしては珍しく、言おうかどうか逡しゆん巡じゆんするような間を挟んだ後、やがてボソリと呟つぶやく。

「…………笑わないのか？」

「は？　何を？」

「何をって……こんな荒こう唐とう無む稽けいな話、普通は鼻で笑い飛ばすだろう？　祖父の時代でもそうだった。日記に書き殴るように記されていたよ。物理学に拘泥する間抜けが相そう対たい性せい理り論ろんを持ち出し、光速を超える魂の存在を夢物語だと嘲ちよう弄ろうしたと。全く馬ば鹿かげた話だ。魂を光こう子しと同列に扱うのか？　それとも質しつ量りようが存在していて加速によって質量無限大に近付くとでも？　魂の性質は物理学の枠の外だ。そんな議ぎ論ろんは無意味でしかない。しかし常じよう識しき的てきな人間からすれば、それが当然の反応でもあるのだ。だというのに……」

　──孝文、貴様は笑わないのか？

　そう、まるで祈るような声こわ音ねで訊たずねられた。

　孝文はどう応じるべきかしばらく悩んでいだが、やがて諦あきらめたように肩を竦すくめる。そして何でもないような、素っ気ない口く調ちようで言った。

「まあ何だ、あんま難むずかしいこと考えるの苦手だし、俺おれ自身が幽ゆう体たい離り脱だつなんていう常識外れなことできちまう人間だからな。どんなぶっ飛んだ話を聞かされたって、いまさら別にどうってことねぇよ。それに瞑の話を聞いてたらさ、可お笑かしいとか思うより……ちょっとだけ、羨うらやましかったかな」

「羨ましい？」

「そうだ。ぶっちゃけ羨ましい。瞑が熱心に話をする姿を見てて思ったんだよ。あぁ、こいつは自分が本当にやりたいことを見つけて、それを達成するために必死で頑張ってるんだなって。そういうのは何か、ズルイぐらい格好いいぞ」

　本当に羨ましい。

　少し前の自分なら、ここまで憧どう憬けいの念を抱くことはなかったかもしれない。瞑と同様に両腕で抱え込んで、大切に育はぐくんできたものはあったのだから。

　そんなことを考える孝文の視線は、自然と自身の右足へと落ちていた。孝文は自分が取ったその無意識の行動に言葉をなくし、いたたまれない表情を浮かべる。

　そんな孝文の様子を見て、瞑が静かに口を開いた。

「川に身を投げた女性を助けたらしいな？」

「……ああ。よく知ってるな、そんなローカルなネタ」

「スカウトする人材のことだからな。悪いが少し調しらべさせてもらったよ。女性を助けた時に負った、その右足の怪け我がのことも」

「………………」

　嫌なことは記き憶おくに残りやすい。だからケチのつき始めを辿たどろうとしても、普通はアレだろうかコレだろうかと、なかなか一点に絞れないものだ。しかし孝たか文ふみの場合は、悲しいほどにあっさりと収しゆう斂れんしてしまう。

　その日は大型の台風がのろくさと通り過ぎた直後で、川は護ご岸がんすれすれまで増水し、泥水が激げき流りゆうとなってうねっていた。そんな川の様子を蟻ありの行列を観かん察さつする子供みたいにアホ面さげて眺めていると、ふと視線の中に飛び込んできたのだ。泥水にもみくちゃにされて流されていく、一人の女性の姿が。

　助けを呼ぼうとか、そんな冷静な判断はできなかった。孝文は反射的に川に飛び込んでいた。

　まあ、水が相手ならば何とかなるという慢心がどこかにあったのだろうと思う。台風が来る直前に国内レコードを塗り替えたばかりだったし、泳ぎの分野から外れない限りは、ままならないことなんてありえないと高をくくっていた。

　ところが、天てん狗ぐの鼻は二秒で折れた。

　正しいフォームなんて願ねがうべくもなかった。泳げない水というものが存在することを初めて知った。孝文は翻ほん弄ろうされ、蹂じゆう躙りんされ、上下左右の感覚すら失った。

　そんな状況下で女性の許もとに辿り着けたのは単なる偶然であり、その女性を岸の近くまで運べたのは奇跡以外の何ものでもなく──そしてそこで、全すべての幸運は弾切れになった。女性の後に岸に上がろうとした孝文は、勢いよく突っ込んできた流木に弾き出される形で、再び川に没した。次に目を覚ました時は既に孝文は病院のベッドの上であり、右足が訴えてくる激痛にまだ生きていることを実感したのである。

「……後悔、しているか？　自殺を図った者を助けるために、自らが深い傷を負うことになって」

「まさか。そんなこたねーよ」

　それは少しだけ噓うそ。死にたがってる奴やつのために、なぜ自分が障害の残るような怪け我がをしなきゃならなかったのかと、そう何度もやり場のない怒りに歯は嚙がみしたから。

「そうか。それじゃあ悔やんでいるのは、水泳を中途半端に投げ出したことか？」

「……それこそまさかだろ」

　即答できなかったことに正体不明の苛いら立だちを覚えつつも、孝文は努めて冷静を装う。しかし瞑めいは納得できなかったらしく、

「右足に視線を落としておいて、何の後悔もないと言うのか？」

　と、容赦のない一言を投げかけてくる。

　孝文はきゅっと唇を嚙み締めると、半ば吐き捨てるように言った。

「だから後悔なんかしてねえって言ってるだろ。わかったよ。噓をついているとは思えないし、瞑の夢とやらに協力してやるよ。水泳すっぱり諦あきらめたことで、どうせ暇してたからな。これでいいだろ？　文句ねぇだろ？　だから適当なこと言うな、イラつく」

「孝たか文ふみ、私は別にそういうつもりで言ったわけじゃ……」

　瞑めいはそう言いかけるが、途中で口を噤つぐんだ。そして呆あきれたような、しかしどこか寂しげな表情を浮かべる。

「……そうか。協力を感かん謝しやする」

　二人はそのまま、擬ぎ似じ的てきに作り出された星空を眺めた。そろそろ上映時間も終わりなのだろう。夏の星座が順番になぞられ、星ほし屑くずのステージに浮かび上がっていく。ナレーションの声も止やみ、最後はちりばめられた星々だけが頭ず上じようを覆おおった。

「──星空は美しい。そうは思わないか、孝文？」

　ぎすぎすしたまま現実に引き戻されるのを嫌ったのか、最後に瞑はそんなことを口にする。孝文は返事をするか一いつ瞬しゆん迷ったが、結局「まあな」と答えた。先ほど熱ねつ心しんに見詰めたことで初めて感じたのだが、星空は確たしかに綺き麗れいである。偽物とわかっていてもそう感じてしまうのだから、理屈抜きに美しいと思える数少ないものの一つなのであろう。

　瞑はまるで宣誓するように続けた。

「これまでのことは知らないが、私に協力したということについてだけは、決して後悔はさせない。この星空以上に美しく偉大なものを、誰だれも目にすることが叶かなわなかったものを、孝文にも見せてやる」

　そう瞑が言い終えた瞬間、上映時間が終わったらしく辺りに光が戻った。星空の代わりに姿を現したのは、ドーム状のプラネタリウムの内壁。

　現実の、しみったれた白だった。







　携帯を落とした。

　ああ、きっとプラネタリウムで電源切った時だ。

　宇宙博はく物ぶつ館かんの四階にある休きゆう憩けい室しつで一休みしている時、孝文はそんなベタな噓うそをついてその場から抜けた。その右手には小こ夏なつが奢おごってくれた、何かが混入されているであろうスポーツドリンクが握られている。これを手にしていれば口を付けたかどうか確かめるため、小夏も付いてくるだろうと踏ふんだのだ。

　小夏は案の定付いてきたのだが、

「──えぇっ!?　遠とお矢や先せん輩ぱい、藍あい澤ざわ先輩とはアプローチしつつされつつの甘酸っぱい関係じゃないんですか!?」

　素すっ頓とん狂きような声ですっとぼけたことを述べる、すっとこどっこいと化してしまう。

　孝文は顔かおをしかめ、憮ぶ然ぜんとした声で言った。

「はぁ？　何でそんな話になるんだよ？　瞑はただのクラスメイトだよ。今回のこれも転校してきたばかりで街のこと知らないだろうから案内するって、そう教室で話したろ？」

　小こ夏なつはしばし目をぱちくりさせていたが、そのうち手を額ひたいに当てて天を仰ぎ、嘆息するように言う。

「……あぁ、なんてこったい。どうやらとんだ勘違いだったようだよ。それなら作戦にもゆっくり取り掛かれるんだね、マイハニー」

「いや勘違いも甚はなはだしいだろ。つか作戦って何だ？」

「えっ？　あーいや、まあいいじゃないっすか。それより先せん輩ぱい、喉のど渇いたでしょ？　小夏の奢おごりなんで、遠えん慮りよせずグイッといっちゃってください。グイッと」

　そう言われて反射的にスポーツドリンクへと視線を落としたが、もちろん口を付けたりはしない。何たって小夏から手渡されたそのスポーツドリンクは、既に一度キャップを外された形跡があるのだ。これで中に何も入れられていないわけがない。

「……うわぁ、俺おれってば今すごく喉が潤うるおってる。あと二十四時間は水分いらねぇ」

「にゃあ！　何か棒読みっぽい！　水分は思ってる以上に重要なんだぜ!?」

　そんなやり取りをしているうちにプラネタリウムの前まで来てしまった。孝たか文ふみは室内を指差して言う。

「次回の上映まで時間あるし、今なら自由に出入りできるな。藤ふじ宮みや、悪いけどシート近くを捜してきてくれねえか？　もしかしたらまだどっかに転がってるかもしれないからさ」

「ふにゃ？　先輩は？」

「俺はここの係の人に落とし物なかったか訊きいてくる」

「にゅう。それって何かずっこくないっすか？　先輩の落とし物を捜すんですよ？　それなのに小夏の方が重労働……」

「初対面の人と話す時って喉渇くよなぁ。やっぱ緊きん張ちようするんだろな、俺って意外と人見知りするタイプだし？」

「ラジャー！　小夏はその辺を捜索するんで、先輩は係の人とガンガン喋しやべっててください！」

　そう言うや否や、小夏はプラネタリウムの中に駆け込んでいく。

　孝文は小夏の背中を合掌で見送った。平へい太たのことを教えて協力を頼たのめば無駄な労力を使わせずに済むのだが、小夏だと瞑めいの前でうっかり喋ってしまう危険性がある。ここは見つかるはずのない携帯捜しでもさせて、平太が勇気を絞り出すまでの時間を稼かせぐのがベスト。

「……さて、と」

　一仕事終えた感のある孝文は、近くにあったベンチに腰掛け、ポケットから携帯を取り出した。罪悪感はさすがにあるので、「おーい、見つかったぞー」とものすごく小さな声で呟つぶやいた後、切りっぱなしだった電源を入れる。小夏が出てくるまでゲームに興きようじる魂胆である。

　しかしゲームを開始して一分と経たたないうちに、孝文は集中力散漫になった。その理由には自分でも何となく気付いている。先ほどの瞑との会話が頭あたまをちらつき、どうしても気分が晴れないのだ。

　協力を約束したことについては別に悔いてはいない。それどころか、これまでずっと気になっていた翼つばさとの接点がこれで生まれることとなり、手放しで喜んでもいいような状況のはず。だというのに、あってしかるべき高揚が得られない。

　いったいなぜだろうとその原因を考える孝たか文ふみは、やがて協力すると言った時の自分の言い草に思い至る。

（……あれじゃ思いっ切り八つ当たりじゃねえか）

　湧わき上あがってくる憤ふん懣まんのままに了承の言葉を吐き出してしまった。あの時は冷静な判断ができなかったが、今となれば後味の悪さだけが残る。

「後で謝あやまっとくかなぁ。いや、でもいまさら何て切り出せば……」

　頭あたまを抱え、珍しくグチグチと思い悩んでしまう。普段ならば思い付いたら即行動なのだが、今回そうならないのは、なぜあそこまで苛いら立だってしまったのか見えてこないからかもしれない。原因がはっきりしない状態で頭を下げたって、上っ面だけの謝しや罪ざいにしかならない気がする。

　孝文はしばらく微動だにせず懊おう悩のうしていたが、やがてベンチから勢いよく立ち上がった。このままだとやはりなんだか気持ち悪い。平へい太たがその後どうなったかも気になるところだし、とりあえず様子を見に行こう。

　傍そばにいるだけで話をこじらせそうな小こ夏なつがまだプラネタリウムで携帯捜しを続けているのを見て取ると、孝文はスポーツドリンクを片手にそっと階段へと向かった。







　糖とう分ぶんが欲しい。

　瞑めいがそう思った理由は単純明快だ。頭があまり働かないからである。

　脳がサボっているというより、目の前に霧きりが掛かっているような感覚だった。平太が瞑と同様に休きゆう憩けい室しつの長なが椅い子すに腰掛け、先ほどからしきりと話しかけてくるが、その存在も何だか薄うすぼんやりとしか捉とらえられない。いつものように応じる気力も、からかう余力も、どこかで迷子になっているかのようである。

　こんな状態になった原因ははっきりとしていた。先ほどの孝文とのやり取りのせいである。

　とはいえ、あの感じの悪い対応に腹を立て、怒りのために目の前が真まっ白しろになっている──などということではない。あの程度のことで心の制御を失うようでは森しん羅らの責任者は務まらないし、むしろあれは孝文が触れられたくないところを執しつ拗ように責めてしまった結果だろうと、反省すらしている。

　では、孝文との会話の何に意い識しきを奪われているのだろうか。

　そう考えた時、閃せん光こうのようにすぐさま脳裏を過よぎるのは、孝文が紡いだあの一言。

〝……ちょっとだけ、羨うらやましかったかな〟

　瞑めいは長なが椅い子すの肘ひじ掛かけにしな垂れかかるように身を預け、頰ほお杖づえを突いた。しかしそれは身体からだを休めるための行為ではなく、思わず緩ゆるんだ口元を隠すためのもの。

（やれやれ。どうやら認めるしかないようだな）

　嬉うれしかったのだろう。あの一言が。

　余よ韻いんに浸るため思考がおろそかになるくらいに、どうしようもなく嬉しかったのだ。

（森しん羅らの研究は笑い話のネタにされるぐらいが関の山だったからな。それなのに──）

　羨うらやましいなどと、言ってくれるとは。

　どこかくすぐったいような感覚を、しかし別段悪い気もせず甘受していると、平へい太たが珍しいものでも見るように言った。

「あれ？　藍あい澤ざわさん、思い出し笑い？　何かいいことでもあったの？」

　気を付けていたはずだが、どうやら頰ほおが緩んでいたらしい。このままだと思わぬ失態をしそうだと、瞑は無言で立ち上がり、休きゆう憩けい室しつの出口へと向かう。

「えっ、どこ行くの藍澤さん？」

　平太が慌ててそう声をかけてきた。瞑は肩越しに振り返り、端的に告げる。

「急用を思い出した。悪いが先に帰ることにする。二人には今日きようはなかなか楽しかったと、そう伝えておいてくれ」

　──あと、孝たか文ふみにありがとうと。

　その一言を付け足そうかとも思ったが、やはり止やめた。いったい何に対しての感かん謝しやなのかと困惑させてしまうだろうし、森羅の責任者としてあまり下した手てに出るような言動は慎んだ方がいいだろうという、なんとも打算的な考えが邪じや魔まをする。

　自じ嘲ちよう的てきな笑みを浮かべ、瞑は休憩室を出た。閉へい館かん時間が迫っているためか辺りには人ひと影かげがなく、茜あかね色いろの西日が窓から斜めに差し込んでいる。

「ち、ちょっと待ってよ藍澤さん！」

　階段へと通じる廊下を半分ほど行ったところで、平太が後を追ってきた。瞑は足を止めて振り返る。

「何か用か？」

「いや、その……藍澤さんに、き、聞いてもらいたいことがあって」

「聞いてもらいたいこと？　何だ、言ってみろ」

「えっ、あ、いや、まだ心の準備が……」

　せっかく促したというのに、平太はしどろもどろになるだけで本ほん題だいに入らない。それどころか廊下の窓を開け放ち、

「い、いやぁ、今日の夕ゆう陽ひは綺き麗れいだね！　夕陽が赤く見える理由を知ってる？　光は電磁波の一つなんだけど、その波長の長短に関係するんだ。短い波長ほど空気分子とぶつかって散乱する程度が多くなって──」

　などと、わざわざどうでもいいような寄り道をし始める。

　瞑めいは露ろ骨こつな溜ため息いきをついてみせた。

「神じん宮ぐう、用がないなら私は帰るぞ？」

「ままま、待って！　いま言う！　すぐ言うから！　その、ぼ、僕は、僕はね、」

　緊きん張ちようのためか平へい太たの声に激はげしい吃きつ音おんが混じる。その額ひたいからは滝のような汗が流れ落ちているが、当の本人はそんなことすら気付いていないようだ。平太は眼鏡めがねの奥の瞳ひとみをぐるぐると忙せわしなく回し、酸欠の鯉こいのように口をパクパクと開閉させる。

　しかし、その口から明めい瞭りような言葉が吐き出されることはついぞなかった。平太はやがて、世界なで肩選せん手しゆ権けんにエントリーできるほどにがっくりと肩を落とし、ポツリと言う。

「……いや、やっぱり何でもないよ。呼び止めてごめん」

「？　そうか？　それではまた明日会おう」

　そう短く別れを告げ、瞑は再び歩き出した。途中で一度だけ振り返ってみると、平太は夕ゆう陽ひを見詰めたまま、窓辺でぼんやりと佇たたずんでいる。まるで取り込み忘れた洗せん濯たく物もののようだと思いつつ角を曲がると、階段を下りてくる孝たか文ふみとばったり出くわした。孝文は驚おどろいたように眉まゆを上げる。

「あれ？　こんなところで何してんだ？　休きゆう憩けい室しつにいたんじゃないのか？」

「急用を思い出してな。先に帰るところだ」

　本当は予期せぬ失態を招かないためなのだが、その原因たる孝文の出現に瞑は少しばかり焦った。しかし孝文にはその焦りを悟られていないらしく、ふーんと素っ気ない返事が来る。

「そういや、平太はどうしたんだ？　あいつから何か話なかったか？」

「神じん宮ぐうならそこの廊下の先で黄昏たそがれているぞ。何か言いたそうではあったが、結局なんの話も聞いていない。なんだ、孝文は話の内容を知っているのか？」

「あーいや、何でもない。どうせそんなこったろうと思ったけど、やっぱりか」

　孝文は独り納得してうなずいている。いつもならば何があったのだと重ねて問いかけるところだが、今は迂う闊かつに話を引き延ばすべきではないだろう。孝文は協力要請に応こたえたいわば第二被ひ験けん者しやなのだ。そんな人物と責任者が歓かん談だんするなど、森しん羅らのあり方を薄うすっぺらにする愚行でしかない。

「では、私はもう行く」

　そう言ってステップに足をかけた時だ。孝文が「あ、ちょっと待った」と呼び止めた。

「何だ？　何か用か？」

　上りと下りの手すりを挟んで、瞑は孝文と見詰め合った。すると孝文は少しばつが悪そうにフイッと顔かおを逸そらし、ぽりぽりと頰ほおを搔かく。

「その、あれだ。……さっきは悪かったな」

「ん？　いったい何の話だ？」

「だから、さっき八つ当たりしちまったろ？　気い悪くしてるだろうし、このままじゃ俺おれも気持ち悪いからな。だからその、スマン」

　そっぽを向いたまま、ぶっきら棒にそう謝しや罪ざいする孝たか文ふみの横よこ顔がおを見ていると、力を入れていた口元が不意に緩ゆるんでしまった。まずいと思ったが時既に遅く、ククッと抑えきれない笑みが零こぼれ落おちる。

「な、何だよ！　人が真ま面じ目めに謝あやまってるのに笑うか、フツー!!」

「いや、違うんだ。ふふっ。孝文、お前は、お前という奴やつは……」

　──なんて、バカ正直な奴なんだろう。

　被ひ験けん者しや候補に会うということで、自分は今朝から普段以上に気を張っていた。打算的な考えが頭あたまを巡り、感かん謝しやの言葉一つ言うのさえ躊躇ためらった。

　だというのに。

　可お笑かしくてたまらない。こんなにバカ正直な奴を相手に、いったい何を肩かた肘ひじ張っていたのだと、自分の気構えが滑こつ稽けいに思える。急に身体からだが軽くなったようで、笑い声さえもいつになく弾む。

　憮ぶ然ぜんとした表情で見詰め返してくる孝文に、瞑めいはクツクツと笑みを漏らしながら言った。

「別に孝文の謝罪を笑っているわけじゃない。なかなか素直な奴だと感心しているんだ」

「何だそりゃ。なんかバカにされてるとしか思えねぇぞ」

「まさか。誓ってそんなことはない。それと、プラネタリウムでのことは私の過ぎた言葉が原因でもある。私は気にしていないし、孝文が謝ることなどない」

　そう告げると、孝文はまだ少し釈然としない様子ながらも、「まあ、それならいいんだけどな」と答えた。そんな孝文を眺めていると、瞑の中で悪戯いたずら心ごころがむくむくと頭をもたげてくる。瞑は手すりに乗せられた孝文の腕にそっと手を触れると、口元を優やさしく緩めて彼を見詰めた。

「な、何だよ？」

「いや、私も孝文を見習って少し素直になろうと思ってな。プラネタリウムで私の夢を羨うらやましいと、そう言ってくれただろう？　あの一言は正直、とても嬉うれしかった。ありがとう、孝文」

「お、俺おれは別に感謝されることなんてしてねえよ」

　そう言って顔を背ける孝文の体温が微かすかに上がるのを感じた。それでも何とか平静を保とうとするその姿は何ともいじらしい。

（ふふっ。相変わらずからかい甲が斐いのある奴だ）

　胸中でそう呟つぶやいた瞑は、ふと孝文の手にあるスポーツドリンクに目が行った。

　──糖とう分ぶんだ。

　まだ頭に霧きりが掛かっているように気分はふわふわしたままだ。糖分の摂取は最さい優ゆう先せん事項のように思えるし、何より喋しやべったことで喉のどが渇いた。瞑は孝文がそっぽを向いているのをいいことに、彼の手の中からスポーツドリンクをさっと奪う。

「孝たか文ふみ、一口貰もらうぞ？」

「え？　あ、ちょっと待て！　それは止やめとけ！　藤ふじ宮みやが毒を盛ってるぞ!!」

「はぁ？　バカを言うな。そんなことをして何の得があるというんだ」

　瞑めいは呆あきれながらキャップを外すが、スポーツドリンクの口元を見た時、なぜだかふと躊躇ためらいが生まれた。

「……孝文、中身が減っていないようだが、これに口は付けたのか？」

「は？　いや、まだ飲んでないけど？　だから何か混入されてるんだって」

「そうか。まだ飲んでいないか」

　昼間のこともあるのだ。間接キスなどいまさら意い識しきするようなものではない。だというのになぜそんなことが気に掛かったのか自分でも判然としないまま、瞑はスポーツドリンクを喉のどへと流し込んだ。それを見た孝文が「あぁっ！」と声を上げる。どうやら本人は毒を混入されたというどうしようもない被害妄想を信じているらしい。

（──ん？）

　スポーツドリンクを嚥えん下げした瞑は、予想していたのとは全く違う味が口こう腔こうに広がるのを感じ、思わず口を離はなしてラベルをまじまじと見詰めた。その様子に孝文が、

「だ、大丈夫か？　やっぱ変な味すんのか？」

　と心配そうに訊きいてくる。しかしその問いに答えることもせず、瞑は目を細め、ラベルの文字を読んだ。

「……ユウヒ飲料の『ネクタル』、か」

「いや、きっと変な味はその商品のせいじゃねえぞ？　不ま味ずいからって財閥の力で会社潰つぶそうなんてことは、」

「家の者に言って箱買いさせておこう」

「──えっ、美う味まいの？　そんな美味いの？」

　やはりお子様。飲食への欲求はとても高いらしい。先ほどまで毒だの何だの言っていたくせに、声のトーンが興きよう味み深ぶかげなものに変わる。

　瞑の中で再び悪戯いたずら心ごころが疼うずいた。瞑はくすりと笑みを零こぼし、

「毒など入っていないから孝文も飲んでみるといい。間接キスが気になると言うなら、いっそのこと私が口移しで飲ませてやろうか？」

　そう言って孝文の方を見上げ、二人の視線が重なった時だ。糖とう分ぶんが身体からだ中じゆうに行き渡ったのだろうか？　不意に鼓動が早まり、体温が上昇した。そのことに困惑していると、手の中からスポーツドリンクを奪われる。

　きっとからかいすぎたのだろう。

　そのフラストレーションは孝文の中でずっと蓄ちく積せきされており、とうとうキャパシティを越えたのだ。

　孝たか文ふみは昼食の時とは違い、間接キスなどなんぼのもんじゃいとばかりに、一気にスポーツドリンクを呷あおろうとした。その刹せつ那な、瞑めいは咄とつ嗟さに腕を伸ばし、孝文の手からスポーツドリンクを叩たたき落おとす。

　孝文はびっくりしたように目を大きく見開き、瞑のことをまじまじと見返した。瞑は気付けば反射的にこう応じている。

「ば、馬ば鹿かが。私が口を付けた直後だというのに、本当に飲もうとする奴やつがあるかっ」

「なっ……き、急に照れるなよな！　こっちまで恥ずかしくなるだろ!?」

　孝文の顔かおに朱が差した。自分も同じようなものだろうと直感した瞑は、チッと舌打ちして眉み間けんに皴しわを寄せる。

「誰だれが照れてなどいるものか！　私の飲み物を勝手に飲むなと言っているんだ！」

「あれ俺おれの飲み物だろ!?　お前はジャイアンか!!」

　そのまま意味のわからない言い争いに発展しそうになった時だ。階上から降って湧わいたように小こ夏なつの声が響ひびいた。

「ふにゃあ！　嫌な予感がすると思ったら、やっぱり!!」

　小夏は階段を妖よう怪かいじみた四段飛ばしで駆け下りてくると、孝文の側そく頭とう部ぶを両手でぐわしっと摑つかみ、自分の方を向かせて叫ぶ。

「先せん輩ぱい、あのスポーツドリンク飲んだんですか!?　小夏の目を見てはっきりと答えてください！」

「うおぉ、また首がグキッて鳴った!!　てめえ俺に恨みでもあるのか!?」

「あうっ、小夏への対応がいつもと変わらない！　それじゃあ飲んでないんですね!?」

「俺は一口も飲んでねえよ！　いいから手を離はなせ！」

「えっ!?　俺はってことは、もしかして……」

　小夏はギギギと首を回し、ムンクの叫びのような表情で瞑を見る。するとその時、廊下の角からふらふらした足取りで平へい太たが姿を現した。

「どうしたのみんな、やけに騒さわがしいけど……」

「あぁ、いいとこに来たっすメガネ先輩！　同じオカルト研究会の一員として、小夏の作戦を台無しにした遠とお矢や先輩に一言……って、メガネ先輩が何か全体的に白い！　どうしたんです!?　まるで漂白剤で色落ちした洗せん濯たく物ものですよ!?」

　急に騒そう々ぞうしくなったその場から立ち去るため、瞑は階段を下り始めた。心配していた通り思わぬ失態をしてしまったが、いまさら後悔しても仕方ない。せめてこれ以上失態を重ねる前に去るべきだろう。

　踊り場で一度だけ階上を振り仰ぐと、小夏の変則アイアンクローから解放された孝文とふと目が合った。半ば無む意い識しきに小さく手を振ると、孝文はちょっと意外そうに目を見開いた後、まるで頭あたまを搔かくついでのように軽く手を挙げて応じる。小夏は親おやの仇かたきを見るように床に転がったスポーツドリンクを睨にらんでおり、平へい太たは漂白されたまま心ここにあらずの体てい。つまるところ、それは瞑めいと孝たか文ふみの間だけで交わされた、短い別れの合図。

　それを意い識しきした途端、瞑は孝文からふいと視線を逸そらし、足早に階段を下った。

　言ってる傍そばからまた失態。

　森しん羅らの総責任者という立場にあり、研究以外のことにかまけている場合ではないというのに──これではまるで、別れを惜しむ恋人同士のようではないか。

「……馬ば鹿かか、私は」

　髪をクシャッと搔かき上あげて、瞑は小さくそう呟つぶやいた。













　　　第三章







　嵐あらしの前の静けさか、あるいはこれこそ日常か。昨日きのうとは打って変わって、孝たか文ふみは平和な一日を送っていた。

　ほのぼのゆったりとした時間が流れる主な要因は、周囲の人間の沈静化にあると孝文は思う。たとえば平へい太たは昨日の落ち込みから完全には立ち直っていないらしく、半漂白状態のままぼんやりとしていた。瞑めいに告白するＸデーが本当に到来するかわからないが、あの様子ではしばらく時間が掛かりそうだ。

　有り余る元気でいつも孝文を振り回す小こ夏なつも、今日きようはやけに大人おとなしかったように思う。弁当やジュースに混入させた何かを強制服用させられなかったのがよほど悔しかったのだろうが、普段の傍はた迷めい惑わくなほどの活発さを思えばいい小休止になるだろう。

　転入初しよっ端ぱなから孝文を得体の知れない話に引きずり込んだ瞑めいも、何か考え事でもしているようで、独り物思いに沈んで不気味なほど静かに一日を送っていた。森羅への協力は申し出たことだし、既に次の段階のことに意い識しきが向いているのかもしれない。

　まあ各々どんな事情があるにせよ、孝文にとってのトラブルメーカーが揃そろいも揃って沈ちん黙もくしているのである。おかげでいつになく平々凡々と時間が流れ──そして、最後に落とし穴があった。




　抜き打ちテスト。

　それはどの学校にも平等に顕けん現げんする、教師共のドＳの一面。

　午後のホームルームの時間、担任の明石あかしの手には見慣れた藁わら半ばん紙しが握られていた。それを目にしたクラスメイトから悲鳴にも似たブーイングが巻き起こる。もちろん孝文もシュプレヒコールに加わることを忘れない。こういう時のクラスの結束力は主婦の財布の紐ひもより固いのである。

　どさくさに紛れて明石に消しゴムを投げつけたろーかと考えていると、後ろからトントンと肩を突かれた。振り返ると瞑が訝いぶかしげに眉み間けんに皴しわを寄せている。

「孝文、皆はいったい何を騒さわいでいるんだ？」

「ん？　あぁそれは──」

　転校してきたばかりで事情を汲くめないのであろう瞑に説明しようと口を開きかけた時、隣となりの席の晶あきらが嬉き々きとして話に割って入ってきた。

「そういや藍あい澤ざわは知らないんだよな、『蟻あり地じ獄ごく』のこと」

「蟻あり地じ獄ごく？　何だそれは？」

　瞑めいが興きよう味みを引かれたように問い返した。瞑とお近付きになるために何かと話しかけていた晶あきらは、こいつは手て応ごたえアリかとばかりに笑みを浮かべる。

「まあ平たく言えば抜き打ちテストのことだよ。ただウチの学校はちょっと変わってて、月に一度くらいこうしてホームルームの時間に一斉に開始する抜き打ちテストがあるんだ。赤点を取ったらそのまま居残り補習に入るっていうオマケ付きで、俺おれらはこのテストのこと『蟻地獄』って呼んでる」

「ふんっ。何かと思えば単なるテストか。くだらん。さっさと終わらせるぞ」

　瞑は心底つまらなそうにそう吐き捨てた。「終わらせよう」ではなく「終わらせるぞ」と口にしたことを考えれば、孝たか文ふみにも同様の成果を期待しているのがわかる。森しん羅らのプロジェクトについて放ほう課か後ごに何か説明しようとしていたのかもしれない。

　そこまで的てき確かくに理解した孝文だったが、しかし色よい返事をするではなく、ほうと沈ちん鬱うつな溜ため息いきをついた。その様子に瞑が眉び宇うをひそめる。

「どうした孝文？　何か心配事か？」

「遠とお矢やが心配事？　ないない。こいつは赤点確実だから凹へこんでるだけだって。確たしか三連敗してるよな？」

「お前だって連敗中だろ」

「遠矢、こういう諺ことわざを知っているか？　〝目くそには鼻くそを笑う資格がある〟」

「ねぇよ」

　そんなやりとりをしていると、瞑が呆あきれるような吐息を洩もらした。瞑は白い目で孝文を見やり、

「──孝文、お前はバカなのか？」

　と、端的に言った。

　晶がブッと噴ふき出だし、腹を抱えて机に突っ伏した。孝文はそんな晶を憤怒の表情で睨にらみ付つけた後、瞑の方へと引きつった笑みを向ける。

「あ、あのなぁ。学力には当然ピンキリがあんだよ。お前がどんだけ勉強できるか知らねえけど、基準を自分に置いて他人を貶けなすのは人としてどうかと──」

「そういうことを言っているわけではない」

　瞑はそう告げるとチョイチョイと指先を動かした。耳を貸せという傲ごう岸がん不ふ遜そんな指示である。不ふ承しよう不ぶ承しようながらも身を乗り出して耳を貸すと、瞑は至極あっさりと言った。

「──貴様は幽ゆう体たい離り脱だつができるんだ。カンニングしてしまえ」

　孝文は目を丸くして瞑を見やる。

「ばっ、俺にそんなズルしろって言うのか!?」

「これほど見事に言動と表情が一致しないのも珍しいな。何だその天啓を得たような笑え顔がおは」

「いや、そんなことは……」

　まあ確たしかに幽ゆう体たい離り脱だつには色々な使い道がある。たとえば覗のぞきをしたり、あるいは覗きをしたり、はたまた覗きをしたり。そういった用途に思い至るのは男の性さがであり、そういった用途に走らないのは女性に対する冒ぼう瀆とくのような気がしなくもない。

　しかしながら意外にも、孝たか文ふみは校内で幽体離脱を悪用するようなことはなかった。罪悪感があるということもその一因ではあるが、最も大きな要因は幼おさな馴な染じみの奈な美みの存在である。彼女のいかがわしい施術によって、校内にある全すべての女子トイレ・女子更衣室には既に結界が張られており、幽体離脱で中を覗けないようになっている。定期テストの前には奈美が必ずやって来て、お守りを制服に軽く縫ぬい付つけることで簡かん易い的てきな封印を施し、カンニングを防止するなど徹てつ底ていしている。

　けれど。

　今日きようのテストは予見不能の『蟻あり地じ獄ごく』であり、封印などはもちろんされていない。ここ数回は真ま面じ目めに受けて連敗していたが、そろそろ運よく赤点を免れたとなっても不自然ではないように思う。

（や、やるか？）

　ほら、森しん羅らのプロジェクトもあることだし？

　そんな言い訳じみた考えを巡らせていると、前の席からテスト用紙が回ってきた。孝文がそのテスト用紙を瞑めいへと渡すと、彼女は全てを悟っているように口の端を上げてみせる。

「よーし、全員に渡ったな？　テスト時間は三十分だ。終わった者から採点に入るから、先生のとこに持ってくるように。合格点に達していればそのまま帰っていいからな。それじゃ開始」

　明石あかしの号令と共にテストが開始された。『蟻あり地じ獄ごく』はホームルームの時間に行われることもあり、テスト時間が極端に短い。行動を起こすなら早い方がいい。孝文はお守りを身体からだから外して机の中に突っ込むと、ペンを握った状態のまま俯うつむきがちになった。こうしていれば真面目にテストを受けているように見えるはずだ。

　準備を整ととのえた孝文は徐々に幽体離脱へと移っていった。奈美のアドバイスのもと、幽体離脱をコントロールする訓練を積つんだおかげで、移行はスムーズになっている。瞳ひとみを閉じ、まるで焦点を自らぼやけさせるように全身の感覚を空間に溶け込ませていくと、やがて波にでも攫さらわれたような浮遊感が忍び寄ってきた。呼吸に合わせて身体が揺らめくような感覚になると、肉体の方を覚かく醒せいさせないよう、ゆっくりと目を開く。するとどうやらうまくいったらしく、机に向かっている自分が眼下に見えた。

（さて、と。それじゃあさっそく……）

　孝文は教室内を見渡してみた。自信満々だった瞑の答案を覗いてやろうかと考えたが、彼女の成せい績せきについては未知数だ。間違いだらけの答案だったら意味がないし、ここは万全を期して成績優ゆう秀しゆう者しやの許もとへ向かうべきだろう。そう結けつ論ろんを出した孝文は迷うことなく平へい太たの席へと近付いた。後ろからひょこりと平へい太たの答案を覗のぞき込こんでみるが、しかしそこにはまだ何も書き込まれていない。

「おいおい、どうしたんだよ？　いつもの平太ならチャチャッと終わらせるだろ？」

　今回の『蟻あり地じ獄ごく』は数学であり、平太が得意とする分野のはずだ。それでも平太の手はなかなか動かない。やっと動き出したと思ってもすぐさま止まり、視線をあらぬ方角にちらりと向けた後、ほうと溜ため息いきをつくということが何度か続く。いったい何だろうと平太の眼まな差ざしを辿たどると、その先には退屈そうにテスト問もん題だいを解く瞑めいの姿が。

　孝たか文ふみは思わず頭あたまを抱え込んだ。

（……こりゃ駄目だ。これじゃ恋する乙女おとめじゃねえか）

　平太のことだから最後の五分もあれば赤点を免れるだろうが、自分には答えを覚え、肉体に戻り、テスト用紙に書き写すという作業が必要なのだ。平太のスローペースに付き合っていたら間に合わなくなる。

　ターゲット変更。孝文はクラスで一、二を争う才女である未み来くの許もとへと飛んだ。記き憶おく力りよくを総動員して答えを暗記しようと息巻くが、何と未来のテスト用紙も白紙のままだ。そして彼女までも瞑の方を熱ねつに浮かされたような眼差しでチラチラと見て、何やら切なげな溜息をついているのである。

（は？　いったい何で──）

　その時、未来の手が自動書記するように動き、テスト用紙に何かを書き込んでいった。さすが才女、問題を暗記して暗算しているから手元を見なくてもいいのかと、孝文は感心しながら用紙を覗き込む。

　しつこいようだが今は数学のテスト中である。

　未来の視線は瞑の方を窺うかがったまま。

　そして彼女のテスト用紙には、数式でも、数字でもなく、こういった一文が書き込まれた。

『あぁ、見み目め麗うるわしい……』

　孝文はくるりと踵きびすを返し、自分の席へと戻っていった。肉体に再び入ると指を組んで掌てのひらを裏返し、うーんとその場で伸びをする。首を左右に傾かしげてポキキッと鳴らすと、ふぅと一つ吐息を洩もらした。

　インターバル。インターバル。

　何も見てない。何も見てない。

　そうして心を落ち着かせていると、ガタッと椅い子すを引く音が響ひびいた。思わず振り返れば、瞑がテスト用紙を片手に立ち上がっており、孝文に不敵な流し目を送りながら教きよう壇だんにいる明石あかしの方へと歩いていく。

「噓うそだろ？　もう終わったのか？」

　教室にいる全員の思いを代弁するように、晶あきらが呆ぼう然ぜんとそう呟つぶやいた。瞑が教卓の上にテスト用紙を置くと、明石あかしがはたと我に返ったように解答用のプリントと見比べ、赤ペンを走らせていく。やがて明石の口から紡がれる、微かすかに震ふるえる声。

「ぜ、全問正解……」

　おぉっ、とざわめきが起こった。しかし瞑めいは鼻を鳴らし、至極当然といった体ていで告げる。

「こんな幼稚な問もん題だい、解けて当たり前だ。これなら図書室で本を読んでいた方が有益な知ち識しきを得られるな」

　瞑は孝たか文ふみにだけわかるように目め配くばせし、颯さつ爽そうと教室を後にしていった。先の科白せりふは「図書室で待つ」ということなのだろう。

　合図までは気付かれなかったようだが、瞑が図書室に向かうということはクラスメイトに悟られたらしい。瞑の後を追おうとばかりに未み来くが慌てて立ち上がり、テスト用紙を明石へと提出する。

　がもちろん、

「……成なる瀬せ、補習決定な」

「な、何でですか!?　まだ採点すらしてないのに!!」

「いや採点する以前にこの解答は何だ？」

「えっ？　あっ！」

　未来が轟ごう沈ちんした後にもテスト片手に席を立つ者が続々と現れる。とりあえず赤点を免れる程度に問題を解き、図書室で瞑と偶然の再会を装おうというのだろう。しかし焦りすぎて凡ミスが多いのか、その成功率は半数にも満たない。あれよあれよという間に孝文が目を付けていた成せい績せき上位者がことごとく特攻し、赤点を取って意気消沈するか嬉き々きとして教室を後にしていく。その様子を目にした孝文は愕がく然ぜんとなった。

（やべえ！　安心してカンニングできる奴やつがもういねえ！）

　教室を見渡せば、特攻しても玉砕確かく実じつという面々しかテストと向き合っていない。これはマズイと感じた孝文は自分のクラスを見限り、再び幽ゆう体たい離り脱だつして教室を飛び出した。他ほかのクラスで頭のいい奴といえば誰だれだろうと考え、最初に思い浮かんだ人物を速攻で却下する。奈な美みは確たしかに成績優ゆう秀しゆうだが、彼女には孝文の姿が見えてしまう。カンニングなんてできるはずもない。

　こうなったら片っ端から当たる以外ない。そう考えた孝文は隣となりのクラスに飛び込むが、そこでは数学ではなく英語のテストが行われていた。そういえばテスト問題が流出した際の予防線として、クラス毎ごとに何通りかのテストが行われるのが『蟻あり地じ獄ごく』の特徴でもあった。孝文は舌打ちして別のクラスに移動するが、そこでは歴史のテストが行われている。その隣も歴史、さらにその隣は英語……。

　孝文は自分たちと同じ数学のテストを受けているのは、奈美のいるＦ組だけらしいと悟って蒼そう白はくになった。しかしそろそろ普通にテストを終える者も出てくる頃。ここまで来てしまえば背に腹はかえられない。要するに奈美に気付かれないよう、こっそりと他の奴の答案を覗のぞけばいいだけのことだと、孝たか文ふみは腹をくくってうなずく。

　孝文は焦じれながらも一度校舎から屋外に出た。万全を期して校舎をぐるりと回り込み、教室の後方から侵入するつもりである。姦かしましく鳴く蟬せみを横目に花か壇だんの上を飛び、階段の踊り場付近で校舎内へ突入。察知される危険をなるべく減らすため、奈な美みのいる教室へと通じる壁に低い位置から沈み込み、水面に浮上するようにして床から顔かおを出す。

　Ｆ組の面々は黙もく々もくとテストを受けていた。素早く危険人物の姿を捜すと、奈美は廊下側の席、後ろから四列目にいる。微妙な位置だが、まあ最後列にいないだけましである。これならば彼女が背後を振り返りでもしない限り、後ろから二列目くらいまでの答案は覗のぞき放ほう題だいだ。

（よし、これならいける）

　孝文は口の端を上げてニヤリと笑うと、後列にいる頭あたまの良さそうな奴やつを捜した。すると窓際の最後尾にいかにも勉強ができそうな、平へい太たの女版といった感じの女子を見つける。孝文は床の上まで浮き上がると、奈美の方を窺うかがいながら抜き足差し足でその女子へと近付き、そっと答案を覗いた。

　──ビンゴ。

　解答を書く欄らんは九割がた埋まっている。ここまでできていればさっさと提出して帰宅なり部活なりに出かけるのが普通だろうが、彼女は慎重な性格なのだろう。計算が合っているかじっくりと見直している。この分ならば時間いっぱいまで使うのが濃のう厚こう。

（ええと、最初の答えが３か。げっ。次は小数点まで付くのかよ。全部覚えられっかな）

　幽ゆう体たい離り脱だつの連続使用は精神的な疲ひ弊へいを伴う。教室内には奈美もいることだし、そう何度も行ったり来たりはできまい。今回だけで何とか赤点を免れる程度の答えは暗記して帰ろうと、孝文は自身の記き憶おく力りよくを総動員して解答用紙に集中する。そうして数分が経過した頃だろうか。不意に肩をポンポンと叩たたかれた。

「うっせえな。いま大事なとこなんだよ。後にしろ後に」

　ポンポン。

「だ・か・ら、俺おれの邪じや魔まをする奴は何なん人びとたりとも──」

　そう言いながら眦まなじりを決して振り返ってみると、すぐ目の前に奈美が立っていた。

　静かな眼まな差ざしが眼鏡めがね越しに向けられる。

　孝文は硬直したまま一言も発せない。

（…………………………お、）

　落ち着け、俺。

　落ち着くんだ、俺。

　いやこれは何かの間違いだ。暑さにやられた幻覚だ。だってそもそも幽体離脱している自分に触れるなんて芸当できるはずが──

　奈美の右手がスッと持ち上がった。その手には彼女が先日部室でちくちくと縫ぬっていた、あの呪じゆ術じゆつ的てきなフェルト人形が手袋の如ごとくはめられている。奈な美みは孝たか文ふみの疑問を明めい確かくに察しているらしく、平へい坦たんな声で告げた。

「これは対たい魂こん魄ぱく用よう接触呪術人形。ボクは『グゥグゥさん』と名付けた」

「……さ、左さ様ようですか」

　引きつった笑みを浮かべる間もあればこそ、孝文は耳をグゥグゥさんの両手でむんずっと摑つかまれた。しかし孝文の存在を察知できないクラスの面々は、奇異な眼まな差ざしで奈美を見詰める。

　奈美は最低限の説明の必要を感じたらしく、孝文がカンニングしていた女子に向かい端的に言った。

「変なのが憑ついてた。捨ててくる」

「えっ……あ、ありがとう」

「ん」

　奈美は孝文の耳を引っ張りながら、自分のテスト用紙を先生に提出した。その場で全すべての解かい答とう欄らんにマルが付けられるのを見て取ると、そのまま教室を出て孝文のクラスへと足を向ける。途中で言い訳めいた言葉を並べてみたが奈美は全く耳を貸さず、やがて孝文の教室に辿たどり着つくと躊躇ためらいなく中へと入っていく。

「野の乃の崎さきじゃないか。どうした？　まだテスト中だぞ？」

　明石あかしが訝いぶかしげにそう声をかけてくる。奈美は孝文の身体からだに歩み寄ると、魂魄を中に戻しながら再び端的に説明した。

[image: ]

「魂たま抜ぬけしてたから戻しに来た」

「たま……なに？」

　明石あかしと同様に、教室に残っているクラスメイトが揃そろって首を傾かしげた。しかし奈な美みはそれ以上の説明をしないし、彼女が奇妙な言動を取る霊れい感かん少女だということは全校に知れ渡っている事柄だ。いまさら驚おどろくようなことでもないと感じたのか、誰だれも深く掘り下げて訊きいてくることはなかった。

　肉体に強制的に戻された孝たか文ふみは、無表情で見下ろしてくる奈美に誤ご魔ま化かし笑いで応じつつも、内心ではほっと胸を撫なで下おろす。こうなった以上は赤点は免れないだろうが、この場に瞑めいがいないのはせめてもの救いだ。先ほどの奈美の言葉は幽ゆう体たい離り脱だつ云うん々ぬんを知らないクラスメイトにはちんぷんかんぷんだろうが、瞑にとってはきっと気になる単語だろう。二人が邂かい逅こうして森しん羅らのプロジェクトが話わ題だいとなれば、奈美は反対するに違いない。せっかく競きよう泳えいの代わりに打ち込めそうなものを見つけたというのに、そんなことになっては目も当てられない。

（まあ不幸中の幸いってとこか。瞑がテスト終わってて助かったな）

　そんなことを思いつつ、ふと視線を動かした時だ。そこにいるはずのない人物を視覚が捉とらえ、孝文は驚きに目を瞠みはる。

　瞑がいた。

　教室の後方にあるドア、孝文たちが今まさに入ってきたその場所に、瞑がいつの間にか姿を現していた。

　孝文の驚きよう愕がくを不審に感じたのだろう。奈美が背後を振り返り、瞑と視線を交わした。大おお仰ぎような言い方ではなく、両雄あい見まみえるといった感じだった。

　奈美は孝文の魂こん魄ぱくを肉体に戻したばかりで、グゥグゥさんをはめた手で孝文を半ば抱き締めている。その様子を目の当たりにした瞑の眼まな差ざしがスッと鋭するどく細められた。やはり先ほどの言葉を聞かれていたのだろうかと孝文が戦々恐々とするなか、室温を下げていくような睨にらみ合あいがしばし続く。孝文の心しん臓ぞうは早はや鐘がねを打ち、冷たい汗が背筋を伝い落ちていった。

　最初に動いたのは奈美だった。思い出したように孝文から手を離はなすと、何事もなかったようにドアへと歩き出す。それを見て瞑も教室内へと足を踏ふみ入いれ、お互いの距離が縮ちぢまっていき──そして、肩が触れ合うほどの近さですれ違った。一言も交わさず、一いつ瞥べつも送らず、それでも直感的に互いを只ただ者ものではないと察しているような、危ういニアミスだった。

　奈美が教室を後にしたことで、虎とらとライオンが一つの檻おりにいるような緊きん迫ぱく感かんは去った。瞑が奈美に声をかけなかったということは、話は聞かれていなかったのだろう。

「ど、どうしたんだよ？　何か忘れ物か？」

「あぁ。本を借りようとしたんだが、貸し出しカードを作るのに生徒手帳がいるらしくてな。机に入れたままだから取りに来た」

　そう答えた瞑めいは奈な美みについて何か訊たずねたそうだったが、結局口を噤つぐんだまま机の中を探り始めた。その反応にどうやら間違いなく聞かれていなかったようだと、孝たか文ふみは安あん堵どの吐息を洩もらす。

　この時、孝文はまだ気付いていなかった。心を砕くべきものは、もっと別のところにあったのだということに。







「遠とお矢や、いるか!?　先生はここにいるぞ!?」

　捜してねぇよ。

　教卓裏に身を潜ひそめたまま、孝文は心の中でそうツッコミを入れた。補習も終わったことだし、とりあえず図書室に向かおうと席を立ったのがつい先ほどのこと。しかし、ふと窓の外に目をやると、渡り廊下を足早に歩いてくる水泳部顧こ問もんの林はやしの姿が見えた。嫌な予感を覚えて咄とつ嗟さに隠れたのだが、どうやらビンゴだったらしい。林はまだ孝文に水泳を諦あきらめさせる気はないのだろう。明日はちょうど大会もあることだし、せめてそこに連れ出して闘とう争そう心しんに再び火を灯ともさせようという、単純明快な意図がありありと窺うかがえる。

（もう放っておいてくれよな……）

　林のことは別に嫌いではない。かなり暑苦しく夏場には十メートル以内に近寄りたくないが、教育熱ねつ心しんないい先生だとは思う。しかし、林を見ているとどうしても競きよう泳えいに打ち込んでいた頃のことを思い出してしまうのだ。それがどうしたと言い切れてしまえばいいのだが、そこまで割り切れるようになるには時間が足りないらしい。泳いでいた時の場面がフラッシュバックするのは、今の孝文にとっては正直辛つらい。

　孝文の位置からは見えないが、教室をじっくりと見渡していたらしい林が、ふと何かに気付いたように声を上げた。

「おい金かね田だ、お前は遠矢と仲良かったよな？　教室にいないみたいだが、遠矢はもう帰ったのか？」

　晶あきらは突然教卓に隠れた孝文のことを不審がり、すぐ横までやって来ている。孝文が祈るような心持ちでいるなか、晶は「どう答えよっかなー」とばかりに、薄うすら笑わらいを浮かべて孝文をチラリと見やった。

（ま、まさかダチを売ったりは……）

　しそうである。

　こいつならしそうである。

　そう判断した孝文は即座に危き機き回かい避ひのために思考を巡らせた。そして晶が裏切りの言葉を口から吐き出そうとしたその瞬しゆん間かん、鞄かばんからある物を取り出してこちらに意い識しきを向けさせる。孝文が手にした物、それは──エロ小説『静しず香かの海』。

　晶あきらは最初、その小説がどういったものかわからなかったようで、微かすかに小首を傾かしげた。しかしすぐさま理解し、同時に孝たか文ふみの意図も悟ったらしい。ユダのような裏切りの薄うすら笑わらいが一変し、それはそれはいい笑え顔がおを浮かべた。ご利益がありそうな満面の笑顔だった。

　晶は「任せとけ、俺おれたち親しん友ゆうだろ!?」とばかりに、教卓の下でグッと親おや指ゆびを立ててみせた。アホである。何というか、アホである。言い換えるなら阿あ呆ほうである。

「えっ、遠とお矢やっすか？　あいつならもう帰りましたよ？　やけに急いでたから用事でもあったんじゃないすか？」

　するとそれを聞いた級長の未み来くが、

「あれっ、でも遠矢くんならそこに、」

「シャラーップ！　シャ・ラーップ!!」

　アホが吠ほえた。滅多にない気合だった。その気迫に負けて口を噤つぐむ未来。スマン級長。お前は何一つとして間違っていないが、今回はアホに屈してくれ。

　晶の雄お叫たけびを聞き、林はやしが弾んだ声を上げる。

「おぉっ、どうした金かね田だ!?　今日きようはやけに気合が入ってるじゃないか！　よし、先生と一緒に叫ぶか!?　大空めがけ叫ぶか!?」

「あいやそれはいいッス」

「遠えん慮りよするな、青春は待ってくれないぞ!?　さあ！　さあ!!」

　室温が急に上がったようだった。教卓めがけ同情の視線が集まったように感じられるが、それもあながち気のせいではないかもしれない。

　晶がノッてこなくて残念なのだろう。林はしょんぼりとした声こわ音ねで言う。

「……そうか。まあ、教師に反発するのも青春だからな。もし遠矢を見つけたら、先生のとこに来るよう伝えておいてくれ」

　林が立ち去る気配を感じてから三分後、孝文は恐る恐る教卓から姿を現した。晶はやりきった笑顔で孝文を迎え、手を差し出して例のブツを要求してくる。エロ小説を頭ず上じように掲げ、「はい、上げたー」なんて冗じよう談だんを飛ばせば刺されてしまうんじゃないかと思えるほど邪よこしまに純粋な眼まな差ざしをしていたので、孝文は大人おとなしく『静しず香かの海』を晶の手に握らせる。

　そのまま教室を後にしようとすると、

「あ、遠矢くん。ちょっと待って」

　と、未来に呼び止められた。何か小言を言われるのかと振り返ってみると、未来は孝文が足を向けかけたのとは逆方向を指差す。

「肉だん……じゃなかった。林先生はそっち行ったから、逆から帰った方がいいよ？」

　未来の目には「あんな先生に気に入られて大変だなぁ」という憐れん憫びんの色がありありと浮かんでいる。

　──ほっとけ。




　電話が鳴った。

　とはいえ孝たか文ふみの携帯電話ではない。鳴ったのは来客用の正面玄関へと続く廊下に設置されている、三つの公衆電話のうちの一つ。孝文に一番近い位置にある、右端の公衆電話である。

　辺りを見渡してみた。人っ子一人いない。当たり前である。人目に付かないよう、使用頻ひん度どの少ない正面玄関に回ったのだ。わざわざ遠回りしてそのコースで帰路につこうとしているのは、当然ながら林はやしの目から逃れるため。何とかして面倒くさい状況に陥らないよう、こうして迂う回かいしているというのに……。

　電話はなおも鳴り続ける。明らかに面倒くさい状況下である。

「………………」

　孝文はしばし黙もつ考こうした後、何も聞かなかったとばかりにスルーして歩き出した。すると孝文を阻もうとばかりに、今度は真ん中の公衆電話が鳴なり響ひびく。それすらも無視して歩を進めると、半ば予想していた通りに左端も鳴り始める。

　公衆電話を三つとも通り過ぎた時、孝文の携帯がメールの着信を伝えてきた。嫌な予感を抱きながら携帯を見やると、誰だれとも知れぬアドレスからメールが入っている。開いてみると、そこにはこんな文面が。

『まさかガン無視されるとは思ってもみませんでした……。

後ご生しようですから、真ん中の公衆電話の後ろにあるものを手にしてください』

　どこのどいつか知らないが、メルアドまで摑つかまれていては無視を続けるわけにもいかない。孝文は少し戻り、真ん中の公衆電話の後ろを覗のぞき込こむ。するとそこには、新品の双そう眼がん鏡きようが隠されていた。

　双眼鏡を手にした途端、再びメールが入った。そこには端的に、『六時の方向にあるビルの屋上』と書かれている。

　孝文は一つ溜ため息いきをつくと、指定されたビルの屋上に双眼鏡を向けた。そのままおざなりに目もく標ひよう物ぶつを捜していると、視界の端に何者かの影かげが映り込む。孝文はその人物が視界の真ん中に入るように双眼鏡を動かし、そしてそこで固まった。

　──メイドさんがいた。

　歯科医の看板の上、演出過剰、用意周到にスタンバっていたその人物は、如才ない笑え顔がおを浮かべ、非の打ち所のないメイド服を着こなして、双眼鏡の奥で優ゆう雅がに一礼してみせた。

　あんぐりと口を開けていると、メイドさんは携帯を取り出し、それをちょいちょいと指差す。すると孝文の携帯から電話の着信音が鳴り響いた。孝文は双眼鏡を覗き込んだまま、のろのろとした動作で携帯を耳元に持っていき、通話ボタンを押す。

　メイドさんは開口一番こう告げた。

『初めまして。地上最強のメイドです』

　即座に電話を切り、双そう眼がん鏡きようを戻し、早足でその場から離はなれた。するとピンポンパンポンと校内放送が始まり、フランクな物言いで生徒からの受けもいい田た辺なべが、

『えー、二年Ａ組の遠とお矢や孝たか文ふみくん。二年Ａ組の遠矢孝文くん』

　そこで躊ちゆう躇ちよするような間が空き、

『地上最強のメイド、様からお電話が入ってます。至急職しよく員いん室しつまで来てください。あと、電話が済んだら先生のとこに来るよーに。メイド喫茶に入り浸るのは個人の自由だが、それを校内に持ち込む問もん題だいについてじっくりと話し合おうじゃないか』

　ドッと笑いが起こった。校内で部活に勤いそしんでいる生徒たちのものであろう。

　孝文は回れ右して公衆電話の位置まで戻り、歯科医の看板の上を目視しながら携帯の着信履り歴れきの番号を押した。呼び出し音すら響ひびかせずに繫つながった相手に対し、微かすかに震ふるえる声で言う。

「──よし、甚はなはだ遺い憾かんだが用件を聞こう」

『ああ、良かったぁ。校内放送まで無視されたら、〝突如現れた血まみれの男が死の間際に携帯電話を託す〟、みたいなイベントを演出するしかないと思ってました』

　良かった。この時点で心が折れて本当に良かった。

　そう思ったがもちろん口には出さない。下へ手たに刺し激げきしない方がいいと本能が告げているし、双眼鏡で覗のぞいた限り相手は年上である。孝文は一つ深呼吸して気持ちを落ち着け、口を開いた。

「それで？　あなたはいったい何者なんすか？」

『あら、そういえばまだ名乗っていませんでしたね。これは大変失礼いたしました。わたくしは片かた倉くら桔き梗きようと申します。以後お見知りおきを』

「はあ。えーと、片倉さんはあれですか？　藍あい澤ざわ家けのメイドさんとか？」

『さすが孝文様。瞑めいお嬢じよう様さまが見込まれただけあって、話が早くて助かります。孝文様が仰おつしやる通りです。わたくしは藍澤家にお仕えする、地上最強を自負するメイドです』

　ツッコミはこの際放棄する。雇い主を特定できたのもメイドさんを抱えているような人物が他ほかに誰だれも思い付かなかっただけなので褒ほめられるようなことじゃない。それよりも、

「用件は？」

　再びそう問いかけると、桔梗はにこやかな口く調ちようで告げた。

『先ほどから窺うかがっておりますと、孝文様は部活に連れ戻そうとする林はやし様から逃げ回っているご様子。これからの孝文様は部活に時間を割いてる暇などないでしょうし、森しん羅らの研究を進めるうえで林様は有害な人物と断じて差さし支つかえないように思われます。ですので孝文様さえよろしければ、わたくしが林様を排除し、円満に解決しようと考えているのですが……いかがでしょうか？』

「は？　何でそんなこと知ってるんすか？　先ほどから窺ってるって、いったい──」

『あら、瞑お嬢様からお聞きになっていませんか？　孝文様が被ひ験けん者しや候補になった時点から、森羅が陰ながら身辺警けい護ごの任に就いているのです。当初は諜ちよう報ほう四課かが学校周辺に配置されていたのですが、一日も経たたずに居場所に侵入され面が割れたとのことでしたので、その日の夜から急きゆう遽きよわたくしが孝たか文ふみ様に張り付いております』

　その科白せりふを聞いて脳裏を過よぎるのは、一昨日おとといの怪しげな連中。桔き梗きようは孝文が何に思い至ったか悟ったらしく、電話越しにうなずく。

『孝文様がお考えになっている通りです。相応の訓練を積つんだ者たちばかりだったのですが、まさか易やす々やすとその存在を悟られるとは思ってもみませんでした。浜辺でお会いしたご学友もかなりのものですね。わたくしが地上最強でなけれは、恐らくあのカメラに姿をはっきりと捕らえられていたことでしょう』

　あの連中の存在に気付いたのは偶然なのだが、わざわざそれを教える必要はないだろう。小こ夏なつが言っていたヴァンパイアの如ごとき動きを見せた女性も、やはり実在していたということか。

　孝文が言葉を失っていると、桔梗は話を続けた。

『それで、いかがいたしましょう？　直裁的かつ迅速な対処を望まれるのであれば、ここから狙そ撃げきすることもできますし、少々お時間をいただければ殲せん滅めつ確かく率りつの上がる肉弾戦を仕掛けることもできます。あっ、その場合は屋上に移動されることをお勧めしますね？　少しばかり手加減して、優ゆう雅がで白はく熱ねつした戦せん闘とうシーンをご覧らんに入れますので』

　何やら血なまぐさい言葉がポンポンと飛び出している。ここが学校ということを彼女はわかっているのだろうか？

　最近こんな役回りばっかりだなぁと、孝文はげんなりしながらも諫いさめるため口を開く。

「俺おれは部活に戻る気ないんで、そんな必要ないと思いますよ。というか、肉団子が邪じや魔まになったとしても、もうちょい平和的な解決方法ないんすかね？」

『──平和的？』

　それまで上じよう機き嫌げんに思えていた桔梗の様子が一変し、弾むような口く調ちようはあからさまにトーンダウンした。好戦的な性格ゆえにテンションが下がったのかと思ったが、どうやらそういうことでもないらしく、機械的な冷たさを帯びた声が携帯から洩もれ聞きこえてくる。

『……孝文様は瞑めいお嬢じよう様さまの研究に協力を申し出たと、そう伺っておりますが？』

「は？　まあ、そうですけど？」

『失礼ですが、孝文様は瞑お嬢様の研究の意義を正しく理解しておられますか？　森しん羅らは藍あい澤ざわ源げん之の助すけ様のご遺い志しを受け継ぎ、宇宙の謎なぞを紐ひも解とくという高尚な目的のために動いているのです。我々はどこから来て、どこへ行くのか。そういった人じん類るいの起源さえも詳つまびらかにしようという、史上空前の試みを成そうというのです。だというのに、平和的な解決？　もしや孝文様、これまでもこれからも、何の犠ぎ牲せいも払うことなく研究が進むと、そんな夢物語を抱いているのですか？』

　斬きって捨すてるような物言いに、孝文は目をぱちくりさせて口を噤つぐんだ。しかし桔梗は刀を納める気はないとばかりに、さらに言い募る。

『人じん類るい史上、犠ぎ牲せいなくして成った偉業はありません。孝たか文ふみ様も正式な被ひ験けん者しやになった以上、瞑めいお嬢じよう様さまの研究をもっとご理解ください。この世に平等など存在しないのです。もし今後同様に森しん羅らの研究を進めるうえで障害となるであろう存在が現れた場合、必要な犠牲として排除するという選択肢も生まれてしかるべきなのです。もちろん、それが相手の死を意味することとなってもです』

「なっ……!?　そんなことっ、」

『できませんか？　ハラショー。素晴らしい。民主主義教育の賜たま物もの、涙が出るほどの人じん権けん尊そん重ちようです。しかし人類の進歩と天てん秤びんにかけた場合、そんなものは水素ほどの重みも持ち得ません。かつて月面に第一歩を踏ふみ出だしたアームストロング船長はこう言いました。〝一人の人間には小さな一歩だが、人類には大きな飛ひ躍やくだ〟。それをはるかに超える大胆な一歩を踏み出そうという孝文様の覚悟は、いったいどこにあるのですか？』

　──俺おれの、覚悟。

　それを考えようとした時、翼つばさの顔かおがふと浮かんだ。確たしかに彼女の存在がきっかけとなり、瞑の申し出を受けることとなった。しかしそれが自分の覚悟とどう繫つながるのか咄とつ嗟さには言葉にできないでいると、

『答えられませんか？　当然でしょう。なぜなら孝文様の人生に明めい確かくな覚悟などというものが存在したためしがないのですから』

　あっさりと、まるで虫を踏ふみ潰つぶすように無造作に、そんな言葉を叩たたき付つけられた。

　怒りのために目の前が赤く明滅する。たとえ年上だとしても、初対面の相手にかけられるような科白せりふではない。孝文は一度顔を伏せてギリッと歯は嚙がみすると、すぐさま顔を上げて携帯越しに怒声を浴びせようとした。ところが、口を開けたまさにその瞬しゆん間かん──。

　ピシッ。

　不意に何かが軋きしむような音が響ひびき、それとほぼ同時に多量の硬貨が落ちるような、硬こう質しつな音が背後でした。何事かと振り返ると、公衆電話の施せ錠じようされている蓋ふたの部分がなぜか破は壊かいされ、ぱっくりと大口を開けていた。そしてそこから、中にあったと思おぼしき十円玉が滝のように零こばれ落おちている。

　当惑しながらも視線を戻すと、目の前の窓に大きなヒビが走っていた。その根元を辿たどってみると、パチンコ玉ほどの小さな穴が開いている。

（は？　これ、いったい……）

　その時、脳内で桔き梗きようの言葉が自動再生された。

〝──ここから狙そ撃げきすることもできます〟

　弾かれたように桔梗の方に視線を馳はせる。距きよ離りがあるのではっきりとした姿は見えないが、彼女の手にいつの間にか見慣れないものが握られていた。その正体について不吉な推測が閃ひらめいた途端、頭あたまに上っていた血が一気に引いていく。膝ひざが自然と笑い出し、喉のどがひりつくような渇きを訴えてきた。
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　そんな状態の孝たか文ふみを笑うでもなく、桔き梗きようは冷淡に言を継ぐ。

『魂の速度は人の覚悟に比例すると、そうわたくしは考えます。正直、孝文様が翼つばさ様と同等の速度に達するとは到底思えません。孝文様のプロフィールについては詳細に目を通しましたが、ずっと続けていた水泳をつい先日に辞められたそうですね？　足のハンデを承知のうえで、それを超克する覚悟で取り組んでいたのではないのですか？　いまさら足の怪け我がを理由に投げ出すなんて大した覚悟ですね。尊敬に値します』

　皮肉に対する怒りの炎も、心しん臓ぞうに突き付けられた氷柱を溶かすことは敵かなわなかった。桔梗とは数百メートルも離はなれているというのに、自分に向けられる殺意が肌で感じられるようだ。今は気き紛まぐれでトリガーを引かないが、話が終わった瞬しゆん間かんが自分の寿命が尽きる時なのではと、そんなことを本気で思う。

『教えてください。覚悟なき人生に何の意義があるのですか？　わたくしにはスコープ越しに手に取るように見えています。物事を中途半端に投げ出しても平然としている孝文様の惨めな未来が。嘆かわしく、腹立たしく、無様で、いっそ神の真ま似ね事ごとをして救いの手を差し伸べたくなります。孝文様、後悔するほどの密度もない生を送るより、このまま逃げ出しますか？　わたくしにはそのお手伝いができます。死は、甘美なる永遠の逃走ですから』

　一発の弾丸が過あやまたず額ひたいを貫くイメージ。

　すぐさまこの場を逃げ出したいが、桔き梗きようの殺気はまるで呪じゆ縛ばくのように手足の自由を奪う。孝たか文ふみは半ばへたり込むようにして窓の下に隠れると、床を這はって安全な場所に逃げようとした。みじめで情けない行動だが、そんなことを気にしてはいられない。こんなところで、わけもわからないまま射殺されてたまるかと、歯を食いしばって必死に匍ほ匐ふく前進する。

　するとその時、取り落としていた携帯から、ぽつりと声が洩もれた。

『………………なーんちゃって』

　その口く調ちようには冷れい徹てつさの欠片かけらすら含まれていない。孝文はすぐ傍そばに落ちている携帯をまじまじと見詰めた。

『冗じよう談だんですよ。仮にも瞑めいお嬢じよう様さまのご学友を私情を挟んで撃うち殺ころしたりしません。孝文様に今のご自身の立場を理解していただくため、少しばかり演出して臨りん場じよう感かんを出しただけです』

　悪びれた様子もない桔梗の明るい声は、さらに言葉を紡いでいく。

『正直に言うとですね、森しん羅らは林はやし様の存在など歯し牙がにもかけておりません。もし本当に障害となったとしても、藍あい澤ざわ家けの力をもってすれば、孝文様が仰おつしやるような平和的な解決方法が採られることでしょう。今回わたくしがこういった演出をした理由はただ一つ。孝文様の覚悟の程を見極めるためです。孝文様、公衆電話をご覧らんください』

　言われるままに公衆電話を振り返った。被弾した右端の電話からは、既に十円玉の落下は収まっている。

『公衆電話の開いた蓋ふたから手を突っ込み、中を探ってみてください。そこにはある電話番号が記されたメモが入っています。わたくしの話を聞いて森羅の研究に打ち込む気を失ったなら、その番号におかけください。何か話す必要はございません。番号がコールされた時点で、孝文様がご自身の意思で森羅との関係を断ったとみなされ、一介の高校生に戻ることができます。そうすれば孝文様は晴れて自由の身。日々の平凡な生活に戻れるのです』

　平凡な生活。

　その言葉が甘い誘惑として聞こえたのは生まれて初めてのことだろう。孝文の中ですぐさま公衆電話に飛び付きたいという思いが湧わき上あがってくるが、しかしそれと同時に、そうすることに対する罪悪感のようなものがチリチリと胸を焦がす。

　孝文が床に這いつくばったまま躊ちゆう躇ちよしていると、通話中の携帯からさらなる言葉が紡がれた。

『どうしたのです？　何を躊躇ためらうのです？　それほど翼つばさ様との接点が消えるのが怖いですか？』

　それはあまりにも唐突な問いかけだった。思考がフリーズするなか、孝文は反射的に携帯めがけ声を上げる。

「べ、別に吉よし野のさんは関係ねぇだろ！」

『ああ、やっと返事をしてくれましたね。でも今の反応で確かく信しんしました。孝文様、ご自分ではお気付きになられていないのですか？　身の危険を感じても森しん羅らとの関係を断つことを躊ちゆう躇ちよする。そこに翼つばさ様の存在があるならば──』

　桔き梗きようはそこでいったん言葉を切ると、楽しげにクスリと笑みを零こぼした。そして、孝たか文ふみの意い識しきに浸透させるように、ゆっくりとこう告げる。

『──それはもう恋でしょう？』

　顔かおが赤くなっていくのが自分でもわかった。しかしそれが図星を突かれたためか、あるいは根拠のない妄言に対する反発なのか、全く判断がつかない。孝文はとりあえずとばかりに携帯を拾い上げ、声を荒げて言った。

「だ、だから吉よし野のさんは関係ねえって！　適当なこと言うなよ!!」

『あら、そうなのですか？　失礼しました。わたくしは思い込みが激はげしい方ですので、てっきり翼様のことが気になって仕方ないのかと。しかしそうなりますと、そこまで迷われる理由がわかりかねます。──もしや孝文様、暇ひま潰つぶしなどと仰おつしやいませんよね？』

　侮ぶ蔑べつを孕はらんだ言こと葉ば尻じりに、しかし孝文は何も言い返せなかった。孝文の中で渦を巻くのは、ここ数日の様々な出来事。

〝……私のこと、そんなに好きじゃないくせに〟

　あの告白は本心からのものだったのだろうかと、今になって不安になる。水泳部を辞めることを考えていた自分は、恋人との甘いひと時をその代替物にしようと、心の奥底で考えていたのではないだろうか？

〝一いつ生しよう懸けん命めいになれるものからドロップアウトしたからといって、情じよう熱ねつを傾けられるような対象を手当たり次第に見つけようとするのは止やめた方がいい〟

　一度は怒りに震ふるえた奈な美みの言葉だが、傍はたから見ればそうとしか思えないのかもしれない。それがどうした、これが自分のやり方なのだと開き直るのは容易たやすいが、本気で取り組んでいる者には容認できるものではないだろう。

　そして──

〝──命を賭かけてまで月に行く理由、先せん輩ぱいの中にあるんですか？〟

　そんな大げさなことじゃないと、そう鼻で笑うような部分が自分の中にきっとあったのだと思う。あるいは、それは意外と容易いことなのだと、何の根拠もなく軽視していたのだろう。

　けれど。

　銃口で狙ねらわれ、死の恐怖を間近に感じた孝文は、滑こつ稽けいなほどに竦すくみ上あがった。月に行くことを諦あきらめた一昨日おとといの夜以上に、骨身に染みる戦せん慄りつを味わった。お前には何の覚悟もなく足手まといにしかならないと、そう断言されたところで、言い返す術すべがあろうはずもない。

　孝文が物思いに沈んでいると、桔梗が慰なぐさめるように優やさしい口く調ちようで言った。

『今も森羅の研究に協力しようとお思いですか？　それとも、話を聞いて意義も覚悟も失いましたか？　いずれにせよこれからの判断は孝文様にお任せします。ドロップアウトするなら先ほど指示した通りの行動を取ってください』

「あ、ああ。わかった」

　心ここにあらずの体ていでとりあえず返事をすると、桔き梗きようが最後に付け加える。

『孝たか文ふみ様、色々と差し出がましいことを申しましたこと、どうぞお許しください。瞑めいお嬢じよう様さまの研究は孤高ゆえに危険も多く、遊び半分で手を出せば火傷やけどくらいでは済まないのです。しかし、それを理解したうえで瞑お嬢様の研究を手伝いたいと、そう仰おつしやってくださるなら──地上最強を自負するこの片かた倉くら桔梗、命に代えても孝文様をお守りします』

　その言葉には演出するような大おお仰ぎようさもからかうような軽快さもなく、ただ真しん摯しな響ひびきがあった。

　孝文は床から身体からだを起こし、ビルの屋上を振り仰ぐ。

　地上最強のメイドの姿は、既にそこから消えていた。







「……小こ夏なつ、もういい加減にしてくれない？　ボクまで気が滅め入いる」

　アンニュイな溜ため息いきを隙すき間ま風かぜのように洩もらしていると、部室の片隅で読書をしていた奈な美みが、不意にそう話しかけてきた。しかし小夏は長机の上に顎あごを乗せてぐたっとしたまま、顔かおを上げることもできない。

「にゃー。そんなこと言われたって無理っすよ。部長もさっきの放送聞いてたでしょ？　遠とお矢や先せん輩ぱいはメイドさんが好きだったんです。小夏はどうせメイドさんじゃないやい。所しよ詮せんはピチピチの女子高生だい」

「……少し落ち着いて。張り合い方がおかしくなってる。だいたいさっきの放送で言ってた電話だって、悪戯いたずらの可能性が高いとボクは思う。地上最強のメイドなんて普通は名乗らない」

「にゅうぅ、部長は優やさしいっすね。慰なぐさめてくれてありがとうです。でも、問もん題だいはそれだけじゃなくて……」

　そう言って小夏がチラリと視線を向ける先には、中身がほとんどない一本のスポーツドリンクが置かれている。小夏はそれを見て本日何度目になるかわからない溜息をつくと、ごんっと額ひたいを机に押し付け、ぐりぐりぐりと摩ま擦さつで火を起こせそうなほど頭あたまを左右に振った。

「ううう。せっかく部長に惚ほれ薬ぐすりを作ってもらったのに、それでわざわざライバル増やしちゃいました。小夏はドジです。ドジッ娘こです。そしてドジッ娘というスキルを手に入れたことを少し嬉うれしく思う小夏はもう色々とダメダメです」

「最後の部分にはボクも同意する」

「にゃあっ!?　どうせなら全面的に慰めて欲しかった！」

　小夏は勢いよく顔を上げてショックの表情を見せると、再び机の上にべちゃっとへたり込む。

　奈美はそんな小夏の様子に感染したのか、小さく吐息を洩らした。そのまま諦あきらめて読書に戻るとばかり思っていたが、後こう輩はいをこのまま放っておけないとでも考えたのか、少し躊ちゆう躇ちよするような間を挟んだあと静かに口を開く。

「……小こ夏なつに謝あやまらなきゃいけないことがある。実は小夏に手渡したあの惚ほれ薬ぐすり、偽物なんだ」

「ふにゃ？」

　小夏は驚おどろいて顔かおを上げ、奈な美みの事をまじまじと見詰めた。

　奈美はさらに言葉を続けようとするが、こっちの方が手っ取り早いとばかりに椅い子すから立ち上がり、スポーツドリンクを手にする。そして、

「証拠を見せる」

　端的にそう言って、スポーツドリンクの残りを一気に飲み干した。

「そ、それはマズイっすよ部長！　今は部室で二人っきり!!」

　目を合わせるのを避さけるため、小夏は両手で慌てて顔を覆おおった。しかし生来の好奇心はそんなものでは隠れることなく、大きく開いた指の隙すき間まからばっちり奈美が見えている。これじゃ意味がないと知りつつも、指と指がＮ極同士になったかのように反発し、視覚は奈美の変化を余すことなく伝えてくる。

　奈美は半ば呆あきれながら言った。

「そんなことしなくても大丈夫。さっきも言ったけど、これ偽物だから」

「ほ、本当ですか？　身体からだ、何ともなかったりします？」

「もちろん。小夏に渡したのは滋じ養よう強きよう壮そうの効果がある薬やく草そうをブレンドした、言わば栄養ドリンクみたいなもの。人によっては一時的に心拍数が上がったり代たい謝しやが良くなったりするかもしれないけど、ただそれだけ。目を見たからといってボクが小夏に惚れてしまうようなことはない」

　それを聞いてやっと安心し、小夏はそろそろと顔から両手をどける。

　奈美は目を伏せると、「……噓うそをついてゴメン。騙だますつもりはなかったんだ」と告げた。しかし小夏は事態が吞のみ込こめず目をぱちくりさせるしかない。するとその無言を声も出せず怒りに打うち震ふるえているとでも解釈したのか、奈美は視線を落としたまま口早に続ける。

「小夏の立てた作戦の意義はわかる。でも、惚れ薬は人の心を捻ねじ曲まげる毒どく薬やくでしかない。ボクはもう二度とあんなもの作らないって、そう決めてる。ボクにこんなこと言う資格はないけど、小夏も薬に頼たよろうとするのは止やめて──」

「にゃ？　部長、本物の惚れ薬を作ったことあるんですか？　いったい誰だれに使ったんです？」

「!?」

　迂う闊かつ、とばかりに奈美がハッと息を吞んだ。小夏は身を乗り出し、畳み掛けるように訊たずねる。

「それってもしや、部長にも好きな人がいるってことっすか!?　部長に好きな人がいたなんて初耳っす！　誰ですか誰ですか!?　小夏が知ってる人っすか!?」

「……さあ、何のこと？」

「誤ご魔ま化かそうったってそうはいかないんだぜ!?　恋バナは乙女おとめのカンフル剤！　メガネ先輩もまだ来てなくて二人きりですし、語り明かしちゃってください！」

　小こ夏なつは鼻息荒く詰め寄った。惚ほれ薬ぐすりが偽物とわかった時点で既に落ち込みモードからは完全に回復しているのである。

　しかし、さすがに海千山千のオカルト研究会部長である。奈な美みはすぐさま普段通りの無表情に戻ると、眼鏡めがねを正しながら逆に問いを投げかけてきた。

「そんなことより、これからどうやって遠とお矢やをオカルト研究会に引き入れるつもり？　ボクはもう惚れ薬は作らないよ？」

　花より団子。恋バナよりオカルト。小夏は話題を逸そらされたことに気付きつつも、むむむと唸うなり声ごえを上げる。

「うーん、確たしかにこれじゃ作戦を練り直さなきゃいけませんね。くうっ。そもそも他ほかのことに気を取られてる先せん輩ぱいに、オカルト研究会に快く入ってもらうっていうのは無理ありましたかね？」

「他のことに気を取られてる？」

「ふに？　いや、遠矢先輩って競きよう泳えいに未練たらたらなの丸わかりで、何となく覇は気きがないって感じなんですけど……これって小夏の勘違いです？」

　小首を傾かしげて訊たずねると、奈美は微かすかに目を見開いた後、ゆるりとかぶりを振った。

「ううん。そんなことはない。……驚おどろいた。小夏も遠矢のこと、よく見てる」

「そりゃあ部長の次に好きな先せん輩ぱいですからね。何より遠とお矢や先輩、わかりやすい性格してますから！」

　自分のことを棚に上げてそんなことを言ってみるが、奈美から同意は得られなかった。奈美はどこか心ここにあらずといった体ていで、独白するように呟つぶやく。

「そう。遠矢には熱中できるものが必要。ボクは足を怪け我がしたばかりの頃の遠矢のことを知ってる。全すべてを失ったと思い込んで、あんなに荒すさんでいた遠矢はもう見たくない。だから、だからボクは──」

　そこまで口にしたところで、小夏の物問いげな視線を感じ取ったらしい。はたと我に返った奈美は誤ご魔ま化かすように窓の外へと視線をやった。

　そんな奈美の様子に小夏は首を傾げたが、やがて決心するように一つうなずくと、真剣な表情で話しかける。

「よくわかりませんけど、部長も遠矢先輩のこと心配なんですね？　わっかりました！　超常現象にも目が向くよう、ここは一つ先輩を完全燃ねん焼しようさせちゃいましょう!!　名付けて『我が生涯に一片の悔いなし、でも余生があったら拳けん王おうだって超常現象にハマッたかもね作戦』です!!」

「小夏、それっていったい──」

　奈美が訝いぶかしげな表情を浮かべた時、ノックの音が響ひびいて平へい太たが部室にやって来た。小夏は弾んだ声を上げる。

「グッドタイミングですメガネ先せん輩ぱい！　さあ、作戦会かい議ぎといきましょう!!」

「えっ？　作戦ってなに？」

　当惑する平へい太たを輪わに引き込むと、小こ夏なつはその作戦内容を口にした。







　独り取り残された孝たか文ふみは公衆電話の前でぼんやりと佇たたずんでいた。その手には電話番号が記された一枚のメモ用紙が握られている。先ほど桔き梗きようが話していた、森しん羅らの研究から外れることを宣言するための番号である。

　押してしまおうか、とふと思う。

　番号を押してしまって、これまで通りの生活に戻ろうか。そうすれば命がけの覚悟なんてものを抱かなくてすむ。自分のポケットには大きすぎる、宇宙空間に飛び立ち、神様に会うなどという壮大な目もく標ひようから逃げ出せる。

　考えれば考えるほど、番号を押してしまうのが自分に分相応な行為だと思えてくる。けれど、それをしてしまえば大切な何かから永遠に遠ざかってしまうような気がするのも事実。孝文は結局、答えを見み出いだせないまま公衆電話の前で漫然と立ち尽くす。

　どれくらいそうしていただろうか？　遠くから響ひびく蟬せみの鳴き声に混じって、誰だれかがこちらへ向かい駆けてくる足音が聞こえてきた。

（げっ。マズイ）

　現実に引き戻された孝文は焦った。背後の窓ガラスはひび割れ、公衆電話の一つは半はん壊かいしているのだ。周りに孝文しかいないこの状況を誰かに見られれば、まず間違いなく犯人扱いされ、停学もしくは退学なんていう処分も考えられる。孝文は慌てて周囲を見渡すと、傍そばにあった掃除用具が入っているロッカーに身を潜ひそめた。中は黴かび臭くささと熱ねつ気きが同居する不ふ衛えい生せい極まりないサウナだが、このさい贅ぜい沢たくは言ってられない。

　ロッカーに開いている穴から表を窺うかがってみると、左手の方から誰かが走って来るのが見て取れた。思わず身を屈かがめるが、よくよく見やればその人物は瞑めいである。

（瞑の奴やつ、いったいどうしたんだ……？）

　泰然としていてマイペースを崩さないイメージがあったが、今の瞑は何だかひどく慌てているようだった。スカートが翻ひるがえるのを気にも留めずに駆けてくると、目の前の惨状に顔かおを蒼そう白はくにする。

　孝文は辺りに他ほかの人ひと影かげがないことを確かく認にんすると、怪け訝げんに思いながらもロッカーのドアを開けた。そしてひょこりと顔を出し、

「お、俺おれがやったんじゃないからな？」

　と、恐る恐る瞑に声をかける。

　瞑は虚を突かれたように目を見開き、突如現れた孝文のことを見やった。そしてすぐさま身を乗り出し、勢い込んで言う。

「孝たか文ふみ、怪け我がはないか!?」

「……は？」

「間抜けが、アレはどう見ても弾だん痕こんだ！　怪我はないかと聞いている!!」

　その迫力に気け圧おされながらも、孝文はコクコクと何度もうなずく。それを見た瞑めいは安あん堵どするように「そうか」と一言洩もらし、大きく吐息した。彼女は弾む息を整ととのえる間を挟みながら、汗で頰ほおに貼はり付ついている髪を鬱うつ陶とうしそうに払う。そして不意に、柳りゆう眉びを逆立てて孝文のことを睨にらみ付つけ、憎しみさえ込めるようにして、

「……チッ」

　そう、露ろ骨こつに舌打ちした。

「お、女の子が堂々と舌打ちするなよな。つーか、俺おれは何もしてないだろ？　してないよな？」

　してないはずだ。うん。

　あまりに見事な舌打ちっぷりに自分の非を捜してしまったが、孝文は結局そう結けつ論ろん付づけてのそのそとロッカーから出る。

　瞑は孝文の結論には反論しなかったが、その代わりとばかりに質しつ問もんを投げかけてきた。

「孝文、いったいここで何があった？　説明しろ」

「説明しろって言われても、俺も今いちわからねぇよ。瞑んとこのメイドさんが突然ビルの屋上に現れて発砲してきたんだ」

「やはり桔き梗きようの演出か。あいつの悪い癖くせだ。だが桔梗の仕業ならば安否を問うまでもなかったな。本気で狙ねらっていれば孝文が生きているはずはないし、外すと決めて撃うっているなら、桔梗は兆弾すら計算に入れてかすり傷一つ負わせることはあるまい」

　メイドさんの評価を聞いているのか暗殺者の評価を聞いているのかわからない。しかし下へ手たに突っ込んで暗殺者だと答えられても反応に困るので、孝文は全すべてを吞のみ込こんだ後、瞑に全く別のことを訊たずねる。

「何かやけに急いでたけど、俺のこと捜してたのか？」

　その一言を聞き、瞑はいまさら気付いたのかとばかりの、呆あきれ返かえった表情を見せた。彼女はついと顔かおを逸そらし、おざなりに言葉を紡ぐ。

「……ふんっ。校内放送で桔梗が動いているのがわかったから何かあると思って連絡を入れてみれば、孝文がイカロス・コールをかけるか迷っていると言うじゃないか。昨日きのうの今日きようでいったい何のつもりだと、一言いわなければ気が済まなかったからな」

「イカロス・コール？」

　孝文が小首を傾かしげていると、瞑がスッと手を伸ばしてきて、握っていたメモ用紙を指先で摘つまみ上あげた。

「もちろんこれのことだ。孝文もギリシャ神話に出てくるイカロスの説話くらい知っているだろう？　蠟ろうで作り上げた翼つばさで空を飛んだはいいが、あまり高く飛びすぎて太陽の熱ねつで翼が溶けてしまい、最後には墜つい落らくしてしまうというアレだ。ここに電話をかけるということは、自分はそのイカロスだと森しん羅らに告げるということを意味する」

　瞑めいは唐突に孝たか文ふみの制服のネクタイを摑つかんでグイッと引っ張り、顔かおを強制的に近付けさせた。孝文がぎょっと目を瞠みはるなか、瞑は辺りに気を配りながら耳打ちしてくる。

「桔き梗きようは私に仕えるメイドというより、藍あい澤ざわ家けそのものに忠誠を誓っている。森羅の行動が藍澤家の品格に傷を付けないよう見張る、言わば私のお目付け役だ。彼女の言うことをあまり真に受けるな。裏にどんな思惑があるか、正直なところ私でも量りかねる時がある」

　……あっ、

　ああやっぱりあれは片かた倉くらさんの単独行動かそりゃまあそうだよないくらなんでもクラスメイト脅すようなこと瞑が命令するわけないよなあっはっはー。

　孝文は思考が止まらないように脳のペダルを必死に回す。急にそんなことを開始した理由は単純明快だ。走ったために汗をかいたのだろう。近付いて初めて気付いたが、瞑の下着が制服越しに微かすかに透けているのである。意い識しきをそこから外すために孝文はもういっぱいいっぱいである。

　孝文の異変に気付いたらしく、瞑が訝いぶかしげな表情を浮かべた。

「どうした孝文？　顔が赤いぞ？　小学生じゃあるまいし、ロッカーなどに隠れるからだ。熱中症になっていきなり倒れたりするなよ？」

「い、いや大丈夫だって。それよりもアレだ、ありがとな。色々と心配してくれて」

「……心配、だと？」

「あぁ。さっきも怪け我がしてないか気にしてくれたし、今だってそうだろ？」

　そうどさくさ紛れに感かん謝しやの言葉を投げると、瞑は一いつ瞬しゆんだけ身体からだを硬直させた。しかしその後、まるで雪解けを迎えたように、にっこりと微笑を浮かべる。

　普段と違った反応に面食らっていると、瞑はネクタイを摑んでいない左手で孝文の胸元にそっと触れてきた。早まる心音が伝わりませんようにと孝文が祈る間に、瞑の左手はゆっくりと上昇していき、鎖さ骨こつを指先でつつつとなぞり、最後にネクタイの結び目を摑んで、そして、

　──ぎゅうううぅぅぅっ。

　と、力いっぱい締しめ付つけてきた。

　孝文が呼吸不全に陥るなか、瞑は微笑と共に怒りマークを顔に貼はり付つけて言う。

「自うぬ惚ぼれるなよ孝文？　私は被ひ験けん者しやを失うことを危き惧ぐしていただけだ。貴様を個人的に心配していたわけではないし、感謝される謂いわれなどない」

　意識が薄うすれかけてけっこう本気でタップすると、瞑はフンと鼻を鳴らして手を離はなした。孝文は咳せき込こみながら、肺いっぱいに空気を吸い込む。

「こ、殺す気か！」

「まさか。孝たか文ふみは大事な被ひ験けん者しやだからな。殺すなんて滅相もない」

　瞑めいはいつもの不敵な笑みを口元に刷はき、冗じよう談だんめかしてそんなことを言った。孝文は仏頂面を浮かべて口を尖とがらせる。

「あのな、確たしかに協力するとは言ったけど、その言い草は……」

　そこまで言いかけたところでハッとなった。そういえば瞑に訊たずねようと思っていたことがあったのだ。孝文が真ま面じ目めな顔かお付つきになったのを察してか、瞑も笑みを引っ込めて訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

「何か聞きたそうな顔だな。どうした？」

「さっき片かた倉くらさんに言われたんだ。『魂の速度』は人の覚悟に比例するから、俺おれみたいに覚悟の足りない奴やつがどれほどの速度を出せるか怪しいって。瞑も俺には無理じゃないかって、そう思うか？」

　その問いを受けた瞑はしばし黙もつ考こうするが、やがてフンと鼻を鳴らした。

「史上空前の偉業を成すため宇宙に飛び立つのだ。最低限の覚悟はもちろん必要不可欠だと言える。しかし『魂の速度』は覚悟と同義ではない。以前にも話したと思うが、魂こん魄ぱくの速度はその人物が抱く〝想おもい〟の強弱によって変わる。実際、翼つばさが弾き出す速度の根幹にあるものも、覚悟とは全く質しつの違う想いによるものだからな」

「そうなのか？　じゃあ吉よし野のさんの想いって、いったい何なんだ？」

　勢い込んで訊ねると、瞑は余計なことを口にしたとばかりに、珍しく後悔するような表情を浮かべた。瞑は孝文の問いに答えない代わりに、背中を押すように昂こう然ぜんと告げる。

「案ずるな。正直、私は孝文の速度がいったいどういった想いから生み出されているか知らない。しかし、その想いは孝文を易やす々やすと月面に運んだのだ。体たい外がい離り脱だつが行えるうえ、それだけの速度が弾き出せるという時点で、孝文は森しん羅らのプロジェクトに参加する資格がある。バックアップは森羅の優ゆう秀しゆうなスタッフが請け負うのだ。何も心配せず、孝文は孝文の想いで飛べ」

　──俺の想い。

　それがいったい何なのか、そんなものが本当にあるのか、孝文は不安になった。月に辿たどり着ついたあの日はフラれたばかりであり、自じ暴ぼう自じ棄きになってただがむしゃらに月を目指しただけだ。翼の存在が脳裏から離はなれなくなっても、その後は行けば戻れなくなるのではという恐怖に屈し、再び目指すことすらなかった。もしかすると──もしかすると、あの一回は単なる偶然であり、自分はもう二度と月面に達することはないのかもしれないのだ。

「だ、だけどさ、俺は、」

「くどい。自分の覚悟に疑問を抱いているようだが、森羅の責任者である私が孝文のことを信じているのだ。問もん題だいはない」

「えっ……？」

　思いがけない一言に孝文が目を丸くすると、瞑は何かおかしなことを口にしただろうかと、訝いぶかしげな表情を浮かべた。瞑めいは自身の今の言葉を即座に反はん芻すうしてみたらしく、やがて怒っているように眉まゆを吊つり上あげた。

「勘違いをするなよ？　研究に打ち込む私を羨うらやましいと、そう言っただろう？　そんな言葉が出るということは、森しん羅らの研究の意義を肌で感じ取っているということだ。ならばそのために払う犠ぎ牲せいがあるということぐらい当然わかっているだろう。その自覚があるのだから問もん題だいないと、そう言っているのだ」

　瞑は「そこまで説明せねばわからんのか！」と忌いま々いましそうに吐き捨てる。

　孝たか文ふみは瞑のその言葉に納得するよりも、自分の奥底から湧わき上あがってくる声にいたたまれない思いで立ち尽くした。

　違うんだ。

　違うんだよ、瞑。

　確たしかに自分は羨んだ。瞳ひとみを輝かがやかせて森羅の研究を語る瞑のことを、ひどく眩まぶしい存在に感じた。けれど、それはかつての自分を見るような、いわば懐かい古この情にあてられてのもの。森羅が成そうとすることの意義を正せい確かくに解し、偉業へと邁まい進しんする瞑の姿を羨んだわけではない。

　結局は、ちょっとした齟そ齬ごなのだろう。

　いま瞑が勘違いを正したのとは違い、少しの行き違いがずっと続いているというだけのこと。自分の言葉に瞑がどれほどの意味を付加しているか知らないが──必要最低限の覚悟すら、自分にはないのだと思う。

　再び孝文の中で様々なことが巡った。

　告白してフラれたこと。

　奈な美みの叱しつ責せき。

　小こ夏なつの問いかけ。

　桔き梗きようの言葉。

　そして、まるでどっかの天文オタクのように、普段のキャラなど忘れ去り、瞳に宇宙など映し込みながら、森羅の研究について嬉き々きとして話してくれた──新しいクラスメイトの、ひどく魅み力りよく的てきな姿。

　何とかしなければいけないと、不意にそう強く思った。

　自分にだって経けい験けんがある。誰だれよりも速くありたいと願ねがっていた競きよう泳えい選せん手しゆ時代、へらへらしながら練習している部員を目にして、ひどく苛いら立だちを覚えた。水遊びがしたいだけならコースを空けて海に行けと思ったし、彼らはお盆の時期に増えるクラゲよりもたちの悪い存在だと確信していた。

　あの頃と全く同じ強さで、全く同じに確信が持てる。

　俺おれは瞑にとって、進路を塞ふさぐクラゲでしかない。

　何とかしなければならない。その思いに晒さらされ難むずかしい顔かおをしていると、いつの間にか自分のペースを取り戻していたらしい瞑めいが、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて言った。

「何だ、孝たか文ふみ？　信じていると言われて何か期待してしまったか？」

　瞑は繊せん手しゆを伸ばして孝文の頰ほおに触れてきた。いつものからかいだとはわかったが、孝文はその手を咄とつ嗟さに払いのける。

「──孝文？」

　虚を突かれたように瞑が目を瞠みはる。しかし孝文は何も言わず、瞑の横をすり抜けて公衆電話の前に立った。先ほどメモを眺めながらじっくりと考えに耽ふけっていたので、イカロス・コールの番号は既に暗記している。孝文は受話器を持ち上げると辺りにぶちまけられた十円玉を一つ拾い、硬貨投入口から放り込んで電話番号をプッシュして──

　突然、横合いから腕が伸びてきて電話を切られた。そちらを見るまでもない。怒りと困惑を浮かべる瞑だ。

「……どういうつもりだ、孝文？」

　抑揚を欠いた声こわ音ねでそう問いかけられた。

　憎まれ役にならなければならない。瞑の言葉はあべこべだ。期待を持たせてしまったのは自分。だからその分をごっそり無に帰すような、誰だれよりも、何よりも立派な憎まれ役にならなければならない。斬きり捨すてることに何の痛つう痒ようも抱かせないように、クラゲ以下の存在にならなければならない。それが、それこそが、自分が唯一持ち得た、最低限の覚悟だと思う。

　孝文は静かに口を開いた。

「……ゲーム、出るんだ」

「？」

　いったい何を言わんとしているかわからないのだろう。瞑からは当惑しか伝わってこない。

　孝文は唾つばを吞のみ込こむと続けた。

「ずっとやりたかったんだけど、何度も発売日が延びてたゲームがあるんだ。最初は去年の春に出るって言ってたんだぜ？　それがまだ出てないんだから、ほとんど詐欺だよな」

「おい孝文、いったい何を言っている？」

「だけど昨日きのう、とうとう発売日が決定したんだ。なんか発売日の延期を逆手に取った販売戦略みたいでさ、一週間後にいきなり店に並ぶんだと。ネット上ではもうお祭まつり騒さわぎだよ」

「だからそのゲームが何だというんだ？」

　瞑の言葉に苛いら立だちが含まれるようになった。そして、その奥に仄ほの見みえる微かすかな不安。

　傷付けるのはわかっていた。それでも、孝文は瞑の方に顔かおを向けると、にへらっと軽けい薄はくに笑い、その科白せりふを吐き出した。

「だから、当たり間違いなしのゲームが出るんだぜ？　一週間後には忙しくなるってわかってんだから──宇宙に出て神様に会うなんて馬ば鹿かげた話、もう付き合ってらんねえだろ？」

　瞑は最初、いったい何を言われているかわからないといった表情で孝文のことを見詰め返してきた。しかし理解の色がその瞳ひとみに浮かんだ次の瞬しゆん間かん、手を閃ひらめかせて孝たか文ふみの頰ほおを打つ。乾いた音が校内の喧けん騒そうを追いやり、じんわりとした鈍い痛みが頰から伝わってくる。

「……ってぇな。何すんだよ」

　もう一発ぶん殴られるくらいは覚悟していたが、瞑めいが再び腕を振り上げることはなかった。その代わり、瞑は柳りゆう眉びを逆立て、孝文のことを真正面から睨にらみ付つける。

　瞑は押し殺した声で静かに告げた。

「森しん羅らの研究は確たしかに荒こう唐とう無む稽けいだ。常じよう識しき的てきな者からすれば、夢物語を通り越して滑こつ稽けいですらあるだろう。だからこそ話を聞いて一笑に付すのではなく、羨うらやましいと言ってくれた孝文のあの言葉は、私にとっては何にも代かえ難がたい嬉うれしい一言だった。それなのに……」

　そこまで口にした瞑は感情を抑え切れなくなったのか、きゅっと唇を嚙かんで顔かおを伏せた。瞑はそのまま、微かすかに震ふるえる声で呟つぶやく。

「……こんな奴やつの言葉に一いつ喜き一いち憂ゆうしていたなんて、バカみたいだ」

　瞑は孝文を押しのけるようにして歩き出す。その際、瞑の目め尻じりに光るものを認めて、孝文はハッと息を吞のんだ。孝文は何か声をかけなければと焦しよう燥そう感かんに駆られるが、適した言葉がどうしても思い浮かばない。瞑の後を追おうにも、彼女が背中でそれを拒絶しているように思え、足が前に進まない。そうこうしている間に瞑の後ろ姿は小さくなり、やがて視界から消えた。

「……何だよ。泣くほどのことじゃねえだろ」

　そう呟くことで自分自身を擁よう護ごしようとした。しかし、そんな孝文がどうしようもなく思い出すのは、神様を観かん測そくするのだと宣言していた、生き生きとした瞑の姿。彼女のあの純粋な想おもいを自分は土足で踏ふみにじったのだと、孝文は遅まきながら実感する。

　自分で望んでやったことだというのに、達成感など微み塵じんもなく、罪悪感ばかりがその身に残った。孝文は瞑が浮かべた涙を思い返すと、吐息するように呟く。

「──泣くほどのことじゃねえか」







「ああ、だからそうじゃないよ。さっき手順を教えたばかりじゃない。孝文、ちゃんと僕の話を聞いてた？」

「ん？　ああ、悪い悪い。こうだっけか？」

　膨ふくれっ面つらになる平へい太たにおざなりに謝しや罪ざいしながら、孝文は天体望ぼう遠えん鏡きようの角度を調ちよう整せいする。

　帰宅して十分ほど経たった頃、今夜も天体観測に行かないかと平太から急きゆう遽きよ連絡が入った。今日きようはそんな気分じゃないと断りを入れたのだが、平太らしからぬ押しで誘われ、孝文は結局こうして先日の海岸線で天体観測に付き合っている。まあどうせ家にいてもやることはないし、強引に誘うということは何か話でもあるのだろう。恐らく想い人の瞑のことだろうと見当を付けつつ、孝文は天体望遠鏡の調整を終えた。

「よし、これでいいだろ……って、あれ？　何も見えねぇ」

　孝たか文ふみが天体望ぼう遠えん鏡きようを相手に悪あく戦せん苦く闘とうしていると、平へい太たがほうと諦あきらめたように吐息した。

「いいよ。調ちよう整せいはやっぱり僕がやるよ」

「ん、そうか？　んじゃ頼たのむ」

「はぁ。だからデネブを見ようとするのは止やめて、月にしようって言ったじゃない。孝文は初心者なんだから、対象は星よりも大きくて合わせやすい月が一番なんだよ」

「いや、なんつーか……今はちょっと、月は見たくないかな」

「どうして？　幽ゆう体たい離り脱だつして目指すくらいだし、月が大好きなんでしょ？　あぁ、いいなあ孝文は。たとえ岩ばっかりでも、僕も一度でいいから月面に立ってみたいよ」

　平太はぽわんとした表情を浮かべて月を見上げる。

　幽体離脱の方にばかり興きよう味みを寄せる小こ夏なつは月のことなど一切訊きいてこないが、天文オタクの平太は別だ。幽体離脱で月に辿たどり着ついたということを話して以来、何かにつけては月面旅行はどうだったのかとしつこい。まあ自分の中でさえ全く整理がつけられないでいる翼つばさのことはまだ話していないので、岩ばかりで何もない寂しいところだったとしか言ってないが、それでも平太には充分に魅み力りよく的てきであるらしい。

　孝文は平太に倣ならって月を仰ぐが、すぐさま顔かおを逸そらした。皓こう々こうと輝かがやく月を眺めていると、翼のことがどうしても思い起こされてしまう。月面で独り佇たたずみ、広大な宇宙に眼まな差ざしを向ける翼の姿が、瞳ひとみを閉じても瞼まぶたの裏側に映り込む。

〝──それはもう恋でしょう？〟

　桔き梗きようのあの戯ざれ言ごとなど知ったこっちゃないが、翼のことが気に掛かるのは事実。

　けれど。

　瞑めいと対たい峙じした自分は、彼女との間に確たしかな距離を感じてしまった。桔梗の演出でも理解しきれなかったというのに、瞑を前にして覚悟の違いというものを確かに実感した。あの距離を縮ちぢめられなかった自分に、カンニングをする程度の感覚でプロジェクトに参画しようとしていた自分に、いったい何ができるというのか。

　ここに来た目的である天体観かん測そくを完全に放置して、孝文は胸に溜ためていた息を吐き出し、細さざ波なみが打ち寄せる暗い海を漫然と眺めた。すると既に天体望遠鏡の調整を済ませていたらしい平太が、心配そうな顔で訊たずねてくる。

「どうしたの？　最近変だよ、孝文。何かあった？」

「あ？　いや、別に」

「……そう。ならいいんだけど」

　言いたいことを吞のみ込こむように、平太は口を噤つぐんだ。長い付き合いだから色々と思うところはあるのだろうが、相変わらず他人の痛い腹を突かない平太の優やさしさはありがたい。そうしてしばらく寄せては返す波の音だけを聞いていると、孝文たちの背後、驚おどろくほど至近でガバッと何かが立ち上がる気配があった。

「おわっ、何だ!?」

　すわ海坊主でも出たかと驚おどろいて振り返ってみると、そこには仁王立ちする小こ夏なつの姿があった。孝たか文ふみは呆あつ気けに取られながらも問いかける。

「……お前、なにやってんの？　というかいつからそこにいた？」

「ふっふっふっ。ジャスト五分前から背後を取っていました。先日のように邪じや魔まさえ入らなければ、気配を殺して先せん輩ぱいに近付くなんて朝飯前だぜ？」

　そんな嫌な情報を開陳した後、小夏はキッと平へい太たを見やり、叱しつ責せきするように言った。

「にゃあ！　メガネ先輩、いつになったら本ほん題だいに入るんですか！」

「いや、そう言われてもタイミングが……」

「海に来たら男はタイミングなんて気にせず腹割って話すもんでしょう!?　敬愛する超人ボバーンもそんなこと言ってたっす！　せっかく呼び出すのに成功しても、これじゃ本当に単なる天体観かん測そくじゃないっすか！　任務完了の合図がないから部長は暇を持て余して海神に祝詞のりとを上げ始めるし、小夏は寂しくなって様子見に来ちゃったぜ!?」

　この天体観測はこの間の恋愛相談の続きであり、情じよう熱ねつ的てきな愛の告白の仕方でも平太から訊たずねられるのかと思っていたのだが、どうやら違う意図があるらしい。いったい何を画策しているか知らないが、話を聞く限り奈な美みも一枚嚙かんでいるようだ。孝文が辺りをぐるりと見渡してみると、市道沿いの堤防の方から足音が聞こえてきた。やがて見えてくる人ひと影かげは間違いなく奈美である。

　今度はいったい何に巻き込まれることやらと、孝文は軽い頭ず痛つうを覚えつつ、溜ため息いき混じりに口を開いた。

「それで？　お前らはコソコソと何を企たくらんでたんだ？」

「くうっ。企みと言われると人聞きが悪いですけど、今回はあえて反はん論ろんしないでおくっす。ちょっと待ってくださいね」

　切り替えの早い小夏は自分の用件に入るため、何やらごそごそとポケットの中を探り始めた。そこから取り出されたのはどこかの設計図らしき、数枚のコピー用紙である。ペンライトでその設計図を照らしながら、小夏は指でトントンと指し示す。

「会場への出入りは基本的に自由なんですよ。ただ、やっぱ一階のここから先は部外者の立ち入り禁止ってことで、一応チェックが入るらしいっす。ですから警けい備びの裏をかいて、この非常口から先輩は侵入してください。小夏たちはその間にこのルートで、ここ。ここをジャックするっす。作戦開始時刻はヒトヨンマルマルなんで、時計合わせましょう」

「──よし、説明を聞こう」

「ふにゃ？　だから先輩はこのルートで、」

「そうじゃねえよ！　いったい何の話なのか説明しろって言ってんだ！」

　孝たか文ふみの当然すぎる質しつ問もんに対し、小こ夏なつは鼠ねずみの退路を塞ふさいだずる賢い猫のような笑みを浮かべた。そして孝文にとっては初耳でしかないその事実を、これ以上なく不敵な口く調ちようで告げる。

「──もちろん、明日の競きよう泳えい大会に先せん輩ぱいが乱入する段取りです」

　開いた口が塞がらなかった。

　ホワット？　小夏はいったい何を言っているんだ？　エープリル・フールが遅れてやって来たのか？

　茫ぼう然ぜん自じ失しつしている孝文には構わず、小夏はうぅんと頭あたまを悩ませる。

「やっぱ遠とお矢や先輩も超人ボバーンみたいなカッコイイ登場がいいっすよね？　それをやるにはメガネ先輩の協力が必要不可欠なんですけど……メガネ先輩、明日はきちんと仕事をこなしてくださいよ？」

「わ、わかった。努力するよ」

　なぜか話だけが当事者不在で勝手に進んでいく。孝文ははたと我に返り、

「ち、ちょっと待て！　何で俺おれが大会に乱入しなきゃなんねえんだ!?」

　と、泡を食って割って入った。すると小夏は芝居じみた大おお仰ぎような仕草で肩を竦すくめ、孝文の問いかけに悠揚と答える。

「ふっ。不器用な子猫ちゃんだ。何事にも卒業という大切な節目があるものさ。その最後の花道を行かずして何かを新しく始められると、本気でそう思っているのかい？　小夏が先輩の競泳選手としての卒業式を、ばっちりプロデュースしてあげる。何の心配もいらないから、君は力いっぱい泳ぎたまえ」

　小夏のその科白せりふに孝文は目を剝むいて絶句するしかない。すると奈美がようやく孝文たちの許もとへとやって来て、「話はついた？」と訊きいてきた。どうやら三対一の状況が既に出来上がっているらしい。孝文は何とかこの絶望的な戦況をひっくり返そうと、一番話が通じそうな平へい太たを切り崩しに掛かる。

「平太、よく考えろ！　大会に乱入するなんて正気の沙さ汰たじゃねえぞ!?　こいつらに変なことを企たくらむのはよせって言ってやれ！」

「いや、普通なら反対するところなんだけど……実は僕も藤ふじ宮みやさんと同じで、孝文がこのまま競泳を止やめるのはどうかと思ってたんだよ。せっかくここまで頑張ってきたんだし、引退試合と思ってめいっぱい泳いでみたら？」

「引退試合って……お前は俺が競泳止めたの納得してたんじゃないのか？　暇なら天文部を作るの手伝ってくれって、そう言ったじゃねえか」

「いや、あれは泳ぐことから少し距きよ離りを置いた方が孝文も考えが纏まとまるんじゃないかって、そう思って。もちろん、天文部への協力も本気で頼たのんでるけどね」

　にこやかな笑みを向けてくる平太の背後で、小夏が双そう眸ぼうを一等星のように輝かがやかせた。彼女の纏うオーラは雷雲の如ごとくどす黒く、その声こわ音ねは地の底から響ひびくかのよう。

「……へえぇ。メガネ先せん輩ぱい、最近なにかと理由をつけてなかなか部活に顔かお出さないなと思ってたら、そんなこと企たくらんでたんですか」

「え？　あっ！」

「ふぇっふぇっふぇっ。口は災いの元。眼鏡めがねは裏切りの元。……その眼鏡、万まん華げ鏡きようとすり替えてくれるわ!!」

「どうやって!?　さすがに気付くよ!?」

　そんな馬ば鹿かげたやり取りを始めた平へい太たと小こ夏なつを見やり、孝たか文ふみはこめかみを押さえて深い溜ため息いきをついた。どうして自分を泳がせたがるのか全くわからない。そんなものにはもはや何の意義も見み出いだせないと、そう本人が語っているというのに。

　切り崩しなどとい迂う遠えんな工作は止やめて、歯し牙がにもかけず小夏たちの企みを拒否ろうと口を開きかけた瞬しゆん間かん、ぐいと腕を引っ張られる。何事かと視線を巡らせれば、腕を摑つかんだ張本人である奈な美みが、孝文の方を見もせずに小夏と平太に話しかけた。

「悪いけど、少し遠とお矢やを借りる。ボクら抜きで明日の作戦を詰めていて」

　そう言うや否や、孝文の意見を聞きもせずに歩き出した。孝文はたたらを踏ふみながらも非ひ難なんの声を上げる。

「おい、いったい何だよ？　どこ行く気だ？」

「少し話をするだけ。いいから付いてきて」

　付いていくも何もこれでは強制連行である。しかしここまで強引な行動を取る奈美は見たことがない。よほど重要な話なのだろうと、不ふ承しよう不ぶ承しようながらも孝文は後に続く。

　波打ち際に沿ってしばらく無言で歩いた。途中で振り返ってみたところ、平太たちの姿は夜の闇やみに紛れて全く見えなくなっている。周囲からは波の音が耳に優やさしく届いてくるだけで、ここでの話し声を拾う者はいないだろうと思えた。奈美も孝文と同じ考えに至ったのか、摑んでいた腕を離はなして足を止める。

　恋人同士でもないのに夜の砂浜に二人っきりというのは何とも気まずい。孝文はさっさと沈ちん黙もくを追いやろうとばかりに口を開いた。

「……それで？　話って何だ？」

「ここまで連れてきておいて悪いけど、目新しい話題じゃない。小夏の言う通りに、どんな形でもいいから明日の大会に出て泳いで欲しい」

「なんだそりゃ。ほんと歩き損だな。だったらあの場でそう言えばよかったじゃねえか」

「それこそ無駄。表面的な話し合いをしたって、どうせ遠矢は首を縦たてに振らないから」

　口く調ちようはいつも通り平へい坦たんだが、どこか棘とげが感じられた。孝文が戸惑いの色を見せていると、奈美は鋭するどく言い放つ。

「──遠矢、そんなに負けるのが怖い？」

「なっ……ふざけんな！　俺おれはこの足じゃ続けるのが無理だってわかったから止やめたんだ！　別に勝ち負けにこだわってるわけじゃねえよ!!」

「それは噓うそ」

　まるで消火器を売り付けようとするエセ消防署員の口上を斬きって捨すてるように、有無を言わせぬ口く調ちようで奈な美みは断言した。

「他ほかの水泳部員から聞いて知ってる。ここ最近はプールサイドで足を気にする素振りもなければ、フォームも安定してるって。遠とお矢やが心配しているのは足じゃなく、自分のタイムのこと。このままじゃ恥をかくだけだって、勝手に思い込んで怯おびえてるだけ」

「適当なこと言うな！　この足で泳ぐ苦労も知らねえくせに！」

「そうだね。ボクは何も知らない。だって遠矢のような高みに立ったことがないから。……遠矢、かつての自分の速度はそんなに魅み力りよく的てきだった？　今の自分の速度はそんなに惨め？」

　そこに哀れみが見て取れたなら怒鳴ることもできた。そのままこの場を立ち去ることもできた。

　けれど。

　普段は表情をほとんど変えない奈美の顔かおに浮かんでいるのは、同情でも哀れみでもなく、切り裂かれるような深い悲しみだった。

　奈美は悔悟の念を滲にじませるように、苦しげに声を洩もらす。

「ごめん。遠矢の恐怖心を煽あおったのはボクらでもある。事故直後、悲ひ劇げきのヒーローとして過か熱ねつ報道された遠矢に対して、いつかプールに颯さつ爽そうと戻ってくることを無責任に期待した。それは一年経たった今だってきっと変わらない。もし大会に正式にエントリーしていたら、地元の報道関係も動いていたと思う。事故当時みたいに中学総体で優ゆう勝しようした映像を何度も流して、あの頃の泳ぎが戻っているような錯さつ覚かくを持たせて、過大な期待と興きよう味みを搔かき立たてていたはず、そんなもの、遠矢にとってはプレッシャーでしかないのに」

「……そんなもん、別に感じてなんかねえよ」

「強がらなくてもいい。遠矢が怯えてることぐらいボクにはわかる。ううん、ボクだけじゃない。小こ夏なつと神じん宮ぐう寺じだってそう。二人がなぜ競きよう泳えいを続けさせる前提じゃなく、最後の花道を作るために動こうとしているか考えてみるといい。ただ泳ぐだけならまだしも、同年代には影かげも踏ふませなかった速度を覚えてる遠矢にとって、誰だれかと競きそう泳ぎは辛つらいだけだろうと理解しているから。でも、それでも、今のまま終わるのは違うだろうって、二人も思ってる」

　これ以上聞いてはだめだと、本能が叫んでいる。しかし孝文の両足は砂浜に埋まったかのように動かない。その耳も潮しお騒さいを追い出してまでも奈美の声を拾う。

　奈美は澄ちよう明めいな声で毅き然ぜんと告げた。

「神宮寺と小夏は優やさしすぎるから面と向かって言うことはない。見て見ぬふりを続けてくれる。二人が言わないのならボクが言うよ。──今の遠矢は、ただ逃げてるだけ」

　足元の砂がボロボロと崩れ去っていくような感覚を覚えた。その代わりに呪じゆ縛ばくから解き放たれた孝たか文ふみは無言で身を翻ひるがえし、この場から逃れようとする。しかし奈な美みはすぐさま前に回りこんで、必死に訴えてきた。

「遠とお矢やの泳ぎを見て残念に思う人はきっといる。肩透かしを食ったように思う人はきっといる。でも、信じて欲しい。ボクらが見たいのは、今の遠矢の速度。頑張った遠矢が辿たどり着ついた、遠矢だけの速度」

「もう止やめてくれ。何て言われようと俺おれは大会には出ない」

　孝文は奈美を押おし退のけて歩を進める。するとその背中めがけ、押し殺したような声が届いた。

「呆あきれた。ここまで遠矢が臆おく病びよう者ものだとは思わなかった。いいよ。わかった。これだけ頼たのんでも聞いてくれないならボクにも考えがある」

「考えって何だよ？　呪のろったりするなよ？」

　引きつった笑みを浮かべ、半ば冗じよう談だん、半ば本気でそんなことを言いながら肩越しに振り返る。すると奈美は右手でゆっくりと眼鏡めがねを外しているところだった。それを見て孝文はギクリとする。

　眼鏡越しではない、澄すみ渡わたるような瞳ひとみで孝文を見据えた奈美は、微かすかに頰ほおを膨ふくらませて言った。

「──私に告白したこと、みんなにバラすから」

「んなっ!?」

　悪い予感が的中し、孝文は絶句する。

　奈美は変わり者だ。花も恥じらうお年頃でありながら、古今東西の呪じゆ術じゆつに精通する、神通力少女として校内に名を馳はせている。彼女の言動はとことん突飛で、誰だれよりも面めん妖よう。摩ま訶か不ふ思し議ぎという単語が服を着て歩いているような、そんな存在。

　でも、実は奈美にも普通の女子高生のような一面はある。普段はそれを表に出さないだけで、まるで炙あぶり出だしのように、きちんと内在している。

　眼鏡が曲くせ者ものなのである。

　いつもかけている眼鏡を取った途端、奈美の一人称は『ボク』から『私』に変わる。無表情も緩かん和わされてコロコロと表情が変わるし、女の子らしい可愛かわいい仕草も見せるようになる。

　誰もが知っていることではない。

　機き密みつと呼んでいいほど限られた人間しか知らないこと。

　そして孝文もその数少ない人間のうちの一人であり、彼女のギャップにいつの間にかにイカレちまっていた者であり、とち狂ったように告白なんかして、そして玉砕したのがつい先日のこと。

　奈美は砂を踏ふみしめてズンズンと近付いてくる。孝文はその迫力に及び腰になって後ずさる。

「私は記き憶おく力りよくいいんだから。タカくんがどんな顔して、どんな科白せりふで告白してきたか、全校生徒にバラすから」

「ぐはぁ！　ち、ちょっと待て！　それは勘弁してくれ！」

「ダメ。もう決めちゃったから。タカくんが泳がないなら、絶対に言いふらすから」

「そんな殺生──うわっ！」

「きゃっ！」

　足場の悪いところで後ずさりなんてするもんじゃない。孝たか文ふみは砂に足を取られて仰あお向むけに倒れた。奈な美みが咄とつ嗟さに腕を摑つかんで転倒を阻止しようとしてくれたが、女の子の力で孝文の体重を支え切れるものではない。彼女も一緒になって砂浜へと倒れ込む。

　砂がクッションになって痛みはあまり感じなかった。孝文は反射的に閉じていた目を開け、折り重なるようにして倒れている奈美へと声をかける。

「おい、大丈夫か？　怪け我がしてないか？」

「ん、平気。大丈夫」

　砂でも入ったか、瞼まぶたをこすりながら片目を開けた奈美と、至し近きん距きよ離りで見詰め合う形になった。潤うるんだ瞳ひとみの中に自分の顔かおが映っている。薄うすく開かれた唇が吐息のかかりそうな距離にある。

　一いつ瞬しゆんの空白の後、奈美は弾かれたように上体を起こす。

「ご、ごめん！　重いよね！　すぐ退どくね！」

　そうして孝文の上から身体からだを退かそうとした奈美だったか、はたと気付いたように動きを止め、馬乗りになった状態のままで言った。

「……やっぱりダメ。タカくんが泳ぐって約束しなきゃ退どかない。何かこのままうやむやにされそうだし」

「何だよそれ。いいから退けよ。何つーか……ち、ちょっと恥ずかしい」

「だ、ダメったらダメなの！」

　奈美は頑として聞きそうにない。孝文は深い溜ため息いきをつくと、ポリポリと頰ほおを搔かきながら訊たずねた。

「……やっぱり怒ってるのか？」

「え？　何を？」

「この前の告白のことだよ。あんまり好きじゃないくせにって、そう言ったろ」

　告白した時のこと。

　その後に考えたこと。

　それら全すべてが一瞬のうちに頭あたまの中を駆け巡り、情けなく、恥ずかしく、とことん惨めな気分になった。孝文はぎりっと歯は軋ぎしりし、沈痛な面持ちで告げる。

「……悪い。俺おれ、奈美が前に言ってたように、打ち込めるもんを探すために告白したのかもしれない。怒るのも無理ないよ。ほんと、済まなかった」

　平手の一発や二発は覚悟して、孝文は真剣に謝あやまった。しかし奈美は引きつった笑みを浮かべて視線をさ迷わせるのみで、孝文と目を合わそうともしない。
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　孝たか文ふみが怪け訝げんに思っていると、奈な美みはあははと力なく笑った。

「ええっと、逆に怒らないで聞いてくれる？　あの告白に関しては私の方が謝あやまらなきゃいけないんだ。あの告白は、その……私がタカくんに一服盛ったことが原因だから」

「──は？」

「お、怒らないよね？　怒らないでね？　えとね、私が知ってる秘術の中に、『惚ほれ薬ぐすり』の精製があるの。それで作り上げた薬を、タカくんの飲み物の中にポチャンって」

　奈美が浮かべる渾こん身しんの誤ご魔ま化かし笑いを呆ぼう然ぜんと眺めながらも、孝文の中で理解が湧わき水みずの如ごとくじわりと滲にじみ出だてきた。その水はやがてぐつぐつと沸ふつ騰とうし、やがて間欠泉のように噴ふき出だす。

「っざけんな！　それじゃああの告白は全部お前のせいじゃねえか!!」

「うわ怒った！　怒らないって約束したのにぃ！」

「そんな約束してねえだろが！」

　俺おれの純情を返せ。

　月まで行くことになった心の傷を弁べん償しようしろ。

　孝文は犬歯を剝むいて威い嚇かくするが、奈美もなかなか肝が座っている。及び腰になりながらも逃げることはせず、マウントポジションを取ったまま、何とか宥なだめようとばかりに口を開いた。

「でもね、薬を盛ったのはタカくんのためを思ってやったことなんだよ？　水泳部辞める気だってこと、ポツリと洩もらしてたじゃない。いま辞めたら怪け我がした当時みたいに捻ひねくれちゃうかもって心配して、タカくんがさっき言ってたみたいに何かに打ち込ませようとしたんだよ？」

「ほほぅ。そこまで考えておきながら俺おれの告白を蹴けったのか。それほど俺と付き合うのは生理的に受け付けられなかったか。……今まさに受けた心の致命傷も弁べん償しようしろ」

「ち、違うよ！　そんなんじゃないの！　やっぱり人の心をいじってまで情じよう熱ねつを傾けさせるのはダメだなって、告白された時に気付いたから受けなかったの！」

　奈な美みは必死になってそう弁明した。どうやら本当のことを言っているようだし、止とどめを刺されるほどの心の傷を負うことも回かい避ひされた孝たか文ふみは、ある事実にふと気付く。

　孝文はふっふっふっと薄うす気き味み悪い笑みを浮かべ、勝ち誇ったように告げた。

「告白が薬くすりのせいなら、俺を脅迫しても無駄だよなぁ？　全すべてはお前の陰いん謀ぼうで片付くもんなぁ？」

「あっ…………」

　奈美は言われて初めてその事実に気付いたらしく、迂う闊かつだったとばかりにいまさら手で口元を覆おおう。だがそんなことで発言が口の中に戻るはずもなく、孝文は形勢逆転を確かく信しんして胸中で快かい哉さいを叫んだ。

　奈美は困り果てたように眉み間けんに小さな皺しわを寄せ、投了間近の棋士の風情で考え込む。

「悩んだところで手詰まりだよ。ほれ、さっさと退どけ。俺は明日一日ごろ寝して過ごす」

　孝文の科白せりふに悔しげに唇を嚙かんだ奈美だったが、突如として名案が閃ひらめいたのか、ポンと手を叩たたいた。しかし一服盛った人物のくせに、その名案を試すのを躊ちゆう躇ちよするかのように、孝文のことをチラリと窺うかがう。

「な、何だよ？　どうせただの時間稼かせぎだろ？」

　その一言が腹を決めさせてしまったらしい。奈美は辺りを見渡し、転倒した時に落とした眼鏡めがねを拾い上げる。

「確たしかに、告白の件は脅迫材料にならないみたいね。だったら──」

　そこで奈美は眼鏡をかけ直した。年相応の可愛かわいげのある感情を湛たたえていた顔かおが、まるで糊のり付づけされたかのように平へい坦たんなものになる。こうなった奈美はまさしく予測不能で、孝文は思わず身構えた。

　奈美は静かに続ける。

「──だったら、違う既成事実を作る」

　そう端的に言うと、奈美の顔が不意に近付いてきた。そして孝文の額ひたいに、その柔らかな唇が微かすかに触れる。

「!?」

　思考も視界も波に攫さらわれたように真まっ白しろになった。刹せつ那なの後に目に映ったのは立ち上がろうとしている奈美のスカートで、その裾すそから真っ白な太ももが見えて孝文は高速で顔を逸そらす。

　馬ば鹿かみたいに跳ね回る心音に重なって、パタパタという音が聞こえてきた。奈美が砂を払っているのだろう。孝たか文ふみは油の切れかけたロボットみたいなぎこちない動きで首を巡らせた。奈な美みはこちらに背中を向けたまま、大おお雑ざつ把ぱな動作で服に付いた砂を落としている。

　孝文は地上に打ち上げられた金魚よろしく、ぱくぱくと口を開閉させ、喘あえぐように言った。

「い、いきなり、なな、何を……」

「だから既成事実。みんなには砂浜で押し倒されたって話す」

「あ、あれは不可抗力で、」

「泣いて嫌がったのに唇を奪われたって言う」

「そんな、だ、だって砂が目に入っただけ」

「事実は簡かん単たんに引ひっ繰くり返かえる。歴史と同じ」

　柔道ならば審判は何の躊躇ためらいもなく旗を揚げたことだろう。有効でも技ありでもなく、問答無用の一本。孝文は砂浜で大の字になる。

　奈美は勝利者宣言の代わりとばかりに告げた。

「大丈夫。損はさせない。ボクの占いにも出てる。この転換期に未練を残さない行動を取れば新しい光が見えてくる」

「…………だったらそいつが唯一の救いだな。奈美の占いはよく当たるって評判だし。新しい光ってのが何なのか見当もつかないけどな」

「占いによれば遠とお矢やはそれをもう見つけてるはず」

　孝文はむくりと上半身を起こし、奈美の背中を見詰めた。しかし彼女はそれ以上の説明をするつもりはないらしく、相変わらず服の砂を払っている。孝文も立ち上がり、それに倣ならって砂を落とした。

　もう充分だろうと思い手を止めるが、奈美はまだ砂を払っている最中である。その動作はおざなりなのに意外と神しん経けい質しつだ。まだ時間が掛かりそうだが終わるまで待つべきかと思案していると、奈美は振り返りもせず言った。

「先に二人のところに戻って。ボクもすぐ行く」

「……わかった。足下暗いから気を付けろよ？」

「ん」

　明日のことで憂ゆう鬱うつなのか、孝文はトボトボと力ない足取りで小こ夏なつたちがいる方へと戻っていく。その後ろ姿を横目で窺うかがっていた奈美は、充分な距きよ離りが開いたのを見て取ると、砂を払っていた手を止めた。

　奈美はポケットを探り、簡易的な魔ま術じゆつを使うのにも重宝するコンパクトミラーを取り出した。月明かりの下でその鏡かがみを覗のぞき込こみ、ジッと自分の顔かおを観かん察さつする。

「……やっぱり、ちょっと赤い。眼鏡めがねきちんとしてたのに」

　奈美は糸が切れたマリオネットのように、その場にくたっとしゃがみ込んだ。砂のざらつきと同様、脳裏で印象的な手触りを残すのは、先日の孝文の告白。

　あれは予定通りの反応だった。

　あの結果を得るために自分は暗あん躍やくした。

　でも実は、予想だにしなかったものが一つだけあったのだ。孝たか文ふみの告白を聞いた瞬しゆん間かん、雨上がりのアスファルトの匂においのように、ふと意い識しきに浮かび上がってきたもの。孝文に対する、自分自身の純粋な気持ち。

〝……私のこと、そんなに好きじゃないくせに〟

　本当はあんなこと、言うつもりはなかった。でも、薬くすりを用いた罪悪感から、用意していた返答を口にすることはできなくなっていた。全すべてを話して謝あやまろうにも、ズルをしなければ幼おさな馴な染じみという関係から脱せないのだという苛いら立だちが、悔しさが、悲しみが不意に膨ふくれ上あがり、反射的に孝文を突き放してしまった。

　孝文の心を捩ねじ曲まげてしまった自分には、もはや彼を想おもう資格すらないと思った。

　元の関係に戻れることだけを、戦々恐々として願ねがってきた。

　だというのに──。

　奈な美みは指でそっと唇に触れた後、抱え込んだ両りよう膝ひざに赤みの差した顔かおを埋める。そして少し恨めしげに、闇やみに紛れてしまった孝文の方にチラリと視線をやり、ぽつりと呟つぶやいた。

「…………あんまり世話を焼かせないでよ。ばか」













　　　第四章







　──噓うそだと言ってくれ。

　誰だれかこの状況を噓だと言ってくれ。ただの冗じよう談だんだと言ってくれ。今なら寒いオヤジギャグだろうが上う手まいこと言えてないアメリカンジョークだろうが無条件で笑ってやる。

　だから、これをジョークで済ませてくれ。

　孝たか文ふみはスポーツタオルを頭あたまから、顔かおのほぼ全面が隠れるように目ま深ぶかに被かぶっている。身体からだの上下にはスエット素材のジャージ。しかし一見どこにでもあるようなこのジャージに、ちょっとした仕掛けがしてあることを孝文は知っている。

　四方から聞こえてくるのは歓かん声せいとブラスバンドの演奏。各校の名誉と威信をかけた応援合戦が繰くり広ひろげられ、室内プールの壁に反はん響きようして音の坩堝るつぼが形成されている。その隙すき間まを縫ぬうようにして、アナウンスの声が第一コースから選せん手しゆ名めいを読み上げ始める。

（うおぉ、もうそんな時間か!?　というかマジでやるのか!?）

　今まさに行われようとしているのは百メートル自由形の決勝戦だ。その結果を見届けようとしている一いち選せん手しゆを装い、スタート台の後方でベンチに腰掛けている孝文の足は、実は小刻みに震ふるえている。中学総体の決勝でも緊きん張ちようしなかった孝文だが、これから自分がやろうとしていることに関しては本気でビビッていた。

　孝文はチラリと横を見やった。隣となりには孝文と同じような格好をしている平へい太たがいる。とはいえ平太のジャージには種も仕掛けもない、単なる変装用のものだ。まあここまで服装を揃そろえれば同じ学校の選手団と思われるだろうし、こうして大会に紛れ込むのにプラスに働いているのは間違いない。実際、プールサイドに集まっている大会関係者や各校の選手も、誰一人として孝文たちに注意を払ってない。

　孝文は自分と同様に緊張しているであろう平太に話しかける。

「おい平太、やっぱり止やめねぇか？　今なら入ってきた時と同じルートでこっそり抜け出せるぞ」

「ぼ、僕なら大丈夫だよ。ヘマなんかしないから、孝文は全力で泳いでよ」

　口から零こぼれるのはそんな立派な科白せりふだが、タオルから覗のぞく顔はもはや蒼そう白はくだ。少し手伝うだけとはいえ、平太は超の付く真ま面じ目め人間である。こんな大それた違反行動を取るのにはよほどの蛮勇を必要とするのだろう。

　それでも平太は逃げ出そうとしない。

　こうして孝文を送り出そうとしている。

　どうしてそこまでするのだろうと考えた孝たか文ふみは、やがて一つの可能性に思い至り自じ嘲ちよう的てきな笑みを洩もらした。孝文は胸中でポツリと呟つぶやく。

（……そんなに未練あるように見えたのかよ）

　自分にそんなつもりはなかった。

　選手生命は断たれたのだと、すっぱりと諦あきらめたつもりだった。

　それでも、この瞳ひとみは何かを映していたのだろうか。周りの人間に心配をかけ、こうして手を差し伸べさせるほど、どうしようもなく何かを訴えていたのだろうか。

　……確たしかめてみるか。

　そう思った。そう思えた。

　もし自分の中に未消化のまま抱えているものがあるというならば、その形をこの目で見てやろう。正面から対たい峙じして、どう決着するか見極めよう。

　第八コースまでの全すべての選せん手しゆ名めいが読み上げられた。放送が途切れる瞬しゆん間かん、ガタタッと何か騒さわがしい音をマイクが拾うが、会場の観かん客きやくたちは特に異変を感じたふうもない。しかし予定時刻が来ていることを知っている孝文には、その音の正体がわかっていた。小こ夏なつと奈な美みが大会本部を兼ねる放送室を占拠するため動いたのである。女子高生二人にいったい何ができると普通は思うところだが、野生動物を思わせる小夏と、本物の呪じゆ術じゆつを扱う奈美が組んでいるのだ。大会本部は狙ねらわれた時点で陥落していたと言っても過言ではない。

　孝文はゆっくりと立ち上がる。

　平へい太たがぴくりと身じろぎする。

　作戦は立案者が小夏ということもあり、単純明快だ。百メートル自由形の決勝戦に乱入し、颯さつ爽そうと一着を取るというもの。

　順位結果が作戦内に組み込まれるという頭あたまのユルさが引っかかるものの、細部については意外と考えられている。たとえば決勝は八名の選手で争われるが、会場のプールは全長五十メートルで十コースまである。つまりは両端のコースは無人であり、乱入して泳ぐことは可能だ。不審がられずスタートの位置に近付き、合図と同時にプールに飛び込む必要性があるが、それには身に付けているジャージがその真価を発揮してくれるだろう。そのためのサポートとして平太も傍そばにいるし、望まれる結果を無視すれば乱入することに不安要素はない。

（全力を出して泳ぐのにも最後のチャンスだろうしな。これ以上練習から離はなれたら身体からだも思い通り動かなくなるだろうし）

　未練を指摘し払ふつ拭しよくさせようと動く平太と小夏。退路を断つために孝文の前に立たち塞ふさがった奈美。今になって思えば、まるで最初から仕組まれていたかのような復帰戦。

　これは単なる偶然か。

　はたまた天の配剤か。

　どちらにせよ、もはや迷いはない。逃げ出すことも頭から追いやった。

（──よし、行くか）

　腹を据えた瞬しゆん間かん、喧けん騒そうが徐々に遠くに聞こえるようになった。その代わりに適度の緊きん張ちようを孕はらんだ心音がはっきりと両耳に届き始める。自分のために空いているとさえ思える、ゼロコースと呼ぶべき水の道だけが、やけに辺りの光を反射して輝かがやいて見えた。

　久し振りの感覚。

　もはや二度と感じることがないと思っていた真夏の微び熱ねつ。

　その微熱に浮かされるように、認にん識しきできる空間が狭まっていく。集中力が高まり、体温が緩ゆるやかに上昇する。

　平へい太たが隣となりにやって来て小声で囁ささやいた。

「これまでのレースでわかったけど、スターターの人、自分の時計に合わせて合図のピストル鳴らしてるんだ。さっきのレースで僕の時計と秒単位で合わせたから、タイミングは任せて」

　孝文がうなずく間に、選手たちが次々にスタート台に上った。競きよう技ぎ役やく員いんのスターターも所定の位置に進み出る。孝たか文ふみたちはもっといい位置で決勝を見ようとしているかのように、スターターのすぐ目の前にあるゼロコースへと近付いていく。

　観かん客きやく席せきやプールサイドにいる者のうち、比較的近い距きよ離りにいる数名の視線がこちらを向き、ざわめきが起こるのがわかった。頭あたまからタオルを被かぶってベンチに座っているならまだしも、こうして立ち上がっていればさすがに顔かおが見える者も出てくるのだろう。とはいえもはや引き返すことはできないし、その気もない。スタートが切られるまで問もん題だいになるなよと、孝文は心の中で神様に祈る。

「カウントいくよ。１で一気に飛び出して」

　そして、平太のカウントが開始される。

　５秒前。

　コースの真正面に回り込んだ。スターターは腕時計に視線を落とす。

　４。

　スタート台までの距離を目測する。タイミングに合わせ足を踏ふみ出だす。

　３。

　不審に思われるほど突出した。誰だれかが止めに入ってもおかしくない。

　２。

　プールを挟んでの向こう側、折り返し観かん察さつ員いんの一人が気付く。こちらを指差す。

　１、

　手品師は早着替えなるものを会得している。一瞬の目隠しが入る間に煌きらびやかな衣装チェンジが行われているというアレである。しかしアレにはもちろん種も仕掛けもあり、衣装にはあらかじめ切れ目が入っており、紐ひもを引っ張れば脱皮するように上の服が脱げるようになっているのである。

　孝たか文ふみのジャージにも同様の仕掛けがしてあった。打ち合わせ通りのタイミングで、紐ひもを手にする平へい太たを置き去りにして孝文は飛び出す。それによって被かぶっていたタオルとジャージがその場に落ち、孝文の姿が露あらわになった。

　身体からだにフィットした競きよう泳えい用よう水着。

　これはまあ当然だ。泳ごうとしているのだから必要な装備である。問もん題だいはもっと上、厳げん密みつに言えば首から上である。

　地方大会とはいえ周辺の学校は全すべて参加し、上位者には全国への道も開かれる大会だ。そんなところに乱入したとあれば停学は免れない。そんなわけで、孝文は面が割れないためにマスクをしている。

　超人ボバーンのマスクである。

　本物は口の部分だけ開いた、シャープなデザインのヘルメットらしいのだが、そんなもんを着けていたら泳げない。ゆえにまるでプロレスラーのような、布製のマスクで顔かおを隠している。孝文たちはお互いにアリバイの口裏合わせをしているし、捜査の手が伸びても知らぬ存ぜぬでゴリ押しする態勢である。

　孝文が走る。スターターと目が合う。思わずといった感じで放たれる号砲と、ドンピシャのタイミングでの踏ふみ切きり。

　刹せつ那なの浮遊感の後、盛大な水しぶきを上げて水中に没した。水の呼吸音とも言うべき独特の微音を耳にしながら、抵抗を最小限に抑えて浮き出しまでの曲線を描く。そして水面に出た途端、基本に忠実なハイエルボーのストローク。
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　会場のざわめきは意外と小さかった。まだ状況を理解していない者や、マスク姿に呆あつ気けに取られている者が大半を占めているためだろう。ろくに声を上げられないまま、観かん客きやくたちは目の前で展開されるその異常な事態の本ほん質しつに徐々に気付いていく。

　地方の大会とはいえ、近きん隣りんの高校のトップに立つ面々がしのぎを削るこの決勝戦。そこにマスク姿などというふざけた格好で飛び込むなんてこと、明らかに目立ちたがりの馬ば鹿かがする愚行である。それはマラソン中継の際、沿道をピースサインを送りながらトップ選せん手しゆにくらいつくお調ちよう子し者ものと同じ。最初こそは笑え顔がおではしゃいでいるが、予想以上に速い選手の速度に百メートルも付いていけず、ついには必死の形相を晒さらしながらフレームアウトしていく道化と化すのが関の山のはず。

　だというのに──

　孝たか文ふみは食らい付く。他ほかのファイナリストと同じ、もしくはそれよりも洗練された泳ぎで、トップスイマーと肩を並べる。水泳に造ぞう詣けいの深い競きよう技ぎ役やく員いんや観客の一部には、その泳法が右足を最大限にフォローするものだと気付き、彼が障害を背負っていることを悟って我が目を疑う。

　孝文は泳ぐ。

　ハンデをものともせず、溜ため息いきの洩もれるような速度で。

　時間の経過と共にざわめきが大きくなっていった。それと同時にはたと我に返り、事態を収拾しようと競技役員が慌てふためく。競泳競技規則によればスタートの合図が出されている以上、フォルススタートした競技者などは競技終了後に失格となるが、競技へのこういう形での闖ちん入にゆう者しやについては想定の外。対処方法など詳細に定められてはいない。競技役員が本部に指示を仰ぐが連絡が付かず、ならばと役員の一人が独断でピストルを手にし、スタートのやり直しのために撃うち鳴ならそうとした、まさにその時──。

　ピストルの音さえ搔かき消けすほどの大音量で、とてつもなく熱あつい歌詞の歌がスピーカーから吐き出された。それは知る人ぞ知る超人ボバーンのテーマ曲、『超人ボバーンが行く！』である。その曲を流したまま、元気潑はつ剌らつな小こ夏なつの声がマイクを通して会場に響ひびく。

『誰だれが行く！　彼が行く！　涙を止めにボバーンが行く!!　会場にお集まりの皆さん、ここで特別ゲストの紹介っす！　第ゼロのコース、超人ボバーン!!　地球の平和を守り怪人たちと戦ったボバーンが、この大会に緊きん急きゆう参戦だぜっ!?　盛大な拍手と歓かん声せいで、どうか彼の泳ぎを後押ししちゃってください!!』

　会場に落ちる一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　が次の瞬間、これまでのざわめきで鬱うつ積せきしていたフラストレーションを吹き飛ばすかのように、爆ばく発はつ的てきな歓声が巻き起こった。あちらこちらで突き上げられる無数の拳こぶし。囃はやし立たてるために打ち鳴らされる拍手の洪水。喝かつ采さいが会場の壁という壁に反はん響きようし、競技役員の怒号すらも一緒くたにしてしまう。流れ続けるテーマ曲にブラスバンドが即そつ興きようで伴奏を合わせ、歌詞を知る者は床を踏ふみ鳴ならしながら大音声で歌う。

　音の振動でプールに大海の如ごとき細さざ波なみさえ生まれるなか、全すべての注目と、全ての歓かん声せいを一身に浴びて──

　炎陽の蒼そう海かいを、ボバーンが行く。




　周囲の喧けん騒そうから一歩身を引いて、瞑めいはこの乱らん痴ち気き騒さわぎともいえる競きよう泳えい大たい会かいの様子を冷ややかな眼まな差ざしで見詰めていた。

　なぜわざわざ足を運んだのだろうと、自分の行動を不可解に思う部分はある。孝たか文ふみは自分を、森しん羅らを、これ以上ない形で裏切ったのだ。そんな奴やつの泳ぎを見たところで、腹立ちを覚えこそすれ、得るものなど何もないというのに。

　しかし結局、瞑は二階席の片隅で、こうして孝文の泳ぎを観かん戦せんしている。孝文に張り付かせていた桔き梗きようが彼らの乱入計画を報告してきた際、心こころ躍おどるような感覚さえ抱いたというのも事実。

（……私はいったい、奴の泳ぎに何を期待するというのだ？）

　最初にふと思いついたのは、孝文が無様に負けるその様を見て、溜りゆう飲いんが下がる思いを得たいのだという理由だった。だが、森羅の総責任者である自分がそんな卑小な人間だと認めるのも何だか癪しやくだ。実際、そんなことに時間を割くくらいなら、森羅の研究を一歩でも進める努力をした方が心底マシだと思う。

　それならば、なぜ自分はここにいるのか？

　再びその疑問にぶち当たった瞑は、やがて眉まゆ根ねを寄せて胸中で独白する。

（孝文の未練に気付いたのが余計だったか……）

　プラネタリウムでのことが不意に思い起こされた。自身の右足に視線を落としておきながら、何の未練もないと虚勢を張っていた孝文。

　普通ならば女々しい奴だと、そういった感想しか抱かない場面だったかもしれない。しかし自分は被ひ験けん者しや候補として孝文のプロフィールに目を通しており、女性を救うため右足に障害が残るような傷を負うという悲ひ劇げきに少なからず心を動かされている。

　自分は森羅のことばかり考え、孝文の未練を知りながら背中を押すことはなかった。

　しかし彼の良き理解者たちは、その未練を払ふつ拭しよくさせるためにこうして舞ぶ台たいを整ととのえた。

〝──宇宙に出て神様に会うなんて馬ば鹿かげた話、もう付き合ってらんねえだろ？〟

　孝文にあんな発言を許したのは、理解者になるまでには至らなかった自分にも非があるのかもしれない。考えすぎかもしれないが、自分は森羅の責任者なのだ。人心掌握に長たけていれば、あんな発言を真っ向から受けることなどなかったかもしれない。あるいは、あるとすればだが、あの言葉の奥底に眠る真意を読み取ることができたのかもしれない。

（……何にせよ、私もまだまだ未み熟じゆくだということか）

　いいだろう。

　それらをすべて認めたうえで、孝たか文ふみの泳ぎを見守るとしよう。

　孝文との出会いも、きっと自身を向上させる糧かてであったのだ。森しん羅らの研究は彼にとって取るに足らないものだったかもしれないが、右足に障害を負ってもなお戻ってきたこの世界は、挫ざ折せつしてもなお再挑戦したこの競きよう泳えいは、孝文にとって間違いなく意義深いもののはず。泳ぎの果てにいったいどんな答えを出すのか、この目で最後まで見届けよう。それが、彼の未練を知っていながら目を瞑つぶった、私の怠慢への贖しよく罪ざい。森羅の研究へ興きよう味みを向かせることが叶かなわなかった、私自身への戒め。

　瞑めいは静かな眼まな差ざしで孝文の泳ぎを見詰めた。水泳に関する知ち識しきが全くない瞑から見ても、彼の泳ぐ姿はまるで空を自在に飛んでいるように綺き麗れいだ。右足のハンデがあるというのに他ほかのスイマーと横一列で、会場の熱ねつ狂きようが納得できる接戦を見せている。だが──

「……このままいくとは思えんな」

「確たしかに！」

　独白に応じる声を聞き、瞑は虚を突かれて右みぎ隣どなりの席にいる観かん客きやくを見やった。興味のない人間は記き憶おくに留とどめようともしないので、正直言って人の名前や顔かおを覚えるのは苦手だ。しかしその人物はどこかで目にしたことがあった。恐らく、白はく品ひん高校内でであろう。

　ガタイのいいその人物は決心したように一つうなずいて立ち上がると、二階席から足早に立ち去っていった──。




　身障者のレースに出てみないかと、そう勧められたこともある。それならば望むような結果もきっと出せるだろうと。

　それなのに健常者のレースにこだわったのは、今にして思えばなぜだったのだろうと、孝文自身も不ふ思し議ぎで仕方ない。ガキだから現実を見ることができなかったのだと、そういった一言で片付けることもできるかもしれない。しかし事故直後、取り乱し、八つ当たりし、思いっ切り無様な日々を送ったことで、孝文は事故のことは済んだことだと割り切ることができるようになった。右足に残った障害も個性の一つだと、生来のお気楽な思考回路で消化してもいたのである。だから正直なところ、身障者のレースに出ることに精神的な抵抗は一切なかった。

　──ならばどうして、ここでなければならなかったのか。

　挑戦者でいたかったから？

　まさか。全国で叩たたき出だされる好タイムを知るたび、悔しさに歯は嚙がみしていた自分である。時計上だけの姿なきライバルを目にして、その如何いかんともし難がたい差に絶望していたというのに、挑戦者であろうとするなんて片腹痛い。

　そう。

　今ならばわかる。こうしてケツを叩かれ、大会に乱入した今ならば認めることができる。自分は奈な美みに指摘された通り、逃げていたのだ。かつてのような速度を出せない自分から。次元の違う速度を弾き出すライバルたちから。

　しかし、ここでやはり、疑問は振り出しに戻ってしまう。

　逃走などという手段を取らずとも、方法は他ほかにあったはずだ。今の自分を受け入れているのだから、かつての速度は出るはずもないと納得してしまえば問もん題だいはなかった。五体満足なトップスイマーに届かないのならば、自分の特性に合った大会で頑張ればいいだけだった。

　なのに自分は、健常者のレースにこだわった。

　ここで泳ぐことを目もく標ひようとした。

　その結果、取った手段は逃走。泳ぐこと自体を止やめるという愚行。

（何でだろうな。何で俺おれはそんなことを……）

　反復練習の結晶、洗練されたクロールを披ひ露ろうしながら、疑問符さえも搔かき分わけようと孝たか文ふみは懊おう悩のうする。しかし答えは見当たらず、その代わりとばかりに、今の状況を象徴するかのような壁が前方に現れる。

（もう半分まで来たのかよ。ええいくそ、わけわかんねーっ！）

　孝文は水中で素早く前転。身体からだを捻ひねりながら足を引き寄せ、全すべての鬱うつ憤ぷんをぶつけるようにプールの壁を力強く蹴ける。

　自画自賛したくなるほどの、最速のクイックターン。

　いい泳ぎをしている時は水に溶け込んでしまったような感覚がある。今の孝文はまさにその感覚を享受していた。瞳ひとみに映るのは一面のアクアブルー。気泡が揺らめきながら浮上する音を耳元に聞き、自身が波紋の一つとなる。

　誰だれもいない世界。

　俺もいない世界。

　並外れた集中は孝文に安らぎを運ぶ。

　やはり逃げる必要などなかったのだと、そう思った。

　だってここには競きそう相手がいない。その必要もありはしない。時間さえも意味を持たず、ここにあるのは速度だけ。辿たどり着ついた孝文だけの速度。泳ぎたいというその想おもいだけ。

　それは。

　それはまるで──

〝魂の速度〟

　孝文はハッとなった。それと同時に水から乖かい離りするような感覚。ストロークの度に忘れていた抵抗が戻り、会場の騒そう擾じようが痛いほど耳じ朶だを打つ。

　間近にあった『無』が遠ざかり。

　入れ違いに答えを得た。

　孝文は表情を緩ゆるめ、胸中で呟つぶやく。

（奈な美み、やっぱお前の占いはよく当たるな）

　──光が、見えた。




　楽しい打ち上げになるはずが一転し、前代未聞の反省会と化したその飲み会の席で、競きよう泳えい大たい会かいの競技役員の一人だった小お木ぎ悟さとるは当時のことをこう語る。

『俺おれ？　俺はまず内線電話に駆け寄ったよ。あの闖ちん入にゆう者しやの対処をどうするか、大会本部に訊きこうと思ってさ。でも繫つながらなくて。

　そうそう。薬くすり、嗅かがされてたみたいだね。ほら、映画とかであるじゃん。鍵かぎ穴あなからクロロフォルム流し込んで、中にいる人間を昏こん倒とうさせるってやつ。あんなふうにしたんじゃない？　本部にいた良りよう子こちゃん、何かおかしいって気付いて、意い識しき失う前に椅い子すをわざと倒したらしいよ。助け呼ぶために。

　でしょ？　でしょでしょ？　気付かないよねぇ、そんなことされたってさぁ。なのにさ、あれだけ大きな音ならマイクが拾ったはずだ、気を付けてればわかったはずだ、だってさ。そんなこと言ってこっちに責任全部押し付けられてもねぇ。

　え？　その後？

　いや、大会本部に繫がらないし、いったいどうしようって考えてたらさ、急に後ろから手が伸びてきて口を塞ふさがれたんだよ。そんでもって、内線電話の横に用具入れあるでしょ？　あん中に引きずり込まれたわけ。一いつ瞬しゆんだったよ、一瞬。そっから先は面目ないことに、全く記き憶おくがないね。

　犯人の顔かお？　残念ながら見てないねぇ。むしろ誰だれか見ててよ助けてよって感じだったし。

　ああでも、いい匂においしたから、女の人だったんじゃないかな？』

　同じく、競泳大会の競技役員の一人だった佐さ藤とう大まさるは当時のことをこう語る。

『まずピストル撃うちましたね。競技用の。

　あっ、やっぱ気付きませんでした？　そうなんですよ。超人ボバーンのテーマ曲は大音量で流れてるし、あの盛り上がりでしょ？　音が搔かき消けされちゃって。いくら室内だからって、あれは異常でしたよね。ワールドカップでもああはいきませんって。

　それでもまあ、ピストル鳴らして中断させるくらいしか思いつかなかったんで、隅っこにあるベンチに駆け寄ったんですよ。そこにピストル用の火か薬やく置いてたんで。

　そうなんですよ。ご指摘の通り、実は結局ピストル撃ってません。というか撃てなかったんですよ。火薬入れてた箱を開けた瞬間、横から水をかけた奴やつがいたんです。これじゃ火薬が湿って撃てないじゃないかって、怒って顔を上げたら──そこにメイドさんがいました。

　いやホントですって！　ホラじゃないですって!!　痛い！　物を投げないで！　ビールをかけないで!!

　……その後ですか？　呆あつ気けに取られて見てたら、そのメイドさんがにっこり笑って、こう言ったんです。

〝それは無粋でございましょう？〟

　そっから先は記き憶おくが曖あい昧まいなんですけど、たぶん左ですね。左フック。僕、空手やってて黒帯なんですけど、正直いつ打たれたのやらさっぱりです。でも残ってるんですよ、その時の傷。見えるかなぁ？　ここ殴られると脳が揺れて簡かん単たんに倒れるんですよ。

　ほら、顎あご先さきにあるでしょう、擦さつ過か傷しよう』

　同じく、競きよう泳えい大たい会かいの競技役員の一人だった山やま田だ久ひさ直なおは当時のことをこう語る。

『これ言ったらタモッさんが気を悪くするかもなぁ……。

　いや、立場的に止めなきゃいけないのはわかってんだよ？　でもさ、実のところ……見み惚ほれてたね、ボバーンの泳ぎに。

　うわやっぱ怒った！　まあ落ち着きなよタモッさん、だって仕方ないじゃん、俺おれたち〝超人ボバーン〟の世代だし。あのテーマ曲聴いただけで血が騒さわぐって言うか、童心に返るって言うかさぁ。それにホラ、あのボバーン、いい泳ぎしてたろ？　あれだけのスピード出せるようになるには血の滲にじむような努力をしたに違いないよ。大したもんだ。会場全体を味方に付けちまうのもうなずけるって。

　んあ？　何だ佐さ藤とう、ボバーンの正体に見当ついてないのか？

　そりゃわかるだろ。右足に障害抱えつつあんだけのスピード出せるっていや市内で一人くらいのもんだ。というか何でお前がわからないのかが不ふ思し議ぎ……って、ああそうか。お前、東京の大学行ってたって話してたもんな。事故当時は向こうにいたか。

　処罰？　ないない。

　そりゃお前、あれだ。──武士の情けよ。

　……どうだ？　今の格好良かったか？　そうか格好良かったか。まあ飲めまあ飲め。

　あー、まあ真ま面じ目めに答えたら、まず証拠がないわな。それに競泳界ではあの悲ひ劇げき的てきな事故は有名で、武士の情けまでいかないまでも、犯人を追い詰めようっていう心情は働はたらき辛づらいだろうな。

　あと、これはここだけの話なんだがよ。連盟のお偉いさん方に、犯人捜しをしないよう圧力が掛かったらしい。

　どこからなんてこと俺が知るわけないだろ。とにかく、なんかどえらいとこから指示が出たらしい。秘密結社とか陰の財閥とか、そんなとこからじゃねえか？　まあ確たしかに他ほかのファイナリストの進路妨害したわけじゃないし、選せん手しゆたちの着順も正式に出たからな。目くじら立てて騒ぐことじゃ……

　──ありゃ、そんなふてくされないでよタモッさん。そりゃボバーンを擁よう護ごするような動きばっかで気分悪いだろうけどさ、俺はタモッさんの味方だよ？　タモッさんのあの行動だって、もちろん必要なことだったって思ってるよ？

　やだなぁ、そんな睨にらまないでよタモッさん。本当だって』

　競きよう泳えい大たい会かいの審しん判ぱん長ちようだった三み浦うら保たもつは、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔かおで当時のことをこう語る。

『俺おれだってな、色々と思うところはあったさ。

　だがな、俺は審判なんだ。選せん手しゆたちが安心して泳げるように、競技を円滑に進める義務があるんだ。

　会場全体を敵に回すことになるとはわかってたさ。娘が言ってた、お父さんはＫＹだっていう言葉も脳裏を過よぎったさ。

　だがな、俺には審判長としての責任があるんだよ。

　だから、だから俺は──』




　音が戻った世界で、色が戻った世界で、孝たか文ふみは渾こん身しんのストロークで水を搔かいていく。異様な盛り上がりを見せる会場。鼻を突く塩素の臭におい。つい先日まで恐れていたライバルたちの存在さえ、今ではひどく懐なつかしく、孝文の胸を焦がす。

（あぁ、もう少しで終わっちまうな……）

　名残なごり惜おしい思いさえ抱きながら残り二十五メートルを切った時だ。プールサイドから誰だれかが飛び込むのが視界の端に映り、孝文は慌ててそちらに視線を巡らす。自分のコースの進行方向に、審判らしき人物の姿があった。このまま闖ちん入にゆう者しやを放置すれば競技役員の面子メンツに関かかわると、強制退去に踏ふみ切きったらしい。服を着用したままの入水はまるで足を滑らせてプールに落ちた清掃員を思わせるが、ゼロコースを塞ふさぐように大きく両手を広げるその姿には、彼なりの仕事へのプライドが見て取れる。

　会場全体から津波を引き起こさんばかりの大ブーイングが湧わき起おこった。小こ夏なつも悲痛な声をマイク越しに吐き出す。

『そんな！　あとちょっとじゃないっすか！　他ほかの選手の邪じや魔ましてるわけでもないんだし、最後まで泳がせてください!!　ボバーンのピンチっす！　誰かお願ねがいです、ボバーンを助けて！　空気読めないあの審判を完全排除しちゃってください!!』

　その逼ひつ迫ぱくした声に促され、何人か慌てて動くのが見えた。しかし今から動いたところで間に合わないことは、泳いでその相対距きよ離りを詰めている孝文が一番よくわかっている。

（噓うそだろ。ここで終わっちまうのかよ……）

　孝文が絶望し、審判が捨て鉢な笑みを浮かべた、その刹せつ那なのことだ。不意に大きな水しぶきが上がり、何者かが審判を後ろから羽は交がい締じめにし、プール脇わきに引っ張ってコースを空けた。喚わめき声ごえを上げる審判の脇を抜ける際、彼を羽交い締めしている人物と目が合う。

　林はやしだった。

　白はく品ひん高校水泳部顧こ問もん、『肉団子』こと林だった。

　思わず「あんた何でここにいるの!?」と叫びそうになったが、よく考えればいても何ら不ふ思し議ぎではない。何せ大会にはウチの部員たちも参加しているのである。残念ながらこの決勝に残っている者はいないようだが、熱ねつ血けつな林はやしが後学のため会場で観かん戦せんしているのは当然でさえある。そして、林は孝たか文ふみの泳ぎを見続けた人物だ。ボバーンの正体に会場でいち早く気付いたに違いない。

　割れんばかりの歓かん声せいが起こった。観客席には白はく品ひん高校の生徒もちらほらいるようで、どこからともなく「は・や・し！　は・や・し！」と林コールが始まる。

　懸けん命めいに泳ぐ孝文の姿に、林は涙さえ流しながらウンウンと何度もうなずく。そんな林に向かい、孝文は目め顔がおで「ありがとうございました」と誠心誠意の感かん謝しやの言葉を投げた。林は孝文に新しい泳法を伝授した人物であり、孝文が望むなら運動障害治ち療りようの権けん威いに掛け合うこともできると、いつもそう言ってくれていた。それだけお世話になっていながらも、これまでは素直に感謝の気持ちを抱くことはできないでいたのだが、今になってようやく心からお礼を言うことができる。

　理由は単純だ。

　これで自分の競きよう泳えい人生には幕が下りるから。

　ここにはもはや何の未練もないから。

　孝文は思う。平へい太たも、小こ夏なつも、瞑めいも、そして自分自身さえも、きっと大きな勘違いをしていたのだろう。競泳への未練なんて、実は最初からなかったのだ。孝文が健常者のレースに目もく標ひようを絞り、思い通りの速度が出ないことに苦悩していたから、競泳というものに思い残すことがあるのだと、そうミスリードされただけ。

　今になってようやくわかった。逃げ道を塞ふさがれ、競泳と向き合い、かつての感覚を再び味わって、ようやく答えが出た。光が見えた。

　──自分が目指していたものは、魂の速度だったのだ。

　怖いと思ったことは何度もある。

　最初の時なんて半べそになった。

　それでも幽ゆう体たい離り脱だつというものを心の底から憎んだことが一度としてなかったのは、幽体ゆえに弾き出せる魂の速度に、いつしかどうしようもなく惹ひかれていたからだ。

　何てことはない。障害を負った直後も自分は泳いでいたのだ。このせせこましいプールではなく、どこまでも広がる大空を。

　痛々しくさえ思えて競泳から逃げ出したが、それはかつての自分の速度を覚えていたからでも、ライバルの影かげに怯おびえていたからでもなく、魂の速度に近付けず絶望したからだ。健常者のレースにこだわっていた理由もいたって単純。少しでも速い場所に身を置いていたかっただけ。

（瞑。俺おれが月まで辿たどり着つけた理由が、『魂の速度』の元になる俺の〝想おもい〟の正体が、何となくわかった気がするよ）

　泳ぐことからはきっと一生離はなれることはないだろう。それでもこの競泳人生にはもう未練なんてない。自分は情じよう熱ねつを傾けられるものをとっくに見つけていたのだから。

　無心でゴールを目指す孝たか文ふみの胸の中で、一つの灼しやく熱ねつの夏が静かに終わろうとしていた──。




　ふと気付けば、腰を浮かせ、身を乗り出して、孝文の泳ぎの行く末を見守る自分がいた。瞑めいは眉み間けんに皴しわを寄せると小さく舌打ちし、再び席に腰を下ろす。冷静を装おうとはするが、それがうまくいっていないことは重々わかっていた。なぜなら、今しがた思わず叫んでしまった科白せりふを、瞑ははっきりと覚えていたから。

『──桔き梗きよう、何をしている！　早くその審しん判ぱんを摘つまみ出だせ!!』

　不覚に思うべきか、あるいは呆あきれるべきか。孝文の泳ぎを静かに見届け、彼の得る答えを見極めるためにここにいるというのに、その目的を忘我し叫んでしまうとは。

　自省する瞑の周りでは騒そう擾じようがピークを迎えていた。声援とテーマ曲が坩る堝つぼとなって会場を席せつ巻けんするなか、「林はやしコール」が火山の噴ふん火かの如ごとく観かん客きやく席せきを突き上げる。瞑は審判長を羽は交がい締じめにしている人物を見やり、ふんっと鼻を鳴らした。

（どこかで見たと思ったら、白はく品ひん高校の教師か）

　その人物は先ほど瞑の独白に応こたえ、隣となりの席から慌ただしく去っていった者だ。こういった事態を予測して下へと降りたらしい。

「林、か。またフォローすべき人間が増えたようだな。余計なことをしてくれる」

　そう呟つぶやいてみたものの、瞑の口元は微かすかに緩ゆるんだ。それを自覚した瞑は顔をしかめるが、やがて諦てい念ねんにも似た溜ため息いきを洩もらす。

　永遠にも思える刹せつ那なの時が終わりを迎えようとしていた。

　その中心にいるのは間違いなく、ゼロコースを行く孝文の存在。

　孝文の泳ぎには既に迷いというものが見受けられない。未練を払ふつ拭しよくしこの場に臨のぞんだことで、彼の中で何らかの答えが出たのかもしれない。そして、そんな孝文の姿を目で追う瞑の中で、許してやろうと、そういう思いが不意に浮かび上がってきた。

　孝文は答えを出した。彼の解答はきっと、泳ぎそのものに直結するものなのだろう。それゆえ誰だれをも魅み了りようするようなあんな泳ぎができるのだ。

　ならば、いい。

　許してやる。

　森しん羅らのプロジェクトをゲーム以下の価値しかないと告げたあの暴ぼう言げん、現時刻をもって綺き麗れいさっぱり忘れてやる。

（孝文の望みは、お前の最さい優ゆう先せん事項は、〝泳ぐこと〟なのだな）

　価値観は人によって違う。森羅のプロジェクトが人じん類るいの夢そのものだとしても、遠とお矢や孝文という人物にとってそれ以上の意義を見み出いだすものが他ほかにあるならば、軽んじる言動を取っても仕方ないことだ。未練を知り、孝文にとって意義深いものの存在に気付く機き会かいがありながら、それを無視して森しん羅らに引き込もうとした自分にも落ち度はある。

　だから、許してやる。

　だけど、忘れるな。

　森羅の誘いを蹴けってまでこの場に残ったのだ。中途半端なことは決して許さない。弱音を吐くな。逃げ出すな。たとえこの先どんなことがあっても──

（──孝たか文ふみ、お前はここで泳いでいろ）

　歓かん声せいがこだまする。

　打ち鳴らされる拍手が響ひびく。

　水滴が舞まい上あがり。

　鼻を突くのは塩素の臭におい。

　……ひどく暑い。

　眩暈めまいを覚えるような熱ねつ気き。

　手で触れられそうな一体感。

　初めてだというのにどこか懐なつかしい、それは静かで騒さわがしい空間。

　まるで舞ぶ台たいを見ているようだと、そう思った。カーテンコールがないのがひどく残念な、とても良りよう質しつな舞台を眺めているよう。

　ここにはもしかすると、森羅の研究に没ぼつ頭とうするため自分が捨て去ってきたものが、驚おどろくほど詰め込まれているのかもしれない。舞台の序幕となった高校でのことがふと思い起こされる。被ひ験けん者しや候補である孝文に初めて会った時のこと。優やさしいクラスメイトたちのこと。少し風変わりな孝文の良き理解者たちのこと……。

　自分は被験者候補がいたから白はく品ひん高校に来た。孝文が森羅のプロジェクトから外れる以上、週明けにはあの高校を去ることになるだろう。自分にはもはや舞台を眺めることも、出演者として舞台に立つこともできないのだ。そう考えた時、俄にわかには信じられないことだが、胸の奥がチクリと痛んだ。終幕を予感した者だけが感じる、あの切ない寂せき寥りよう感かんが瞑めいの心をかき乱す。

「──っ！」

　胸元をキュッと握にぎり締しめる。気を落ち着かせるため深呼吸する。そして、この舞台の主人公たる孝文の泳ぎに、ゆっくりと視線を戻した。

　瞑は唇を嚙かみ、胸中で話しかける。

（……孝文。私はどうやらあの高校が気に入っていたようだ。お前との掛け合いも、いま思えばなかなか楽しかったぞ）

　正直に言えば、森羅の研究を一緒に進められず、少しだけ寂しい。

　でも、もはや同じ道を行くことはないのだ。

　孝文と歩んだ日々はもう間もなく幕を閉じる。

　胸が苦しい。こんなことは初めてのように思う。だが、瞑は森羅の責任者として、決然とした意思で威い儀ぎを正す。

　ゴールが近い。

　幕が下りようとしている。

　ならば、自分にできることはもはや一つだけだ。袂たもとを分かつとはいえ、新しい舞ぶ台たいに向かおうとしている孝たか文ふみの姿を目の前にして、自分ができることはただ一つだけ。

　瞑めいは初めて自ら周りの観かん客きやくに同どう調ちようすると、パチパチと拍手を送った。そして終幕を迎えるこの舞台めがけ、小さいが、しかし万感の想おもいを込めて呟つぶやく。

「……素晴らしいブラボー」




　指先が触れた。

　月にタッチした時のような達成感はなかったが、その代わりに、あぁ、終わったのだという、しんみりとした思いが胸に去来する。

　打ち合わせではゴールしたらすぐさま逃げるという段取りになっていたが、どうもそういった気にはなれない。孝文は瞳ひとみを閉じて仰あお向むけになると、余よ韻いんに浸るように水面に大の字になった。周りを見渡して自分の順位を確たしかめる必要性も感じない。この試合にはもはや、順位など関係ないように思えるから……。

　そうして無心で水面にたゆたっていると、孝文はやがてふと違和感を覚えた。万雷の拍手を期待していたわけではなかったが、つい先ほどまであれほど騒さわがしかった会場が、今は水を打ったように静まり返っているのである。その静寂にはマスク姿のスイマーの乱入に気を吞のまれたレース当初のような、飽和状態の困惑と混乱が感じられた。いったいどうしたんだろうと目を開けてみると、孝文の視線の先、ゼロコースのスタート台の上に、にこやかな笑みを浮かべる桔き梗きようの姿がある。

「なっ……」

　孝文は絶句すると同時に、なぜ会場の観客が沈ちん黙もくしたのかを理解した。覆ふく面めんをしたスイマーが乱入したと思いきや、今度はプールサイドにいきなりメイドさんが出現したのである。展開の混迷具合に呆あつ気けに取られて言葉が出なくなるのも当然だ。

　余韻なんてものが綺き麗れいさっぱり吹き飛んだ孝文は、その場に立ち上がって喘あえぐように問いかけた。

「ど、どうしてここにいるんだ？　瞑は俺おれの言動に愛想つかしてたぞ？　俺、被ひ験けん者しやからとっくに外されてるんじゃないのか？」

「ええ、その通りでございます。しかし瞑お嬢じよう様さまが、もうしばらくは孝文様の身辺警けい護ごについていてくれと、そう仰おつしやったのです。まあ無理矢理に事態に巻き込んだことへのアフターケアと考えていただければ結構です」

「瞑が？」

　意外な言葉に孝たか文ふみは目を丸くする。あんな最悪な形で別れたというのに、瞑めいが被ひ験けん者しやから外れた自分のことをまだ気にかけてくれているというのは、何だか信じられない思いがする。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くしてしまいそうになった孝文は、頭あたまを振って思考を取り戻すと、今すべきことのために口を開いた。

「なあ、一つ頼たのみがある。これから瞑に会わせてくれないか？　あいつに話したいことがあるんだ」

「瞑お嬢じよう様さまにですか？　どうされたのです？　翼つばさ様から乗り換えて愛の告白でもなさるおつもりですか？」

「だから何でそんな話になるんだよ。あいつの研究のことについてちょっと話したいんだ」

　その一言に桔き梗きようの目付きが変わった。桔梗は笑みを絶やさぬまま、しかしスコープ越しに孝文を見ていた時と同様、容赦ない声こわ音ねで淡々と言を継ぐ。

「あら。孝文様の方から森しん羅らの研究について話があるなんて、正直意外ですね。もう森羅に関かかわるつもりはなくしたと、そう思っていましたが。いったいどういった心境の変化ですか？　まさかとは思いますが、こんな青春映画の真ま似ね事ごとで何かが劇げき的てきに変わったと、そんなことを臆おく面めんもなく言うおつもりですか？」

　相変わらずの非人情さで、他人の言動や尊そん厳げんを踏ふみにじるような言葉を投げられた。

　以前ならば口を噤つぐむしかなかったかもしれない。反発心は抱いても、正体不明の未練に背を向けたままだったならば、きっと反はん論ろんする足掛かりすら摑つかめなかったろうから。

　だが、今はもう違う。こんな馬ば鹿かげた格好をして、がむしゃらに泳いで、ようやく一つの答えを得た。やるべきことを見み出いだした。桔梗の言葉に歯は嚙がみする理由など、もはや一つとしてない。

　孝文は桔梗の言動に踊らされることなく、真しん摯しに言葉を紡いだ。

「頼むよ。あいつに謝あやまりたいこともあるし、どうしても俺おれの考え聞いてもらいたいんだ」

　桔梗が虚を突かれたように微かすかに目を見開き、まじまじと孝文を見返した。彼女はしばらくそうして無言でいたが、やがてぽつりと呟つぶやく。

「……なるほど。格好だけ見ればとことんふざけてますが、いい目をするようになりましたね」

　桔梗はすっと手を持ち上げ、二階の観かん客きやく席せきを指差した。孝文がその方向に視線をやると、再びざわつき始めた一般客に交じって、見知った人物の姿が見て取れる。

　それは瞑だった。

　まるでオペラでも鑑かん賞しように来た貴族の風格で、瞑が静かな眼まな差ざしでプールにいる孝文のことを見詰めていた。

　孝文が思わず目を瞠みはるなか、桔梗がにこやかに告げる。

「孝文様とご学友が立てられたこの乱入計画についてご報告しましたら、最後に孝文様の泳ぎを見てみたいと、わざわざ足を運んでくださったのです。お気付きになりませんでしたか？」

　孝たか文ふみと瞑めいはそのまま見詰め合った。

　二人の間には距きよ離りがある。

　声をかけて呼び止めることさえできなかったあの時以上の、物理的な距離がある。

　それでも、以前のようにかけ離はなれているとは、孝文には思えなかった。手を伸ばせば届くのではと、そんなことさえ思えた。

　瞑はどうなのだろうか？

　同じことを感じてくれているだろうか？

　そんなことを考えていると、瞑がゆっくりとした動作で席を立ち、踵きびすを返して出口の方へと向かった。孝文は後を追おうとプールサイドに手をかけ身体からだを持ち上げる。するとその時、桔き梗きようがすっと傍そばに寄ってきて、孝文の身体にあるものを羽は織おらせた。

　マントである。

　ヒーロー・ボバーンに合わせたのか、白銀のマントが孝文の身体を覆おおう。

　先ほどまでの非情さはどこへやら、桔梗は嬉き々きとして口を開いた。

「時に孝文様、今回の計画について演出点を付けるならば六十点くらいだろうとわたくしは思うのです。ボバーンの格好で乱入というのは度肝を抜きますしわたくし好みの演出ではありますが、どうせならドライアイスをたくぐらいのことはしなくては。それに、退場も大切なのですよ？　泳ぎ切った後に捕まらないように必死に逃げ出すなんて格好悪いじゃないですか。仮にもヒーローを騙かたっているのですから、颯さつ爽そうとこの場を去らなければ」

「いや、そんなこと言われても……」

　桔梗の出現で失念していたが、自分は大会の闖ちん入にゆう者しやであり、追われる立場なのである。のんびりしている場合じゃないと、遅まきながら焦りを覚えて辺りを見渡してみた。しかし、孝文の身柄を拘束するために動き出しているはずの競きよう技ぎ役やく員いんの姿はどこにも見えない。

　孝文が呆ぼう然ぜんとしていると、桔梗が耳打ちしてきた。

「ご安心ください。孝文様に注意が向いている間に、邪じや魔まになりそうな役員の方々は排除しておきました。プールに飛び込むという予想外の行動に出たせいで取りこぼしてしまった人物もいましたが、まあ大事に至らず重ちよう畳じようです」

「おいおい、んな無茶なことを……」

　孝文は呆あきれたように声を洩もらした後、はたと気付いた。そういえば平へい太たたちはどうなったのだろうか？

　視線を巡らせてみると、プールサイドにはまだ平太の姿があった。ゴールを見届けたらすぐさま会場から脱出してあらかじめ決めておいた場所で落ち合う手はずになっていたのだが、どうやら孝文のことが心配でこの場に留とどまっていたらしい。

　こちらから声をかけて協力者だということを衆人の目に晒さらすわけにはいかない。すぐに後を追うから先に撤てつ退たいに入ってくれと目め顔がおで合図を送ると、さすが付き合いの長い平太である。孝文の意図を正せい確かくに解したらしく、こくりと小さくうなずき、大会本部に向かって撤てつ退たいの合図を送る。

　小こ夏なつたちもなかなか逃げ出さない孝たか文ふみを固かた唾ずを吞のんで見守っていたようだが、平へい太たがアクションを起こしたことで好こう機きを悟ったらしい。既に終了していた『超人ボバーンが行く！』の代わりに、エンディング曲である『夕ゆう陽ひのあなた』を情感たっぷりに流す。

　桔き梗きようがクスリと笑って言った。

「エンディングまで用意しているとは、意外と凝こった演出ですね。演出点にプラス五点といったところでしょうか。さあ、孝文様。せっかくお膳ぜん立だてが整ととのっているのです。観かん客きやくの皆様に応こたえながら颯さつ爽そうとした退場といきましょう」

「いや、何もそこまでしなくても……」

「サクラが入っています」

「は？」

「ですから、サクラですよ。この会場にはわたくしの指示でサクラを紛れ込ませています。会場を味方に付けなければすぐさま摘つまみ出だされるのは目に見えていたので、わたくしの独断で演出に手を加えさせていただいたのです。しかし正直、ここまで盛り上がるとは思ってもみませんでした。それは孝文様の泳ぎに胸を打たれ、心の底から応援してくださった方々が予想以上に多かったということです。その皆様に応えるのは、当然の義務だとわたくしは考えますが？」

　孝文は観客席を振り仰いだ。やけにノリがいい観衆だとは思っていたが、そんな裏が隠されていたとは。それでも桔梗の言う通り、自分に向けられる眼まな差ざしは一様に温かい。応援してくれたのがサクラだけでないのは肌で感じる。

　サクラのものか、あるいは自然発生したのか、不意にどこからともなく拍手が起こった。それは徐々に周囲に伝でん播ぱし、やがて会場全体を包み込んでいく。

　孝文はさんざ躊躇ためらった挙あげ句く、ええいままよとばかりにマントを跳ね上げ、拳こぶしを天高く突き上げた。それに呼応して湧わき上あがる歓かん声せい。指笛がいたる場所で吹き鳴らされ、主役を奪われたファイナリストたちも啞あ然ぜんと見守るしかない。

　鳴なり止やまない拍手のなか、孝文は桔梗に促されるままに『関係者以外立ち入り禁止』のプレートが下がったドアへと向かう。桔梗がそこを開けて主人を迎え入れるメイドよろしく恭うやうやしく一礼すると、孝文は調ちよう子しに乗ってドアの前で観客席を振り返り、今度は両拳を突き上げてみせた。すると再び爆ばく発はつ的てきな歓声。まるでスベリ知らずの若手芸人のような爽快感を抱きつつ、高笑いまでしながらドアをくぐると、

「──いい年をして何をしているんだ、貴様は？」

　冷水を頭あたまから浴びせるような、そんな一言を投げられた。

　高笑いが喉のど許もとで凍り付く。孝文が弾かれたように声のした方に顔かおを振ると、スタッフが往来するのであろう通路の壁に寄りかかるようにして、瞑めいが静かに佇たたずんでいた。

「あ、いや、これはその……」

　つい先ほどまでテンションが妙に上がっていたので気にならなかったが、冷静なツッコミを入れられて何だか急に恥ずかしくなってきた。マスクにマントというこの奇抜なファッションは、クラスメイトには決して見られたくない代しろ物ものだという認にん識しきがいまさらながらに浮上する。

　孝たか文ふみがしどろもどろになっていると、瞑めいはつかつかと歩み寄ってきて、ボバーンのマスクをむんずと摑つかんで力いっぱい引ひき剝はがした。

「う、うわぁ！　ヒーローの仮面を引っぺがすなんて何て罰当たりなことを!?」

「うるさいぞ遠とお矢や孝文。正体は割れているんだ遠矢孝文。貴様は海パン一丁とマスクで大会に乱入した変態だ。自覚しろ遠矢孝文」

「鬼い！」

　孝文の抗こう議ぎは届かず、瞑はさらにマントを剝がしにかかる。何だか男と女の立場が逆転しているような状況だ。やーめーてー。

　抵抗むなしくマントを剝むかれた時、桔き梗きようがコホンと控えめな空から咳せきをして口を開いた。

「孝文様、どちらにせよそのお姿で外に出るわけにはいかないでしょう？　こちらの部屋に着替えを用意しておりますのでどうぞ」

「おお、助かる！　用意いいな」

　孝文が弾んだ声を上げると、桔梗の口元に自然な笑みが浮かんだ。どうやら桔梗は褒ほめられるのが好きらしい。僅わずかに胸を反らし、得意げに言う。

「伊だ達てや酔狂で地上最強のメイドを名乗っているわけではありません。全すべての可能性を網もう羅らして準備を整ととのえております。ああ、それと瞑お嬢じよう様さま。孝文様が折り入ってお話があるそうですので、ご一緒にどうぞ。わたくしは邪じや魔まが入らないように外で見張っておりますので」

「ち、ちょっと待てよ。それはマズイだろ。俺おれ、中で着替えるんだぞ？」

「ご安心を。こんなこともあろうかと室内には衝つい立たてもご用意しております。──どうです？　地上最強でしょう？」

「……褒めてもらえること前提の笑え顔がおを向けられて心苦しいですけどあえて言います。そこまで用意周到だと正直ドン引きだ」

　孝文は及び腰になるが、桔梗に半ば押し込まれるようにして部屋の中に入った。瞑がその後に続くと、桔梗によってドアが閉められる。

　部屋の中には確たしかに、間仕切りとなる衝立があった。その向こう側を覗のぞき込こめば、着替えのために用意されているのであろう、白はく品ひん高校の制服が置いてある。まあここに来て奇抜な変装をしても目立つだけだし、制服ならば人ひと混ごみに紛れて脱出も容易たやすいだろう。

　いったいどんな状況まで予測していたのかと呆あきれ気味の吐息をついた後、孝文は真しん摯しな表情で瞑に向き直った。そして瞑の目を見詰めたまま、静かに口を開く。

「なあ、瞑。その……」

「構わん。許す」

「へっ？」

　まだ何も言っていないのにお許しの言葉をいただいてしまった。まあ確たしかに先日のことを謝あやまろうとしていたのだが、大おお岡おか裁さばきよりも迅速なその判決に孝たか文ふみは目をぱちくりさせるしかない。

「そう間抜け面をするな。話というのはどうせ昨日きのうの発言を謝りたいということだろう？　しかし森しん羅らの研究よりも泳ぐことを選んだ孝文の心情は私なりに理解したつもりだ。言葉の選び方は決して褒ほめられたものではなかったが、森羅の誘いを蹴ける理由には得心がいった。だから許す。私はこの舞ぶ台たいから降りるが──孝文、お前はここで泳いでいろ」

　言葉自体は毅き然ぜんとしているが、どこか寂しげな表情で瞑めいはそう告げた。

　なぜそんな顔かおをするのだろうと思った。瞑のそんな顔は見たくないのだと、なぜだか強く思った。孝文は焦り、慌てて言葉を重ねる。

「いやちょっと待った。何か違う。確かに謝ろうとしてたけど、最後の方は行き違いがあると思う」

「行き違い？　いったい何の行き違いがあると言うのだ？　孝文は泳ぎ続けることを選んだのだろう？」

「あれ、合ってる？　ああでも、やっぱ違うって。森羅の誘いを蹴って泳ぐって、そういうことじゃなくて……」

「さっきから何を言っている？　言いたいことがあるならはっきり言え！」

　さすがに苛いら立だちを覚えたらしく瞑が一喝した。思わずビクッと首を竦すくめた孝文は、反射的に答えとなるその科白せりふを吐き出す。

「いや、この前は悪かった！　あれナシ！　やっぱ俺おれにも森羅の研究を手伝わせてくれ！」

「………………」

「………………」

「………………」

「………………」

「…………あぁん？」

　予期せぬ言葉すぎたのか、まるでヤンキーのような反応を返された。颯さつ爽そうと立ち去るシーンで急に呼び止められ何事かと振り返ってみたら、肩に落ちているフケを指摘され名場面を台無しにされたヒロインの如ごとく、キレて何が悪いという眼まな差ざしで容赦なく睨にらみ付つけられた。

　肝を冷やす孝文の目の前で、瞑は眉み間けんに皺しわを寄せて問いかけてくる。

「いったいどういうつもりだ？　孝文は森羅の研究よりも泳ぐことを優ゆう先せんしたと、そう理解していたが？」

　瞑はもはやわけがわからないといったふうである。まあ、それも仕方ないことだろう。泳いでいる最中に見み出いだした結けつ論ろんは、まだ孝文の胸の内にしか存在しない。泳ぐことが森羅の研究に繫つながるなんて、そんなこと普通なら思い付きもしないだろう。

　きちんと説明する必要を感じた孝たか文ふみは、はっきりとした口く調ちようで言葉を紡いでいく。

「泳いでる時に気付いたんだけどさ、実は俺おれ、競きよう泳えいからはとっくに卒業してたんだ」

　そう悟る機き会かいは実はいくらでもあったのだと思う。友人たちに水泳部を辞めるつもりだと吐と露ろしつつも、なかなか出せなかった退部届。しかしその一歩を踏ふみ出だす契機となったのは、月に辿たどり着ついたからだろう。おっかなびっくりとはいえ宇宙を遊泳し、幽ゆう体たい離り脱だつで空を泳ぐその爽そう快かい感かんを今まで以上に強く自覚したから。

「水すい槽そうみたいなプールでじゃなくて、俺はもっと自由に泳ぎ回ってみたいんだよ。何で今まで気付けなかったのかな。一度幽体離脱して空を泳ぐ気持ち良さを覚えちまったら、水を搔かき分わけながら進むなんて億おつ劫くうで仕方ないんだ。俺はもっと速く泳いでみたい。それこそ瞑めいが言ってたような光速を超える、自分にしか出せない魂の速度でさ。競泳は卒業したけど、俺は結局のところ、どこまでいっても水泳バカでしかないからな。だから……お願ねがいだよ、瞑。俺にも森しん羅らの研究、手伝わせてくれ」

　孝文の答えを聞いた瞑は、呆あつ気けに取られたようにしばらく無言でいた。だがやがて、一つ大きく吐息を洩もらして、

「……いったいどんな答えを出したかと思えば、そんなことを考えていたのか。孝文らしい単純さだな」

　と、呆あきれたように呟つぶやく。

「そ、それじゃあ──」

「しかし我々は部活をしているわけじゃないんだ。今日きようの泳ぎは孝文にとって転機となるものだったかもしれないが、コロコロと意見を変える者の言葉を鵜う吞のみにはできない。能力は買うが、私は今、孝文の覚悟に初めて疑念を抱いている」

　瞑の雰囲気が急に変わった。それは恐らく、今の科白せりふが森羅の責任者として発せられたものだからだろう。納得できる反はん論ろんがない限り、これ以降は『森羅』の名前を出すことすら許さないという、そんな冷然とした眼まな差ざしを送られる。

　──ここが正念場だ。

　競泳で培った勝負勘がそれを伝えてきた。孝文は腹を決めると、努めて平然とした口調で返す。

「何か同じようなこと片かた倉くらさんにも言われたけど……ふと思ったんだよ。そんなに難むずかしく考える必要あるのかなって」

「なんだと？　貴様、そんな気軽さで何を成そうというのだ？」

　瞑が気け色しきばむのがありありと感じられた。しかし孝文は怯ひるむことなく続ける。

「だから、そんな肩かた肘ひじ張らなくてもいいんじゃないかって、そう思えてきたんだけど。俺が競泳始めたのだって、スタート地点は単に泳ぐのが好きだったからで、そのうち自分に向いてるからって本格的にやるようになっただけだし。だいたいさ、一番を取りたいとか遊び時間を削ってでも練習するとか、そういった目的や覚悟は後から出てくるもんだろ？　瞑めいだってそうじゃないのか？　ガリレオの話をしてくれたじゃねえか。天罰が下る覚悟を決めてから空に天体望ぼう遠えん鏡きようを向けるわけじゃないだろ？　どうしても神様を観かん測そくしたいから森しん羅らの研究を受け継いだんじゃないのか？」

　こんなことを口にできるようになったのも、今日きようの泳ぎがあったからこそだと思う。孝たか文ふみを月まで辿たどり着つかせた『魂の速度』、その〝想おもい〟の正体は、無心で泳ぐことの楽しさに違いない。水に飛び込む前から抱く覚悟なんてもの、足かせになりこそすれ、プラスに働くことなどないのだ。

　孝文の言葉を聞いた瞑の瞳ひとみの虹こう彩さいが、戸惑うように揺れ始めた。しかし、彼女はまだ納得しかねるといった表情を浮かべている。

　瞑は目的や覚悟に縛しばられつつあるのかもしれない。それはある程度仕方のないことだろう。孝文だって競きよう泳えいで経けい験けんしているから知っている。期待や楽しみは競泳という世界の難むずかしさが見えてくるに従い、いつしか目的や覚悟にすり替わってしまうものだ。

　だけど。

　だけど、だ。

　瞑が成そうとしていることは、前人未到の大偉業なのだ。ライバルの存在に怯おびえることも、失敗を恐れることもない。だから自じ縄じよう自じ縛ばくなど止やめて、もっと楽しむべきなのだと思う。

　幽ゆう体たい離り脱だつを使ってどこまでも泳ぎ切ってやろうという、今の孝文のように。

　天体望遠鏡を手にしてはしゃいでたに違いない、かつてのガリレオのように。

　瞳を輝かがやかせながら神を観測するのだと告げた、あの情じよう熱ねつを瞑はもっと前面に押し出せばいいのだ。そうすれば自分もきっと、魂の速度にぐんと近付ける。小難しい顔かおではなく、あの時のような表情を見せてくれたならば、彼女の夢を叶かなえる手助けをしたいと思うのは当然なのだから。

　孝文は独り納得するようにうなずくと、未いまだ明めい確かくな返答をしない瞑に向かい、叱しつ咤たするように声を上げた。

「ああもう何だよ、ぐじぐじ考えやがって。らしくねーぞ。要するに吉よし野のさんと一緒に、神様のケツにクイックターンかまして戻ってくればいいだけだろ？　どってことねぇよ。心配すんな。だから仲間外れなんかやめて、俺おれも一枚嚙かませろよ。よくよく考えてみればこんな面白そうな話、二度とあることじゃないもんな」

　屋上でのやり取りとは逆の立場で、孝文は握手を求めるようにスッと腕を差し出す。そして、先に許されてしまいきちんと口にできなかった謝しや罪ざいの代わりに、瞑の夢を全面的に後押しするその科白せりふを、毅き然ぜんと言い切った。




「──俺おれが神様に会わせてやる」




　欺ぎ瞞まんもなければ気負いもない。そこにあるのは、誰だれにも到達できない速度で宇宙を泳ぐ姿を夢想する、一人のスイマーとしての溢あふれんばかりの期待だけ。

　自うぬ惚ぼれるな、と叱しつ責せきされるぐらいのことは覚悟したうえでの科白せりふだったのだが、その予想はあっさりと裏切られた。瞑めいはまるで知人だと思って声をかけた人物が別人だったとでもいうように、瞳ひとみを見開いて孝たか文ふみの顔かおを見詰めたまま一言も発さない。その薄うす桃もも色いろの唇も微かすかに開いており、彼女らしからず油断し切っている表情を浮かべている。

「……ん？　どうした？　俺の顔に何か付いてるか？」

　怪け訝げんに思ってそう問いかけると、瞑は我に返ったようにピクッと身じろぎした。狼ろう狽ばいしたような表情を見せたのは一いつ瞬しゆんだけ。瞑はやがてククッと笑み崩れると、肩を震ふるわせながら楽しげに言う。

「なかなか偉そうなことを言うじゃないか。それに、神の尻しりを蹴け飛とばして戻ってくる、か。ハハッ！　そいつは傑作だ。私もそこまで不ふ遜そんなことは考えていなかったのだがな。いいだろう。だったら孝文に求めるのは世界最速の──いいや、違うな」

　瞑はそこでゆるりとかぶりを振ると、彼女らしい、不敵だがとても魅み力りよく的てきな微笑を浮かべた。そして握手に応こたえるようにスッと腕を伸ばし、はっきりとした口く調ちようでこう告げる。

「──宇宙最速のクイックターンを、一つよろしく」

　孝たか文ふみは差し出された手を、了承を示すその右手を、力強く握り返した。













　　　終章







　いったいどこまで連れて行かれるのだろうと不安だったが、辿たどり着ついた先は大学校舎にある研究棟だった。桔き梗きようの話によれば、瞑めいが発した鶴つるの一ひと声こえによって、藍あい澤ざわ財閥は白はく品ひん大学を丸ごと買い取ったらしい。森しん羅らの研究所ラボが手狭になっていたことも背景にあったそうだが、瞑はどうやらこの空そら原はら市が気に入ったようだ。以後の研究は白品大学の研究棟で行うことが決定しており、森羅の大規模な引っ越しも突貫で行われているとのこと。

　その話を聞いた孝たか文ふみは呆あきれて溜ため息いきをついた。

「そりゃまた無茶なことを……」

「あら。その無茶のおかげで孝文様も転校などすることなく、今まで通り瞑お嬢じよう様さまと一緒に白品高校に通えるのですよ？　喜ぶべきことだと思いますが？」

「まあそうなんすけどね」

　桔梗の言う通りではあるのだが、大学を買い取っておきながらそんな一言で片付けてしまう辺り、桁けたが違うと言わざるを得ない。藍澤財閥の威光というものにはいまいちピンときていなかったのだが、どのみち自分の想像の範はん疇ちゆうは超えているようだ。

　そんな孝文の思考は桔梗に正せい確かくに読み取られていたらしい。桔梗はゆるりとかぶりを振って口を開いた。

「何やら誤解が生じているようですね。瞑お嬢様は大学買収を決定された際、こう仰おつしやいました。

『白品大学の十お八は番こである宇宙工学は森羅の方向性とは真逆の代しろ物ものだ。白品大学を使うことは森羅にとってもいい目くらましになる』、と。瞑お嬢様は遠えん謀ぼう深しん慮りよの許もとに物事を決定されているのです。その辺にいる有う象ぞう無む象ぞうの成金と同一視していただいては困ります」

「はぁ、そうですか。でも目くらましになるって、いったい何からですか？」

「あら。わたくしとしたことが、瞑お嬢様を軽んじられたことで我を忘れて余計なことまで口にしてしまったようですね。今のは聞かなかったことにしてくださいませ」

　そう言って桔梗は意味深な笑みを浮かべた。気になる発言ではあるが、桔梗お得意の演出である可能性も高い。いったいどちらなのか判断できなかった孝文は、結局深く追及しないことを選んだ。

　正面ロビーにあるエレベーターで上階を目指し、研究所らしい白く清せい潔けつな壁に囲まれた廊下を進むと、やがて新生児室のようなガラス張りの部屋が見えてきた。中を覗のぞき込こんでみると、まるで梱こん包ぽうを解いたばかりといったふうの真新しい医い療りよう機き器きの数々と、白衣を着た人間が数名目に留まる。そして、部屋の中央にあるベッドの上には、瞳ひとみを閉じたまま静かに横たわる一人の女性の姿が。

「感動の再会、といったところでしょうか？　もうその必要はないでしょうが、形式上ご紹介させていただきます。森しん羅ら万ばん象しよう解かい式しき機き構こうが推進するプロジェクト『天翔アマカケル』の被ひ験けん者しやα、吉よし野の翼つばさ様でございます」

　孝たか文ふみはガラス壁に手を触れ、翼のことを見やった。プロジェクトへの復帰が決まった際、何か望みはあるかと問われ、即答したのが翼とのこの面会である。欲を言えば覚かく醒せいしている彼女と地上で話をしてみたかったのだが、翼は来きたるべき計画本番に備え、月に長期滞在して諸もろ々もろのデータを取得する実験の最中であるらしい。

　セキュリティ・ロックを解除した桔き梗きように促され、孝文は室内へと足を踏ふみ入いれた。魂こん魄ぱくが肉体を離はなれている間、生命維持は森羅のスタッフが請け負うのだろう。身体からだに必要な栄えい養よう素そ補給のためか、翼の腕には点滴のチューブが伸びており、頭とう部ぶには何らかのセンサーとなるらしい、電極の繫つながれたベルトが巻かれている。

　普通そういった姿を目にすると、重病患者を連想して痛々しく思うところだろう。しかし、彼女の場合はなぜだかそうじゃなかった。翼には相変わらず浮世離れした美しさがあり、今の姿もどこか現実と乖かい離りした、幻想的な印象を受ける。

　まるで空から落ちてきた天使だと思った。

　彼女が目覚めるその時を心待ちにしながら、人々がかいがいしく世話をしているかのよう。

　普段なら決して生まれないような、そんな空想さえ覚えながら、孝文は翼のことを見詰め続ける。

「孝文様、どうぞこちらへ」

　桔梗のその言葉にはたと我に返った孝文は、言われるまま翼の隣となりにあるベッドに横になった。すると白衣のスタッフが周囲を取り巻き、孝文に翼と同様の処置を施していく。

　事故で入院していた時のことを思い出し、少しばかり不安になっていると、それを悟ったのか桔梗が口を開いた。

「顔かお色いろが優すぐれないようですが、どうかいたしましたか？　もしや孝文様、瞑めいお嬢じよう様さまが主しゆ導どうする研究に何か不安な点でも？　覚悟もなく、信しん頼らいもせず、それでもあれほどの啖たん呵かを切れるなんて大したものですね。孝文様は一度、恥知らずという言葉の意味について真剣に考えてみる必要があるのではございませんか？」

　桔梗の毒舌には多少なりとも免疫ができている。今の言葉は本心からのものではなく、発破をかけるためのものだろうと自分なりに解釈して、孝文は己を鼓こ舞ぶして口の端を上げた。

「冗じよう談だん言わないでくださいよ。俺おれは自力で月まで行ったことがあるし、瞑がこの研究にどれだけ本気で取り組んでるか知ってる。不安なんて一切ないすよ」

　孝文のその科白せりふを聞き、桔梗は口元に笑みを浮かべた。彼女はその場で如才なく一礼すると、恭うやうやしく告げる。

「それは失礼いたしました。それでは、翼つばさ様にどうぞよろしくお伝えください。行ってらっしゃいませ、孝たか文ふみ様」

「………………」

　なんだか初めてこの人のメイドさんらしい姿を目にしたなぁと、そんなことを考えた後、孝文はゆっくりと瞼まぶたを閉じた。そのまま徐々に幽ゆう体たい離り脱だつへと移行していき、ほどなくして瞼を開くと、俯ふ瞰かん映像が瞳ひとみに映る。ベッドに横たわる自分。未いまだ頭あたまを下げたままの桔き梗きよう。心電図に目を配る白衣のスタッフ。

　孝文はその場の様子を一通り眺めると、つと視線を上げた。そして次の瞬しゆん間かんには研究棟の天井を突き抜け、一散に月を目指す。

　怖いと思ったことは何度もある。

　最初の時なんて半べそになった。

　だけど今になって思えば、それは初めて海に入った幼少時代の、あの未知なる経けい験けんに対する警けい戒かい心しんに近いものだったのかもしれない。目め路じの達する限りの水や、容赦なく身体からだを攫さらう波が、幼い子供のあまりにも未み熟じゆくな防ぼう衛えい本能に訴えかけるように。肉体を離はなれ、ひどく心こころ許もとない存在となってたゆたう自分自身に抱く、根源的な恐怖だったのかもしれない。

　それでも、幼い自分はやがて泳ぐという行為を覚え、その楽しさに魅みせられた。それは今の自分も同じなのだと思う。この空はもはや茫ぼう洋ようと広がるだけの空間ではない。ここで泳げることを知った。ここで泳ぐと決めた。それなら、いまさら尻しり込ごみすることなんてない。これまでそうしてきたように、目いっぱいに楽しむだけだ。

　水中では決してかなわぬ高こう機き動どう。きりもみで成層圏を抜け、宇宙空間でとんぼ返りをうち、孝文は目的地である月を目指す。辿たどり着つけるかとか、危なくないかなんて、もう欠片かけらも心配していなかった。42・１９５キロを走破する自信はなくとも、ドーバー海峡を泳ぎ切る自信ならある。幽体離脱が泳ぐことに直結した今なら、自分の〝魂の速度〟に気付けた今ならば、38万キロ程度、目を瞑つぶっていてもゴールできる。

　孝文のその思いを証明するかのように、月面がぐんぐんと間近に迫ってきた。所要時間は恐らく、最初に月に辿り着いた時の半分もかかってはいまい。

　孝文は平へい太たに教えられた『静かの海』を目指すと、その上空をしばらく旋回した。すると月面上、周囲にクレーターが存在せず、まるで砂浜のように滑らかな地面に、一つの人ひと影かげを見つける。

（いた……）

　宇宙遊泳をしていた時とは異なる高揚を感じつつ、孝文はその人影に近付いていった。翼は既に孝文の存在に気付いていたらしく、穏おだやかな眼まな差ざしでこちらを見上げている。その姿は夜の浜辺で星を見詰める少女そのものであり、『静かの海』と呼ばれるこの場所に妙にマッチしていた。

　孝たか文ふみは月面の砂浜に音もなく舞まい降おりると、翼つばさと真正面から見詰め合う。話したいこと、聞きたいことが山のようにあった。そのはずだった。それなのに、いざこうして向かい合うと、何から切り出していいか全くわからない。それどころか、言葉というものがあまりにも無粋で、口を開くことさえ躊躇ためらわれるような、そんな感覚を初めて抱いた。それは月面という静せい謐ひつな場所にいるからかもしれないし、目の前の少女がなぜか神聖で特別な存在に思えるからかもしれない。

　特別な存在。

　なぜ彼女が特別に見えてしまうのだろうと、ふと考えてみた。少し言葉を交わしただけの少女の面おも影かげを、どうしてここまで追いかけてきたのだろう？

　黙もつ考こうする孝文の脳裏に、不意に桔き梗きようの言葉が思い起こされる。

〝──それはもう恋でしょう？〟

　そうなのだろうか。

　そういうことなのだろうか。

　初めてその桔梗の言葉を聞いた時、自分には判断がつかなかった。いや、フラれた直後だったこともあり、そんなことはないだろうと否定する部分が多かったように思う。

　けれど。

　今では奈な美みへのあの告白は、彼女が作った薬くすりによる作用だということがわかっている。本心からのものではなかったのだと判明している。

　それならば、翼に対して抱くこの感情こそが本物なのだろうか。後ろめたく思う必要すらない、純然たる想おもいなのだろうか。

　しばらく考えに耽ふけっていると、夜のしじまのような沈ちん黙もくを破り、翼が口を開いた。

「また会えたわね」

「え？　そ、そうだな」

　初めて声をかけた時のように、気軽に話そうと努めたが、声が少しばかり上うわ擦ずってしまった。慌てて空から咳せきをして誤ご魔ま化かすが、翼は孝文の緊きん張ちように気付いているらしく、やんわりと微笑ほほえんでみせる。

「私が年上って聞いて、気を遣ってくれているの？　いいのよ、そんなに硬くならなくても。年上って言っても二つしか違わないのだし、私はそういうのは気にしないから、気楽に話してちょうだい」

　別に年上だからという理由だけで緊張しているわけではないのだが、そう勘違いしてくれるのはありがたい。孝文はぎこちない笑みを浮かべつつ答えた。

「そ、そうか。いや、助かるよ。ほら、最初に話しかけた時にタメロだったろ？　いまさら敬語に変えるのは変だけど、相手は年上だしどうしようって少し悩んでたんだ」

　今度は声が上擦ることもなかった。自己採点で六十点くらいやってもいいだろう。

　翼つばさは孝たか文ふみの返答に微かすかに笑みを零こぼし、握手を求めるようにスッと手を差し伸べてきた。そしてそよ風に揺れる風鈴のような、耳に心ここ地ちよい声こわ音ねで言葉を紡ぐ。

「よろしくね、孝文くん」

　名前を呼ばれただけだというのに、胸の鼓こ動どうが高鳴るのを感じる。純情フルスロットルの平へい太たじゃあるまいしこれくらいで動揺すんなよ、と自分自身の心しん臓ぞうに言い聞かせていると、翼が微かに小首を傾かしげた。それを見た孝文は差し出されたままの彼女の手を慌てて握る。幽ゆう体たい離り脱だつをしており、相手も魂だけの存在だというのに、女性らしい滑らかな手の感触がはっきりと伝わってきた。そのことに再び戸惑いつつ、孝文は口を開く。

「こちらこそよろしく、吉よし野のさん」

「翼でいいわ。私たちはこの先一緒に、誰だれも到達したことのない地を目指すことになる。お互い下の名前で呼び合った方が、早く打ち解けるでしょう？」

　孝文はその提案に躊躇ためらいを覚えた。後こう輩はいや同級生ならまだしも、相手は出会ってからまだ間もない年上のオネーサンである。堅苦しい敬語を使わず会話するくらいならまだしも、いきなり下の名前で呼ぶのはあまりにも馴なれ馴なれしいと思える。それに何より、孝文には彼女のことを妙に意い識しきしているという自覚症状があるのだ。

　はっきり言おう。

　照れる。

　孝文が逡しゆん巡じゆんしていると、翼は静かに付け加えた。

「別に仲良くする必要なんてないと考えているのなら、私も強制はしないけれど……」

　滅相もないとばかりに、孝文は高速で頭あたまを振った。翼とはむしろもっと親しん密みつになりたい。自分がどうして彼女のことをこうも気にしてしまうのか、それを知りたいと思う。

　翼は「それじゃあ」と、目め顔がおで言い直しを促してきた。孝文は腹を決め、コホンと一つ空から咳せきをする。そして動どう悸きが激はげしくなるのを自覚しつつも、極力平静を装って言い直した。

「これからよろしく。……翼さん」

　孝文のその言葉を聞いた翼は満足げにうなずき、心とろかすような笑え顔がおになった。そしてお姉さんらしく、しかし年上だということを全く鼻にかけずに、優やさしい口く調ちようで言う。

「──うん、よくできました」

　普段付き合いのある連中からは決して返ってこないであろうその想定外の対応に、孝文は思わず言葉を失ってしまった。

　うわヤバイ。

　可愛かわいい。

　反則だ。

　名前を呼んだことで急に身近なものになった翼の微笑に、孝文は連想ゲームのごとく次々と感想を抱く。すると、翼が孝文と握手を交わしたまま、フワリと月面から浮き上がった。

「ねぇ、少し散歩しない？」

「えっ？　散歩って、どこを？」

「月の周回軌道上。ここから百キロほど上空よ」

　どうしてそんなところを、と訊たずねる暇もなかった。孝たか文ふみの身体からだは翼つばさに導みちびかれるままに上昇する。それは孝文が自力で浮かび上がる時のような粗雑な浮上ではなく、まるで海底のプランクトンが舞まい上あがるような、とても繊せん細さいで優ゆう雅がなもの。翼は孝文の手を引いたまま、話していた通り月の周回軌道まで上ると、月面に沿うようにして移動を始めた。ゴツゴツとした殺風景な地表が眼下をゆっくりと流れ去っていく。

　どうせならこんなところの空中散歩じゃなく、全方位に星が見えるような場所の方がロマンチックなんじゃないかと、そんなことを考えた時だ。翼が孝文の方を振り返りもせずに訊きいてきた。

「孝文くんは知っているかしら？　月の自転周期と公転周期の関係から、月面で眺める限りは、地球はほとんど同じ位置に見える。でも、地球と月、そして太陽が一直線になるこのタイミングで月の周回軌道に乗れば──」

　そこでいったん言葉を切った翼は、次の瞬しゆん間かん、まるで詠嘆するように、

「……あぁ、見えてきたわ」

　と呟つぶやいた。その声に促され、孝文は翼の視線を辿たどる。

　月の地平線、灰と黒の境界に、不意に光が差した。それは目の覚めるようなブルー。この彩色に乏しい宇宙空間にあって、まるで奇跡のように美しい、幽玄の光明。

　地球だった。

　火山灰に覆おおわれた大地から望む日の出のように。静せい謐ひつな月面、その地平線から、欠けることのない満地球がゆっくりと昇っていく。

　翼が孝文の方を振り向いた。そして、空いている手を地球が見える前方に掲げ、穏おだやかな笑え顔がおで告げる。

「『天アマ翔カケル』への参画が決まったお祝いに、孝文くんにどうしてもこの景色を見てもらいたかったの。揺ゆり籠かごたる大地を離はなれ、人じん類るいが幾いく星せい霜そうもの間、神秘とロマンを感じ続けてきた遥はるかなるこの大海──ようこそ、宇宙へ」

　ここに来たのは二度目だ。最初の時に地球のことは眺めている。土地柄や母校の性格上、ＪジＡヤＸクＡサやＮＡＳＡナサから提供された宇宙画像に触れる機き会かいは多く、それを教材に特別授業を組まれることだって多々ある。

　でも。それでも。

　いま目にしている『地球の出』に、孝文は心の奥が揺さぶられるのを感じた。気の遠くなるような星々の寿命から考えれば、ごく自然に訪れるのであろう何でもない日常の景けい観かんに、心が震ふるえるのを確たしかに感じた。

　自分は今、初めて宇宙を見たのだと、孝たか文ふみはそう思う。学習の教材でも、泳ぐための場所でもない、雄大な宇宙そのものと初めて触れ合ったのだ。

　翼つばさは茫ぼう然ぜん自じ失しつする孝文から視線を外し、前方へと向き直る。彼女の横よこ顔がおは地球光に晒さらされ、澄すみ切きった湖面のように輝かがやいていた。地球の出を背景にした、壮そう麗れいな一枚絵のようなその横顔を目にして、孝文は不意に自分の間抜けさを悟って呆あきれ果はてる。

（……あぁ、そうか。そりゃそうだよな）

　フラれた直後だなんてこと関係ない。二言三言交わしただけの翼のことが、ここまで気になる理由なんて、他ほかにあるはずもないじゃないか。

　何の混じりけもなく、わけもなく笑い出してしまいそうなほど広壮な宇宙に触発されるようにして、孝文は自分の中にある純粋な気持ちに気付かされた。

　──俺おれは、とっくの昔に吉よし野の翼に惚ほれちまってたんだ。







　ノックをして室内に足を踏ふみ入いれると、瞑めいは部屋にあった椅い子すに腰掛けたまま、何やらぼんやりと自分の右手を見詰めていた。桔き梗きようは彼女に恭うやうやしく一礼し、報告するために口を開く。

「孝文様を翼様の許もとへお連れしました。今ちょうどご対面なさっています」

「そうか。ご苦労だった。引き続き孝文の身辺警けい護ごを頼たのむ」

「承知しました」

　桔梗が深々と頭あたまを下げて了解すると、瞑はつとこちらに視線を寄よ越こしてくる。顔を上げてその表情を窺うかがうと、どこか物問いげな眼まな差ざしと目が合った。

「？　どうかいたしましたか？　何か心配事でも？」

「いや、そういうことではない。桔梗は反対するだろうと予想していたから、少しばかり怪け訝げんに思っているだけだ。言葉にしないとはいえ、桔梗は孝文のプロジェクト参加には否定的な考えを持っていたのではないのか？」

「まさか。わたくしは地上最強とはいえ一介のメイドです。森しん羅らの総責任者である瞑お嬢じよう様さまのお考えに反する意思を持つなど、恐れ多くてとてもとても」

「悪いがそんな白々しい噓うそに付き合っていられるほど私は暇ではない。森羅の実じつ験けんの成否は藍あい澤ざわ家けの威信にも関かかわってくる。いい目が出れば御おんの字じだが、ここにきて不安要素を取り入れることを是とした桔梗の考えが知りたい。話せ」

　そう高慢に告げる瞑の瞳ひとみは鷹たかの目のように鋭するどく、実じつ年ねん齢れいを疑ってしまうほどに巍ぎ々ぎとした迫力を帯びている。

　どうやら生なま半なかなことでは誤ご魔ま化かされてはくれないようだと、桔梗は内心で舌を巻きながら言葉を紡いでいった。

「……そうですね。瞑お嬢様の仰おつしやるとおりです。適性があるからとはいえ、何の覚悟も抱いていないような子供が森しん羅らの研究に参加したところで足を引っ張るだけだと、そう思っておりました。しかし、今の孝たか文ふみ様ならば少しは信しん頼らいしてもいいと思えますよ。彼の変化を感じることができましたから」

「孝文の変化？」

　鸚おう鵡む返がえしにそう問われ、桔き梗きようはうなずいてみせた。

「ええ、そうです。瞑めいお嬢じよう様さまが再び孝文様を森羅に引き入れたのも、同じような理由からだとわたくしは推察しておりますが？」

　そう告げると、瞑は先ほどしていたように、不意に自分の右手へと視線を落とす。その右手にいったいどんな意味を見み出いだしているか知らないが、しばらくして瞑は独白するようにポツリと呟つぶやいた。

「……そうだな。神様に会わせてやると言ったあの時の孝文は、なかなか凛り々りしかった」

　瞑の口元にひどく優やさしげな微笑が浮かぶのを目にして、桔梗は思わず目を瞠みはる。ここ数年で瞑が刷はいた笑みといえば、不敵で不屈で不ふ遜そんな、同年代の女の子はおよそ浮かべないようなものばかりだったはず。

　迂う闊かつにも動揺を外に示すほどに凝ぎよう視ししていると、瞑はその視線に気付いたのか、ハッとなって顔かおを上げた。瞑は悔悟するような色を瞳ひとみに浮かべて唇を嚙かむと、慌てたように言い放つ。

「わかった。もう充分だ。私のことはいいから、桔梗は自分の仕事に戻れ」

　その言葉を受け、桔梗は一礼して部屋を後にした。しかしながら、すぐさまその場から離はなれるようなことはせず、閉めたドアに背中を預けて寄りかかり、ほうと吐息を洩もらす。桔梗の頭あたまの中を巡るのは、先ほどの瞑の発言。

「まさか孝文様のことを手放しで褒ほめられるとは……」

　となると、ぼんやりと見詰めていたあの右手は、握手でも交わした手なのだろうか。

　──あぁ、何てわかりやすい。

　でもきっと、自分では気付いてもいまい。それが何だか微笑ほほえましくもあり、歯は痒がゆくもあり、この時期にと腹立たしくもある。

　桔梗は背後にあるドアをちらりと見やると、心の中でそっと話しかけた。

（瞑お嬢様。変わられたのはどうやら孝文様だけではないようですよ？）

　今の孝文になら信しん頼らいを置けると考えたのは間違いないだろうが、森羅の総責任者という立場にありながらその言をあっさりと覆くつがえしたのは、自分の傍そばに孝文を置こうとしたのは、つまるところ──

「……それはもう恋でしょう？」

　囁ささやくようにそう声を洩らし、桔梗はくすりと笑みを零こぼす。




　神様に届くほどの強い想おもいが『魂の速度』と言うのならば。

　この夏、少年少女たちの魂の速度は、確たしかに加速していた──。







　　あとがき







　去る２００９年は『世界天文年』でした。天文学において偉大な功こう績せきを残したガリレオ・ガリレイが、望ぼう遠えん鏡きようを初めて夜空に向けてから、ちょうど４００年目という節目であったそうです。まあ、一言で言い表すとしたら、あれですね。

　──なんじゃそら。

　インド人もびっくり。ガリレオもあんぐり。

　聖人のように生せい誕たんを紀元とするでも、英雄のように没後何周年を数えるでもなく、望遠鏡を空に向けた年をピックアップするとは。しかも望遠鏡を発明した人は別にいますからね？

　夜空の彼方かなたから、今は亡きガリレオのツッコミが聞こえてきそうです。

『ワシあんま関係ないやん！　アカンやん！』

　そりゃ言いたくもなりますって。偉大な功績を残したということは、偉大な発見をしたということです。努力と忍耐の果てに辿たどり着ついた歴史的な発見はひとまず横にどけといて、天体観かん測そくを始めた年が世界的な記念になるなんて、当のガリレオは予想だにしなかったことでしょう。コロンブスでたとえるなら、アメリカ大陸を発見した日よりも、卵を立てた日が記念日として後世に伝えられる、的な？

　まあでも、縁えんというのは不ふ思し議ぎなもので、えてしてそんなことが起こるようです。本作品も、元となるアイデアを思いついたのは今から七年ほども前のこと。それから紆う余よ曲きよく折せつを経て、こうして世に出させていただけることになりました。宇宙をスパイスに加えた学園モノだというのに、せっかくの世界天文年をあえて十日ほど踏ふみ外はずして出版というのが、ひねくれ者の僕らしくていい感じです。何やらただならぬ縁まで感じますが、幽ゆう体たい離り脱だつというオカルト現象も重要なピースですので、そういった超常的な縁もウェルカム。

　世界天文年の翌年、さらに言うならば、『ノストラダムスよ、世界は意外としぶとかったぜ十周年』の翌年にも当たる今こん日にち、本作品の制作のためにご尽力してくださった全すべての方々と、本作品を通して縁が結ばれる読者の皆様に、心の底からの感かん謝しやを。ありがとう。
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頂き物のコースターです。

似ているそうです。




……目つき悪っ！
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イラスト／甘あま塩じおコメコ

絵を描いたり、ゲーム作ったりしてる人。

猫好きの夜型。

http://isudon.sakura.ne.jp/
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